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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 遺構 備考 図版

1 磁器 油壺 － [3.1] － － 5 普通 白 SK361 肥前系 外面施釉 ･色絵 (赤 ･緑 ) 208-3

2 陶器 皿 (11.6) 2.9 (6.6) IK 15 普通 灰白 SK361 瀬戸美濃系 内外面灰釉 内面摺絵 少量煤付着

3 陶器 灯明皿 9.4 2.9 4.3 IK 90 普通 橙 SK361 志戸呂系 底部糸切痕 (右 ) 内外面鉄釉

4 陶器 香炉 － [1.1] (5.8) IK 5 普通 灰白 SK361 瀬戸美濃系 底部墨書 高台部に抉り 238-2

5 瓦質土器 竈 32.9 [4.5] － CEFIK 5 普通 灰白 SK361 外面ミガキ 煤付着

6 磁器 碗 － [3.0] (4.6) － 10 普通 白 SK383 肥前系 内外面施釉 (外面青磁釉 )･ 染付

7 陶器 香炉 (11.2) 6.0 10.6 I 65 普通 淡黄 SK383 瀬戸美濃系 外面灰釉 菊花文鎬状に施文 内面付着物
(炭化物ヵ )

208-4

8 陶器 徳利 － [6.4] － DI 15 良好 褐灰 SK383 瀬戸美濃系 外面灰釉

9 陶器 水甕 － [7.7] (16.4) EK 10 良好 灰白 SK383 瀬戸美濃系 内外面灰釉 内面の一部に緑釉流れ込む 
内底面と高台畳付部に目跡

10 磁器 紅皿 － [0.7] 1.3 － 10 普通 白 SK384 肥前系 型成形 内外面施釉 208-5

11 陶器 灯明皿 (10.2) 1.8 (6.0) EI 20 普通 灰黄 SK385 瀬戸美濃系 内外面柿釉 外面下位拭き取り 直重ね焼
き痕

12 陶器 鉢 (22.2) 6.6 (7.4) DIK 35 普通 灰白 SK385 瀬戸美濃系 内外面灰釉 内底面蛇の目状釉剥ぎ 内面
煤付着

13 瓦質土器 火鉢 (23.6) [8.2] － CHI 普通 灰白 SK385 外面ヘラミガキ 燻す

14 瓦質土器 焙烙 (40.0) 5.0 (33.7) CFIK 5 普通 灰白
灰

SK385 底部シワ状痕 弱く燻す 外面煤付着

15 かわらけ 小皿 7.7 1.4 4.3 AHIK 60 普通 にぶい橙 SK385 江戸在地系 底部糸切痕 (左 )･ 墨痕 胎土粉質 表面黒
化

16 磁器 皿 12.7 3.5 7.2 － 100 良好 白 SK386 肥前系 内外面施釉 ･染付 SK424 と接合 208-6

17 磁器 皿 (18.0) ［2.3］ － － 10 良好 白 SK386 肥前系 内外面施釉 外面染付

18 磁器 碗 (11.0) ［2.7］ － － 5 良好 白 SK387 肥前系 内外面施釉 ( 外面青磁釉 ) 内面染付

19 磁器 油壺 － ［4.8］ － － 20 普通 白 SK387 肥前系 内外面施釉 ･染付

20 陶器 碗 (9.2) 5.1 (3.0) K 45 普通 灰白 SK387 京都信楽系 内外面透明釉 外面上絵付 (赤 ･緑 )

21 陶器 蓋 － ［1.7］ (5.0) IK 45 良好 灰
灰白

SK387 瀬戸美濃系 底部糸切痕(右 ) 内外面灰釉 上面煤付着 
最大径 (9.6)cm

22 磁器 坏 － ［1.2］ － － 5 普通 白 SK388 肥前系 内外面施釉 外面染付 二次敲打 ( 底部円盤状
製品転用 ) 重さ 20.5g

239-1

23 陶器 灯火具 (7.7) 5.5 6.2 I 55 良好 灰白 SK389 瀬戸美濃系 内外面灰釉 被熱 最大径 (12.8)cm 208-7

24 磁器 碗 9.1 4.2 3.5 － 95 良好 白 SK390 肥前系 内外面施釉 外面染付 209-1

25 磁器 皿 9.7 2.5 5.5 － 75 良好 白 SK390 肥前系 内外面施釉 ･染付 弱く被熱 ･煤付着

26 陶器 徳利 － ［8.0］ － HI 15 普通 にぶい黄橙 SK390 瀬戸美濃系 外面灰釉

27 瓦質土器 火鉢 － ［4.2］ (22.0) CEFIK 10 普通 にぶい黄橙 SK390 やや酸化炎焼成 砂目底 脚部孔は貫通しない

28 瓦質土器 火鉢 (28.4) ［9.0］ － CHIK 15 普通 浅黄 SK390 やや酸化炎焼成  内面上位～外面上位黒化 (外面に塗
付物痕 ) 内面下位火箸状痕

29 瓦質土器 火消壺 (16.0) [11.1] － CHIK 5 普通 灰黄
灰

SK390 内面煤付着 把手欠失

30 土師質土器 焙烙 (32.3) ［4.4］ (31.1) AH 10 普通 にぶい橙 SK390 江戸在地系 砂目底 胎土粉質 外面煤付着

31 かわらけ 小皿 (9.4) 1.7 (4.6) AGK 30 普通 にぶい黄橙 SK421 江戸在地系 底部糸切痕 (左 ) 胎土粉質

32 陶器 灯明皿 10.4 2.8 4.2 I 95 普通 にぶい黄橙 SK437 志戸呂系 内外面錆釉 受部切り込み 2箇所 煤付着 209-2

33 土師質土器 焙烙 － [0.5] － IK 5 普通 灰黄 SK457 底部シワ状痕 二次敲打 (底部円盤状製品転用） 重さ
5.6g

239-1

34 磁器 碗 － [2.8] 4.4 － 30 普通 白 SK458 肥前系 内外面施釉 外面染付

35 磁器 徳利 1.4 [8.6] － － 25 普通 白 SK458 肥前系 外面施釉 ･染付 49 と同一個体か

36 磁器 碗 (9.4) [4.6] － H 15 良好 灰白 SK458 京都信楽系 内外面透明釉 外面上絵付 (緑 )

37 陶器 擂鉢 － [6.0] － DI 5 普通 灰 SK458 堺明石系 内面擂目 ･墨書

38 磁器 碗 縦 5.1 横 5.1 厚さ 1.3 － 10 普通 白 SK458 肥前系 内外面施釉 外面染付 二次敲打 (底部円盤状
製品転用 ) 重さ 34.2g

239-1

39 磁器 皿 (13.4) 3.2 (7.6) － 45 良好 白 SK513 肥前系 内外面施釉 内面染付 内底面蛇の目状釉剥ぎ

40 陶器 碗 (9.8) 5.8 (3.0) K 40 普通 灰白 SK513 京都信楽系 内外面施釉 外面上絵付 (緑 ･赤 ) 弱く被
熱

41 陶器 皿 － [1.3] 8.0 EK 20 普通 灰白 SK513 瀬戸美濃系 内面灰釉 摺絵 (鉄絵 )

42 陶器 香炉 10.6 6.6 10.2 K 90 普通 灰白 SK513 瀬戸美濃系 外面灰釉 摺絵 (鉄絵 ) 217-6

43 陶器 瓶類 － [4.3] － EI 5 普通 黄灰 SK513 瀬戸美濃系 内外面鉄釉 217-7

第 192 表　土壙出土遺物観察表（１）（第 574 ～ 578 図）
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付着する。外面はケズリ後にやや粗くミガキが施

される。胎土は軟質・瓦質で、角閃石を含む。断

面中心は灰色、周囲は灰白色である。

　第 584 図１～３は銅製品の針金である。15

は寛永通寳である。

第383号土壙（第568・574・578～ 580図）

　Ｂ５－Ｊ６グリッドに位置し、樹皮堆積層より

新しい。平面形は隅丸長方形であった。

　覆土の下層は繊維状の木片や樹皮を含む木質層

であった。陶磁器や木製品等の遺物は、本層から

出土した。上層は、細粒砂、シルトブロック、炭

化物を含んだ砂で埋め戻されていた。

　遺物の出土は少なく、木製品が主体である。こ

のほかに、陶磁器、瓦がみられた。

　陶磁器は、瀬戸美濃系陶器のせんじ碗等、18

世紀中葉までのものが主体であった。その中でも、

第574図６は、廃絶時期を示すものとみられる。

なお、瀬戸美濃系磁器の碗の破片が１点みられた

が、後世の混入と考えられる。

　以上より、推定廃絶時期は18世紀後葉である。

　第 574図６～９に陶磁器、第 578図 67に瓦、

第579・580図１～13に木製品を示した。

　第 574図６は肥前系磁器の碗で、体部が朝顔

形に開く器形のものである。外面は青磁釉、内底

面は圏線と五弁花文が染付される。高台内には二

重方形枠の銘款が染付される。文字は崩れている

が、「筒江」銘とみられる。

　７は瀬戸美濃系陶器の香炉で、半菊文が陰刻さ

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 遺構 備考 図版

44 かわらけ 小皿 (9.8) 1.6 (5.0) AHK 25 普通 にぶい黄橙 SK513 江戸在地系 底部糸切痕 (左 ) 胎土粉質

45 陶器 擂鉢 － [4.2] － IK 5 普通 灰黄 SK513 瀬戸美濃系 内面擂目 内外面鉄釉 
二次敲打 ･摩耗 (体部円盤状製品転用 ) 欠失部摩耗 
重さ 32.2g

239-1

46 瓦質土器 焙烙 － [0.8] － CEI 5 良好 灰黄 SK519 底部シワ状痕 燻す 内面刻印「[大極 ]上」 234-3

47 磁器 碗 (8.5) 5.0 3.4 － 70 良好 白 SK520 肥前系 内外面施釉 外面染付

48 磁器 碗 (9.9) 5.5 3.8 － 50 良好 白 SK520 肥前系 内外面施釉 外面染付 僅かに煤付着

49 磁器 徳利 － [6.5] (5.2) － 55 良好 白 SK520 肥前系 外面施釉 ･染付 35 と同一個体か SK361･458
と接合

234-4

50 陶器 碗 (8.9) [4.5] － DK 30 普通 灰白 SK520 瀬戸美濃系 内外面灰釉 SK519 と接合

51 陶器 鉢 (19.0) 7.7 7.7 DK 55 普通 灰白 SK520 瀬戸美濃系 内外面灰釉 内面摺絵 SK273･302 と接合

52 陶器 花生 － [6.5] － EI 10 普通 灰白 SK520 瀬戸美濃系 内外面灰釉 SK402 と接合

53 陶器 片口鉢 (15.0) 12.4 (10.4) IK 25 普通 灰白 SK520 瀬戸美濃系 内外面飴釉 (うのふ釉流し掛け ) 234-5

54 施釉土器 灯火具 － [1.1] (3.2) I 15 良好 にぶい褐 SK520 底部糸切痕 内外面透明釉 突起剥離痕 煤付着

55 土師質土器 瓦燈 器高 [9.1][7.1] (15.0) AHIK 各10 普通 にぶい橙 SK520 江戸在地系 外面ミガキ 黒色塗布物 胎土粉質

56 かわらけ 小皿 － [0.4] (4.0) AI 5 良好 にぶい赤褐 SK520 江戸在地系 底部糸切痕 (左 )･ 墨書 硬質 被熱か

57 かわらけ 小皿 － [0.3] － A 5 良好 灰褐 SK520 江戸在地系 底部糸切痕 (左 )･ 墨書 破損後周囲を二
次研磨 (底部円盤状製品転用 ) 重さ 6.2g

239-1

58 陶器 皿 － [1.2] 5.0 IK 10 普通 灰 SK520 瀬戸美濃系 内外面灰釉 内面摺絵 (呉須絵 ) 二次敲打
(底部円盤状製品転用 ) 重さ 41.1g

239-1

59 陶器 皿 － [1.1] 6.6 IK 10 良好 灰黄 SK520 瀬戸美濃系 内面灰釉 摺絵 目跡 3 二次敲打 (底部円
盤状製品転用 ) 重さ 55.2g

239-1

60 陶器 片口鉢ヵ － [2.0] 6.8 IK 10 普通 灰白 SK520 瀬戸美濃系 内面灰釉 被熱か 二次敲打 (底部円盤状
製品転用 ) 重さ 105.2g

239-1

61 瓦質土器 火鉢 － [0.8] － HIK 5 普通 にぶい橙 SK520 底部シワ状痕 やや酸化炎焼成 内面不規則なナデ 二
次敲打 (底部円盤状製品転用･2個体接合 ) 重さ 86.6g

239-1

62 磁器 碗 11.7 6.6 4.4 － 90 良好 白 SK522 肥前系 内外面施釉 外面染付 234-6

63 磁器 碗 (11.3) [3.4] － － 10 普通 白 SK523 肥前系 内外面施釉 外面染付

64 陶器 擂鉢 － [3.2] － DEI 5 普通 にぶい橙 SK523 丹波系 内面擂目

65 磁器 碗 9.5 5.3 3.7 － 80 良好 白 SK529 肥前系 内外面施釉 外面染付 234-7

66 瓦質土器 竈 － [7.8] (29.0) CI 20 良好 暗灰
灰白

SK529 底部シワ状痕 中心部熱を受けて変色

67 瓦 道具瓦 長さ [16.7] 幅 [13.7] AIK － 普通 灰白 SK383 整形痕 厚さ 2.0cm 高さ 9.1cm 248-2

68 瓦 平瓦 長さ 6.5 幅 7.5 AIK － 普通 灰 SK520 二次敲打 ･研磨 (底部円盤状製品転用） 重さ 106.0g 
厚さ 2.0cm

248-11
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第 579 図　土壙出土遺物（６）
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第 580 図　土壙出土遺物（７）
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第 581 図　土壙出土遺物（８）
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第 582 図　土壙出土遺物（９）
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第 583 図　土壙出土遺物（10）
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番号 種別 器種 長さ 幅 厚さ 口径 /径 高さ 底径 木取り 遺構 備考 図版

1 木製品 漆椀 － － － (11.5) [5.4] － 横木取り SK383 内面赤漆 外面茶漆 口唇部黒漆 外面文様 (
色落ちる ) 高台内文様 (金 )

266-5

2 木製品 箸 22.8 0.4 0.7 － － － 分割棒状 SK383 孔 2 266-6

3 木製品 箸 22.0 0.8 0.7 － － － 分割棒状 SK383 266-6

4 木製品 箸 21.2 0.7 0.7 － － － 分割棒状 SK383 266-6

5 木製品 箸 20.5 0.7 0.6 － － － 分割棒状 SK383 266-6

6 木製品 箸 20.5 0.7 0.6 － － － 分割棒状 SK383 266-6

7 木製品 下駄 22.8 7.9 － － 5.2 － 柾目 SK383 連歯下駄 前歯は露卯下駄

8 木製品 下駄 [15.9] 6.5 － － [3.1] － 板目 SK383 刳り下駄 表 ･側面赤漆 前歯に釘穴 2 266-7

9 木製品 下駄 23.6 7.8 － － 6.6 － 板目 SK383 露卯下駄 266-8

10 木製品 下駄 22.5 6.2 － － 8.5 － 板目 SK383 陰卯下駄

11 木製品 下駄 22.9 7.2 － － 8.1 － 板目 SK383 陰卯下駄 表面黒漆 266-9

12 木製品 クルリボウ 18.6 3.5 3.0 － － － 芯持材 SK383 横木 削痕 266-10

13 木製品 クルリボウ 17.5 3.5 3.6 － － － 芯持材 SK383 削痕

14 木製品 漆椀 － － － － [5.1] － 横木取り SK385 内外面赤漆 外面文様 (黒漆 ) 高台内文字 ｢
金 ｣( 黒漆 )

267-1

15 木製品 下駄 [14.7] [5.1] － － 5.3 － 板目 SK385 露卯下駄

16 木製品 箸 20.9 0.8 0.6 － － － 分割棒状 SK387

17 木製品 箸 20.4 0.6 0.6 － － － 削出 SK387

18 木製品 箸 20.4 0.8 0.7 － － － 分割棒状 SK387

19 木製品 箱 7.7 6.0 0.5 － － － 柾目 SK387 底板 表面黒漆 267-2

20 木製品 火打金 4.6 12.4 1.5 － － － 柾目 SK388 柄 表面焼印 ｢[ 芝神明］前／ [本□や三郎兵
へ ]｣

267-3

21 木製品 建築材 40.5 7.6 5.1 － － － 芯持材 SK388 孔 2 柄穴 1 釘穴 2

22 木製品 不明 8.8 12.9 0.5 － － － 板目 SK388 表面赤漆 裏面赤漆 ･黒漆 267-4

23 木製品 天秤棒 144.6 5.8 3.6 － － － 分割材 SK389 267-6

24 木製品 箱 7.6 17.8 0.8 － － － 柾目 SK389 側板 表面赤漆 裏 ･側面黒漆 木釘 8 孔 7 孔
1( 貫通 )

267-5

25 木製品 曲物 － － － 11.2 4.2 － 柾目 SK389 側板と底板を樹皮紐で留める 底板の孔を木
釘で塞ぐ

26 木製品 箸 21.4 0.5 0.4 － － － 分轄棒状 SK389 276-6

27 木製品 漆椀 － － － － [3.9] － 横木取り SK390 内外面黒漆 底部二次穿孔

28 木製品 漆椀 － － － (11.1) [5.3] － 横木取り SK390 内面赤漆 外面 ･口唇部黒漆 被熱

29 木製品 漆椀 － － － － [5.5] － 横木取り SK390 内面赤漆 外面黒漆

30 木製品 漆椀蓋 － つまみ径 5.2 10.4 3.6 － 横木取り SK390 内面赤漆 外面黒漆 外面 3箇所紋 (金 ) つま
み内文様 (金 )

31 木製品 漆皿 － － － (14.8) 0.9 12.6 横木取り SK390 内面赤漆 外面 ･口唇部黒漆 
内面文様 (金 )

267-7

32 木製品 不明 [3.2] 15.0 0.3 － － － 板目 SK390 側板 表裏面赤漆 
焼印「 」

267-8

33 木製品 箸 27.1 0.7 0.5 － － － 分割棒状 SK390

34 木製品 箸 19.5 0.7 0.6 － － － 分割棒状 SK390

35 木製品 箸 19.2 0.7 0.5 － － － 分割棒状 SK390

36 木製品 箸 19.0 0.8 0.5 － － － 分割棒状 SK390

37 木製品 刷毛 14.3 8.4 0.8 － － － 柾目 SK390 表裏面赤漆付着 上部孔 267-9

38 木製品 下駄 22.2 7.0 － － 10.5 － 板目 SK390 陰卯下駄 267-10

39 木製品 木札 [14.8] 3.6 0.5 － － － 柾目 SK390 表裏面墨書 (文字資料 115)

40 木製品 不明 [8.2] [3.0] 0.5 － － － 板目 SK390 マンボウ形木製品 267-11

41 木製品 箱 [5.0] 22.7 0.6 － － － 板目 SK421 側板 焼印 ｢大 /坂 /[  ]」「九 [ ]｣ 267-12

42 木製品 独楽 4.5 2.5 2.2 － － － 芯持材 SK421 加工痕明瞭

43 木製品 下駄 15.5 6.0 － － 6.8 － 板目 SK421 露卯下駄

44 木製品 不明 6.2 (6.4) 2.4 － － － 芯持材 SK421  

45 木製品 漆椀 － － － (11.6) [3.9] － 横木取り SK450 内面赤漆 外面黒漆

46 木製品 下駄 22.5 7.4 － － [4.0] － 板目 SK450 陰卯下駄 台の前歯部分にくさび痕

第 193 表　土壙出土遺物観察表（２）（第 579 ～ 583 図）
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れ、灰釉が施される。内面に黒色の付着物が認め

られるが、廃棄時に付いた煤の可能性もある。

　８は瀬戸美濃系陶器の徳利で、やや暗い緑色の

灰釉が施される。五合徳利にしてはやや小さいよ

うである。

　９は瀬戸美濃系陶器の水甕で、全体に白色味を

帯びる灰釉が施されるが、内面の一部に緑釉が流

れ込む。おそらく、流水状の陰刻文や鉄釉・緑釉

が流し掛けされるものであろう。内底面と、高台

畳付き部に目跡が１箇所ずつ遺存する。

　第 579図１は木製品の腰丸椀である。厚手の

もので、器高が高い。内面に赤漆、外面に茶漆、

口唇部には黒漆が塗布される。外面に文様が描か

れるが、色が落ちている。高台内には金で草花文

が描かれる。２～６までは寸胴箸である。

　７～11までは下駄である。７は連歯下駄だが、

前歯は露卯となっている。再加工したものであろ

う。８は刳り下駄で、表と側面に赤漆が塗布され

ている。９は露卯下駄、10・11は陰卯下駄である。

11は表面に黒漆が塗布されている。

　第580図 12・13はクルリボウの部材である。

「クルリボウ」は地方名の一つの呼び名で、「フリ

ボウ」とも呼ばれる。『広辞苑』では「からさお」

の項目に「殻竿・連枷」の字があてられ、「豆類・

粟などの脱穀や麦打ちに用いる農具」と解説され

る。本跡出土の資料は、回転軸の部分である。

　大舘勝治は民具資料のクルリボウを４形態に分

類し、その分布と特色を明らかにしている（大舘

1986）。12・13は、ともに断面が円形の回転軸の

部材であり、回転棒を差し込むための孔がみられ

ない。したがって、大舘分類ではＡ型（回転軸と

回転棒の一体型）にあたると考えられる。Ａ型ク

ルリボウは秩父地方でも特に山間部で使用されて

きた形態とされる。

　栗橋宿跡の類例では、本陣跡で遺構外からクル

リボウ部材が出土している（埼埋文2019a）。

第384号土壙（第568・574・584図）

　Ｂ５－Ｊ７グリッドに位置する。平面形はやや

歪んだ円形であった。覆土は木片等の腐植した土

が主体で、シルトと砂を含んでいた。また、炭化

物も多量に含まれていた。

　出土遺物は極めて少なく、陶磁器の小破片と銭

貨のみであった。銭貨は底面から出土した。

　非掲載の陶磁器には、瀬戸美濃系陶器の腰錆碗、

灰釉の坏、片口鉢がみられる。挿図で示した陶磁

器が紅皿であれば、遺構の時期は紅皿の出土量が

増加する 18世紀後葉～ 19世紀初頭前後に帰属

すると思われる。

　第574図に陶磁器、第584図に銭貨を示した。

　第 574図 10は肥前系磁器の紅皿と思われる。

番号 種別 器種 長さ 幅 厚さ 口径 /径 高さ 底径 木取り 遺構 備考 図版

47 木製品 漆椀 － － － － [3.8] － 横木取り SK458 内面赤漆 外面黒漆 外面文様 (赤漆 ) 269-6

48 木製品 漆椀 － － － － [5.3] － 横木取り SK513 内外面赤漆

49 木製品 位牌台 15.6 7.4 4.7 － － － 板目 SK513 一部黒漆 中央に長方形の孔 271-3

50 木製品 鞘 26.8 ［3.0］ 0.6 － － － 柾目 SK513 表面黒漆

51 木製品 漆皿 － － － (15.0) 0.6 (10.9) 横木取り SK515 内外面黒漆 内面文様 (赤漆 ) 271-4

52 木製品 櫛 [5.8] 4.2 0.9 － － － 不明 SK515 全面赤漆 271-5

53 木製品 下駄 18.9 6.0 － － ［4.5］ － 板目 SK515 露卯下駄 後歯部に鉄釘 1

54 木製品 下駄 20.0 7.1 － － 2.7 － 板目 SK519 連歯下駄

55 木製品 下駄 [19.5] 7.2 3.0 － － － 板目 SK519

56 木製品 漆椀蓋 つまみ径－ 9.8 ［2.8］ － 横木取り SK520 内外面黒漆

57 木製品 鍔 [6.9] 9.5 1.6 － － － 板目 SK520 277-1

58 木製品 鋤 [23.8] － － － － － 板目 SK520 身幅 11.8cm 厚さ 2.2cm 柄幅 3.8cm 厚さ
2.1cm 焼印「 に□」炭化

277-2

59 木製品 漆椀 － － － (10.4) [4.2] － 横木取り SK521 内外面赤漆 口唇部黒漆 高台内文様 (金 ) 277-3
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ただし、遺存部に文様は認められない。型成形で

ある。

　第584図 16は寛永通寳である。

第385号土壙（第568・574・580・585図）

　Ｂ５－Ｉ６・Ｊ６グリッドに位置し、樹皮堆積

層より新しい。平面形は隅丸長方形であった。

　覆土は木片主体の腐植土で、単層であった。出

土遺物は少なく、陶器、土器、瓦、木製品、石製

品がみられる。陶磁器は、図示した瀬戸美濃系陶

器の柿釉灯明皿が最新のものである。推定廃絶時

期は18世紀中～後葉である。

　第 574 図 11 ～ 15 に陶器・土器、第 580 図

14・15に木製品、第585図１に石製品を示した。

　第574図 11は瀬戸美濃系陶器の灯明皿（油皿）

で薄手のものである。赤味の強い柿釉が施され、

釉は薄いがムラは無い。内外面に環状の重ね焼き

痕が残る。

　12は瀬戸美濃系陶器の灰釉鉢で、内面に蛇の

目状に釉剥ぎされる。外面下位はケズリ、高台周

囲は回転ナデで仕上げられている。

第 584 図　土壙出土遺物（11）
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　13は瓦質土器の火鉢で、燻されている。外面

はケズリ後にヘラミガキ、内面は口縁部付近は強

いヨコナデ、下位は指圧痕の後に蛇行するナデが

施される。

　14は瓦質土器の焙烙である。外面は下位にケ

ズリが施され、一部にシワ状痕が残る。

　15はかわらけ小皿である。胎土が粉質で、細

粒の雲母を含む江戸在地系である。底部に左回転

の糸切痕が残り、墨痕がみえる。表面は黒化して

いる。

　第580図 14は漆製品で、体部が筒状に立ち上

がる腰丸椀である。底部は厚手である。内外面に

赤漆が塗布され、外面の体部に黒漆で文様が描か

れる。高台内には黒漆で「金」と書かれている。

　15は木製品の露卯下駄である。

　第 585図１は白色の流紋岩製砥石である。扁

平な方形で、砥面は６面である。

第386号土壙（第568・575図）

　Ｂ５－Ｉ６グリッドに位置し、樹皮堆積層より

新しい。平面形は楕円形である。遺構は小規模で、

覆土は木片主体の腐植土である。

　出土遺物は少ないが、遺存状態が良好なものが

みられた。陶磁器、土器、瓦が出土した。

　非掲載の陶磁器には、瀬戸美濃系陶器の掛け分

け釉が施されたせんじ形碗、堺明石系陶器の擂鉢

がみられた。また、鎬文をもつ香炉は、第21号

溝跡から出土した破片と接合した。推定廃絶時期

は18世紀中葉頃である。

　第575図 16・17に陶磁器を示した。16は肥前

系磁器の粗製皿で、内底面にはコンニャク印判に

よる五弁花文が染付される。

　17は口縁部を細かな輪花状になる肥前系磁器

の皿で、口縁部は型成形と思われる。外面に一重

の唐草文が染付されるが、内面の遺存範囲に染付

番号 種別 器種 法量 遺構 備考 図版

1 銅製品 針金 縦 7.4 横 5.6 厚さ 0.1 重さ 1.4 SK361

2 銅製品 針金 縦 6.9 横 3.5 厚さ 0.08 重さ 0.7 SK361

3 銅製品 針金 縦 5.4 横 2.6 厚さ 0.08 重さ 0.5 SK361

4 金製品 金糸 長さ 0.8 SK387 287-4

5 金製品 金糸 長さ 0.75 SK387 287-4

6 金製品 金糸 長さ 0.6 SK387 287-4

7 銅製品 不明 縦 3.7 横 4.6 厚さ 0.04 重さ 3.8 SK389 鍍金あり 一部欠失

8 銅製品 針金 縦 7.1 横 6.3 厚さ 0.1 重さ 2.3 SK390

9 銅製品 針金 縦 6.3 横 2.2 厚さ 0.1 重さ 1.5 SK390

10 銅製品 針金 縦 5.9 横 2.6 厚さ 0.1 重さ 0.5 SK390

11 銅製品 不明 長さ 9.1 幅 2.0 厚さ 0.08 重さ 10.4 SK421 穿孔あり 一部欠失

12 鉄製品 釘 長さ [6.6] 幅 0.3 厚さ 0.3 重さ 2.9 SK421 一部欠失

13 鉄製品 五徳 縦 3.3 横 [13.3] 厚さ 1.9 重さ 172.9 SK523 一部欠失

14 鉄製品 釘 長さ [3.0] 幅 0.45 厚さ 0.45 重さ 5.4 SK523 一部欠失

15 銅製品 銭貨 径 23.3 厚さ 1.1 重さ 2.1 SK361 寛永通寳 (新 )

16 銅製品 銭貨 径 23.1 厚さ 1.3 重さ 2.9 SK384 寛永通寳 (新 )

17 銅製品 銭貨 径 22.9 厚さ 1.2 重さ 2.6 SK388 寛永通寳 (新 )

18 銅製品 銭貨 径 21.8 厚さ 0.9 重さ 1.1 SK388 寛永通寳 (新 )

19 銅製品 銭貨 径 22.2 厚さ 1.3 重さ 2.2 SK388 寛永通寳 (新 )

20 銅製品 銭貨 径 23.3 厚さ 1.1 重さ 2.4 SK388 寛永通寳 (新古不明 )

21 銅製品 銭貨 径 23.2 厚さ 1.2 重さ 2.9 SK515 寛永通寳 (新 )

22 銅製品 銭貨 径 23.1 厚さ 1.2 重さ 1.9 SK520 寛永通寳 (新 )背不明

23 銅製品 銭貨 径 22.9 厚さ 1.3 重さ 2.9 SK520 寛永通寳 (新 )

24 銅製品 銭貨 径 28.3 厚さ 1.2 重さ 4.1 SK523 寛永通寳 (新 )11 波

第 194 表　土壙出土遺物観察表（３）（第 584 図）
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第 585 図　土壙出土遺物（12）

番号 種別 器種 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 遺構 備考 図版

1 石製品 砥石 4.3 3.9 0.8 24.0 流紋岩 SK385 砥面 6

2 石製品 砥石 [10.5] 5.8 2.1 204.8 粘板岩 SK390 裏 ･側面ノコギリ痕 裏面彫刻刀状工具痕 砥面 1 
線条痕あり

298-8

3 石製品 硯 長さ [9.8] 幅 6.3 器高 2.1 113.7 粘板岩 SK423 側面黒色白処理 中央擦り窪み 297-1

4 石製品 砥石 5.2 5.1 1.5 48.3 流紋岩 SK515 砥面 5

5 石製品 磨石 [4.3] 4.2 1.0 4.8 角閃石安山岩 SK515 多孔質 自然面遺存 使用面 1 溝状使用痕 295-4

6 石製品 砥石 12.8 3.7 1.7 87.2 凝灰岩 SK520 側 ･裏面櫛歯状工具痕 側 ･裏面削痕 砥面 4 295-1

7 石製品 砥石 [5.2] 4.0 0.7 22.4 流紋岩 SK520 側 ･裏面削痕 砥面 4 表面刃物痕多数

8 石製品 砥石 [7.9] [6.1] 1.5 52.3 粘板岩 SK520 側面ノコギリ痕 砥面 3 295-1

9 石製品 硯 長さ [13.7] 幅 6.2 器高 [1.6] 201.4 粘板岩 SK520 側面黒色処理 中央擦り窪み 裏面刻書 ｢小原内拵
物 ｣

290-8

10 石製品 砥石 [8.7] [4.5] 3.6 132.0 流紋岩 SK528 表 ･裏面ノコギリ痕 側面幅広工具痕 砥面 3 一部
被熱 (黒色化 )

第 195 表　土壙出土遺物観察表（４）（第 585 図）
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はみられない。

第 387 号土壙（第 568・575・580・584 図）

　Ｂ５－Ｉ６、Ｊ６グリッドに位置し、第20号

井戸跡・樹皮堆積層より新しい。平面形は楕円形

である。覆土は単層で、木片主体の腐植土であっ

た。

　出土遺物は少なく、陶磁器、瓦、木製品がみら

れた。陶磁器は18世紀中葉頃までのものが主体

である。第575図 18に図示した碗が最新期であ

る。推定廃絶時期は18世紀中～後葉である。

　第 575 図 18 ～ 21 に陶磁器、第 580 図 16 ～

19に木製品、第584図４～６に金属製品を示した。

　第575図18は肥前系磁器の朝顔形に開く碗で、

外面は青磁釉が施される。内面の口縁部に四方襷

文が染付される。『九州陶磁の編年』では、1750

～ 1780年代に位置付けられている（九州近世陶

磁学会2000）。

　19は肥前系磁器の油壺で、外面の丸文内に草

文が染付される。同様の文様をいくつか配するパ

ターンと考えられる。

　20は京都信楽系陶器の丸碗で、外面に緑色・

赤色の色絵で笹文が描かれる。釉薬は僅かに緑色

味を帯びる。

　21は瀬戸美濃系陶器の蓋で、壺甕類に伴うも

のだろうか。上面と比較して下面側の釉薬は薄く、

糸切痕を残す底面は拭き取られて露胎である。上

面がはっきりと被熱し、黒化している。

　第 580 図 16 ～ 18 までは木製品の箸である。

このうち、16・18は寸胴箸である。

　17は片口箸と思われるが、上部がやや細くな

っているため、両口箸かもしれない。

　19は箱の底板である。表面に黒漆が塗布され

る。

　第 584図４～６までは金糸である。螺旋状に

捩じれている。

第388号土壙（第568・575・580・584図）

　Ｂ５－Ｊ６グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形である。覆土は下層がシルト、上層は木片

主体の腐植土であった。

　出土遺物は少なく、陶磁器、土器、木製品、銭

貨がみられる。非掲載の陶磁器には、瀬戸美濃陶

器の腰錆碗、掛け分け釉のせんじ形碗がみられる。

推定廃絶時期は18世紀中葉頃である。

　第575図 22に陶磁器、第580図 20～ 22に木

製品、第584図 17～ 20に銭貨を示した。

　第575図 22は肥前系磁器の坏であるが、底部

周縁と高台を打ち欠いて、円盤状に加工している。

僅かに外面の染付が残る。

　第 580 図 20 は火打金の柄である。「芝神明

前」と思われる焼印がみられる。21 は木製品

の建築材である。長方形のホゾ孔がみられる。

22 は器種不詳の木製品で、赤漆と黒漆が塗布

されている。

　第 584 図 17 ～ 20 は寛永通寳である。

第 389 号土壙（第 568・575・581・584 図）

　Ｂ５－Ｊ６グリッドに位置する。平面形は

隅丸長方形である。

　覆土は木片が多量に含まれた腐植土が主体

で、間にシルトと砂の混合土が挟まれていた。

　出土遺物は少なく、木製品が主体である。陶

磁器、木製品、金属製品、石製品が出土した。

非掲載の陶磁器には、肥前系磁器の筒形碗や、

朝顔形に開口する外面青磁釉の碗がみられる。

　推定廃絶時期は 18 世紀後葉である。

　第 575 図 23 に陶器、第 581 図 23 ～ 26 に木

製品、第 584 図７に金属製品を示した。

　第575図 23は瀬戸美濃系陶器の灯火具で、受

部が大きく立ち上がる灯明皿である。口縁部は釉

が弱く拭き取られ、底面側も露胎とする。底部は

刳り底になる。露胎は被熱し、若干変色している。

　第581図 23は木製品の天秤棒である。

　24は箱の側板である。表面に赤漆、裏面と側

面に黒漆が塗布される。25は曲物の身である。

側板と底板を樹皮紐で繋ぎ留めている。底板に孔
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があるが、木釘で塞がれている。

　26は寸胴箸である。

　第 584 図７は器種不詳の銅製品である。極

めて薄い板状で、鍍金がみられる。

第390号土壙（第569・575・581・582・584・585図）

　Ｂ５－Ｊ６グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形である。

　覆土は木片主体のシルト層で、 木片、シルトブ

ロックが含まれていたほか、焼土ブロック、炭化

物が少量含まれていた。

　出土遺物は、木製品が主体である。中層では北

側に箍、南側に桶ないし樽の側板がまとまって出

土した。このほかに、陶磁器、金属製品、石製品

が出土したが、量は少ない。

　出土した陶磁器は、肥前系磁器の粗製碗・皿等、

18世紀中葉までのもので占められる。最新のも

のは、瀬戸美濃系陶器の柿釉灯明皿の破片１点で

ある。推定廃絶時期は18世紀中葉である。

　第575図 24～ 30は陶磁器・土器である。

　24は肥前系磁器の碗で、外面に梅樹文の染付

が施される。

　25は粗製の皿で、小形のものである。内面に

梅花繋ぎ文と五弁花文、高台内に圏線と崩れた渦

福文の染付が施される。弱く被熱し、煤が付着し

ている。

　26は瀬戸美濃系陶器の徳利で、五合半のもの

である。外面に灰釉が施釉され、外面の体部下位

には、ケズリによる粒子の動きが釉の下にみえる。

上位には条線がみられる。

　27・28は瓦質土器の火鉢で、輪高台状の脚を

有すものである。

　27は脚部破片である。やや酸化炎焼成で、胎

土に角閃石と軽石粒が含まれる在地系である。砂

目底で、底部周囲に回転ナデを施す。内底面は平

滑にナデ、周囲を幅の広い回転ナデが施される。

脚部に焼成前穿孔が施されるが、貫通していない。

　28は口縁部から体部にかけての破片である。

やや酸化炎焼成で、胎土に角閃石が含まれる。外

面の沈線直下は、ケズリ後に弱くなで消される。

沈線の直上は無調整に近く、弱い指圧痕が部分的

にみられる。外面の口縁部付近は、窪みが１周廻

り、その部分は黒色化している。

　29は瓦質土器の火消壺である。胎土に角閃石

が極めて多く含まれる在地系である。円形の把手

が付くが、欠損し、痕跡のみ残る。内外面はナデ

調整で、内面に指圧痕が残る。内面に使用痕と考

えられる煤が付着する。

　30は土師質土器の焙烙である。胎土が粉質で、

細粒の雲母が多く含まれる江戸在地系である。砂

目底で、外面の体部はケズリ後にナデ調整が施さ

れていると思われる。内面は筋状のヨコナデが認

められる。

　第581・582図 27～ 40は木製品である。

　このうち、27～ 29までは腰丸椀である。いず

れも、厚手である。

27は内外面に黒漆が塗布され、底部中央に二次

穿孔が認められる。

　28は内面に赤漆、外面から口唇部にかけて黒

漆が塗布される。被熱痕が認められる。29は内

面に赤漆、外面に黒漆が塗布される。

　30は漆椀の蓋である。内面に赤漆、外面に黒

漆が塗布され、外面の３箇所に金で紋を配し、つ

まみ内も金で文様が描かれる。

　31は漆皿である。ベタ底で、浅いものである。

内面に段が廻り、段で区画された内側に赤漆が塗

布される。内面には、金で文様が描かれる。

　金は部分的に僅かに遺存するのみで、文様の全

体像は不詳である。区画された範囲の全面に配さ

れていたと考えられ、挿図ではその範囲をトーン

掛けで示した。

　32は器種不詳である。赤漆と焼印がみられる。

33～ 36は寸胴箸である。37は刷毛で、赤漆が

付着している。38は陰卯下駄である。39は木札で、

墨書がみられる。
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　40は器種不詳のもので、いわゆる「マンボウ

形木製品」である。絵画資料との対比から、破魔

弓飾りの部材の可能性が指摘されている（越村

2013）。

　第584図８～10までは銅製品の針金である。

　第 585図２は、灰白色で硬質な粘板岩製の砥

石である。角は面取りされており、左右側面と裏

面に密なノコギリ状工具痕が残る。

　裏面には、刃幅５㎜の彫刻刀状工具による二次

加工が施される。表、裏、左右側面に線条痕がみ

られる。明確に砥面と判断される面は、表面のみ

である。

第421号土壙（第570・576・582・584図）

　Ｂ５－Ｊ６グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形である。覆土の下層は、木片主体の腐植土

で、砂が含まれていた。上層は木片が多量に含ま

れたシルトであった。

　出土遺物少なく、非掲載遺物には瀬戸美濃系陶

器のせんじ碗がみられる。推定廃絶時期は18世

紀中葉であろう。

　第576図 31に土器、第582図 41～ 44に木製

品、第584図 11・12に金属製品を示した。

　第576図 31はかわらけ小皿である。底部は左

回転の糸切痕を残す。特徴的な腰折れ痕をもつの

で、江戸在地系土器とみられる。色調はややくす

んでいて、にぶい黄橙色である。胎土には細かい

雲母粒が多く含まれる。

　第582図 41は箱を構成する側板である。焼印

「大 /坂 /[　]」「九 [　]」とみえる。42は独楽

である。上部は削痕が明瞭に残される。43は露

卯下駄である。44は器種不詳である。

　第584図 11は器種不詳の銅製品で、薄い帯状

である。孔が複数みられる。12は鉄釘である。

第 457・458 号土壙（第 571・576・582 図）

　Ｂ５－Ｊ７グリッドに位置し、第 361号土壙

より古い。第457・458号土壙は重複していたが、

新旧関係は不詳である。平面形は、第 457号土

壙が隅丸長方形、第458号土壙が円形である。

　第457号土壙の覆土は、木片主体の腐植土で、

砂とシルトブロックを含んでいた。

　第 458号土壙の下層も、同じく木片主体の腐

植土だが、ほかに混入物はなかった。上層は、木

片が全体的に含まれ、砂が層状に入るシルトであ

った。

　両者ともに遺物の出土が少なく、第 457号土

壙は陶器、土器片のみであった。また、第 458

号土壙は陶磁器、土器、木製品が出土した。

　第 457号土壙の最新の陶磁器は、瀬戸美濃系

陶器の灯明皿、第 458号土壙は瀬戸美濃系陶器

の腰錆碗である。

　推定廃絶時期は、ともに 18世紀中葉頃だが、

第457号土壙がやや新しい可能性がある。

　第576図 33～ 38に陶磁器、第582図 47に木

製品を示した。

　第576図 33は第 457号土壙から出土した土師

質土器の焙烙で、底部破片を打ち欠いて円盤状に

再加工したものである。

　34～ 38は第 458号土壙から出土したもので、

34は肥前系磁器の丸碗である。高台は低く、断

面がシャープな「Ｕ」字状である。外面に染付が

施される。

　35は肥前系磁器の御神酒徳利で、鶴首形のも

のである。外面に染付が施される。

　36は京都信楽系陶器の半球形碗である。透明

釉が施釉され、外面に緑色で上絵付が施される。

　37は堺明石系陶器の擂鉢である。内面に墨書

が認められるが、不鮮明で判読できない。

　38は肥前系磁器の碗で、底部周囲を打ち欠

いて円盤状に再加工したものである。高台内に染

付がみられる。

　第582図 47は漆椀で、高台が極めて高く、分

厚いものである。内面に赤漆、外面に黒漆が塗布
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される。外面には、赤漆で草花文様が描かれる。

第513号土壙（第571・576・582・583図）

　Ｂ５－Ｊ５グリッドに位置し、第13号井戸跡

より古い。第 528号土壙と重複する。平面形は

長方形気味の不整形で、東側が丸みを持ちながら

突出していた。

　深い土壙で、覆土の第１・６層は砂層、その間

にはシルトが厚く堆積していた。中層の第４・５

層には炭化物、木片が含まれ、第４層は炭化物が

主体であった。また、最下層の第６層からは木片

が多量に出土した。

　出土した遺物は少なく、陶磁器、土器、木製品

がみられた。自然遺物では、マツ属、スモモ、モ

モの種実が出土した。

　陶磁器は、18世紀中葉までのもので占められ

る。非掲載遺物であるが、瀬戸美濃系陶器のせん

じ碗が最新である。推定廃絶時期は18世紀中葉

である。

　第 576 図 39 ～ 45 に陶磁器・土器、第 582・

583図 48～ 50に木製品を示した。

　第576図 39は肥前系磁器の皿である。内面に

蛇の目状釉剥ぎが施されるもので、梅花繋ぎ文の

染付がみられる。内底面に五弁花文の染付の一部

が残る。

　40は京都信楽系陶器の半球形碗である。内外

面が施釉され、外面に赤色と緑色で笹文の上絵付

が施される。弱く被熱している。

　41は瀬戸美濃系陶器の摺絵皿である。内面に

灰釉が施釉され、半菊花文と流水文の摺絵が施さ

れる。外面の体部と高台内は回転ケズリが施され、

高台と高台内の周囲を回転ナデで仕上げる。

　42は瀬戸美濃系陶器の香炉である。外面に灰

釉が施釉され、明瞭な摺絵が施される。底部は回

転ケズリが施され、板状の脚が３箇所に貼り付け

られている。

　43は瀬戸美濃系陶器の瓶類である。内外面に

鉄釉が施釉される。

　44はかわらけ小皿である。胎土が粉質で、細

粒の雲母を含む江戸在地系のものである。底部に

不鮮明ながら、左回転の糸切痕が残る。

　45は瀬戸美濃系陶器の擂鉢の体部破片で、円

盤状に再加工される。内外面に鉄釉が施釉され、

打ち欠かれた欠失部は摩耗し、丸くなっている。

　第582図 48は漆椀である。腰が丸く張り、体

部は垂直に立ち上がるものである。内外面に赤漆

が塗布される。

　49は木製品の位牌台である。一部に黒漆が残

る。中央に長方形の貫通孔がみられる。

　第583図 50は木製品の鞘である。片面のみ残

る。表面には黒漆が塗布される。

第515号土壙（第572・583・584・585図）

　Ｂ５－Ｉ５・６、Ｊ５・６グリッドに位置し、

重複する第21号溝跡より古い。平面形は隅丸長

方形である。

　覆土の下層は粘質土で、上層は砂である。遺物

は粘質土（第２・３層の境）から集中して出土した。

　遺物は、竹、板、櫛、下駄等の木製品が主体で

ある。特に、竹は目立って出土しており、樹皮堆

積層（第 586～ 601図）にみられた竹と関連性

があるかもしれない。

　このほかに、陶磁器、土器、土製品、金属製品、

石製品、漆喰が出土したが、量は極めて少ない。

　陶磁器は、18世紀中葉までのもので占められ

るが、肥前系磁器碗の小破片に焼継痕が認められ

るものがある。混入であるか判断し難い。

　推定廃絶時期は18世紀中～後半である。

　第583図 51～ 53に木製品、第584図 21に銭

貨、第585図４・５に石製品を示した。

　第583図 51は漆皿である。扁平で器壁が薄い

もので、内面に段を有す。内外面に黒漆が塗布さ

れ、内底面に赤漆で文様が描かれる。

　52は櫛で、全面に赤漆が塗布される。53は露

卯下駄で、後歯に鉄釘が残る。

　第584図 21は寛永通寳である。
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　第 585図４は白色の流紋岩製砥石で、使い込

まれている。砥面は５面である。

　５は多孔質の角閃石安山岩転石を素材とした磨

石で、片面は全面に自然面が残る。使用面は中央

が浅く窪んでおり、右端に細い溝状の使用痕が認

められる。

第520号土壙（第572・577・578・583～ 585図）

　Ｂ５－Ｊ７グリッドに位置する。平面形は不整

隅丸長方形である。北西部に半円形のテラス状の

段がみられた。

　覆土の下層は、木片を主体とした腐植土で、上

層は炭化物や少量の木片、陶磁器を含んだ青灰色

土であった。

　遺物は、陶磁器、土器、瓦、土製品、木製品、

銭貨、石製品が少量出土した。

　推定廃絶時期は18世紀前葉だが、18世紀初頭

まで時期が遡る可能性もある。なお、栗橋宿跡で

は18世紀前葉に比定される遺構の検出例が非常

に少なく、陶磁器の様相が明確なものは本陣跡第

1056号土壙、第８地点第473・497号土壙等に限

られる（埼埋文2020b、2022a）。

　第 577図 47～ 61に陶磁器・土器、第 578図

68に瓦、第 583図 56～ 58に木製品、第 584図

22・23に銭貨、第585図６～９に石製品を示した。

　第577図 47・48は肥前系磁器の碗で、いずれ

も体部は薄手である。47は口縁部に雨降り文が

染付される。高台は薄くシャープに作られる。48

は外面にコンニャク印判で花文が染付される。高

台は薄く、低い。いずれも18世紀前葉の所産で

ある。

　49は肥前系磁器の徳利で、牡丹唐草文が染付

される。第361・458号土壙出土の破片と接合した。

第458号土壙出土の個体（第76図 35）と同一個

体かもしれない。

　50は瀬戸美濃系陶器の丸碗で、やや緑色味の

強い灰釉には、貫入が目立つ。第 519号土壙出

土の破片と接合した。

　51は瀬戸美濃系陶器の鉢で、体部が大きく開

きながら立ち上がるものである。第273・302号

土壙出土の破片と接合した。

　52は瀬戸美濃系陶器の花生と考えられる。頸

部の括れる部分の破片で、渦巻き状の把手が付く。

第402号土壙出土の破片と接合した。

　53は瀬戸美濃系陶器の片口鉢と考えられる。

口縁部に受け口状になるものである。いわゆる、

尾呂釉が施釉される。

　54は透明釉が施釉される灯火具で、内面に突

起の剥離痕がある。上方に向かって舌が付くタイ

プの秉燭とみられる。胎土は江戸在地系土器とは

異なっていて、やや暗色味を帯びる。同タイプの

灯火具は、栗橋宿跡第８地点の第 497号土壙で

出土しており（埼埋文2022a）、遺構の時期は18

世紀初頭とされる。

　55は土師質土器の瓦燈で、同一個体の破片と

考えられる。外面はヘラミガキ後に黒色処理が施

され、銀彩の状態にしている。内面下位はヘラナ

デ整形、上位は指圧痕を顕著に残す。胎土は粉っ

ぽく、江戸在地系土器と考えられる

　56・57はかわらけ小皿の底部で、いずれも墨

書が認められる。このうち57は周囲が二次的に

研磨されており、円盤状に加工されている。

　58～ 61は陶器・土器を円盤状製品に再加工し

たものである。すべて、底部を打ち欠いている。

　58・59は瀬戸美濃系陶器の摺絵皿である。60

は瀬戸美濃系陶器の片口鉢とみられる。61は瓦

質土器の火鉢で、底部破片である。２点の円盤状

製品が接合している。

　第578図 68は平瓦で、円盤状製品に再加工し

たものである。打ち欠きを行った後に、部分的に

欠損部が研磨されている。

　第583図 56は漆椀の蓋で、一文字腰椀に伴う

ものである。つまみ内は薄手で、肩部はやや丸み

を持ちながら角張る。内外面に黒漆が塗布される。

　57は木刀の鍔である。58は鋤で、焼印が認め
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られる。被熱により、炭化している。

　第584図 22・23は寛永通寳である。22は背文

字がみえるが、判読できない。

　第 585図６～８は砥石である。６は凝灰岩製

のもので、右側面と裏面に櫛歯状工具痕が僅かに

残る。砥面は４面である。

　７は流紋岩製のもので、右側面と裏面に工具に

よる削痕がみられる。表面には刃物傷が多数みら

れる。砥面は４面である。

　８は粘板岩製のもので、角に面取りがみられる。

右側面と角に、密なノコギリ状工具痕が認められ

である。砥面は３面で、表面は大部分が欠損する

が、僅かに使用痕が残る。

　９は粘板岩製の硯である。角は面取り状で、摩

耗している。側面には黒色処理が施される。内面

は擦り窪みがみられ、裏面は摩耗する。裏面に

逆位で、刻書「小原内拵物」とみえる。『広辞苑』

を引くと、「拵物」は「本物をまねて製作したもの」、

「嫁入り道具」の二つの意味を持つ。「小原家の嫁

入り道具」を意味するものであろうか。

第521号土壙（第572・583図）

　Ｂ５－Ｉ４グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形で、東部がやや丸く張り出している。

　覆土は炭化物を含んだ粘土で、上層は少量の砂

が含まれていた。第 522号土壙の覆土の状況と

類似していた。

　出土遺物は極めて少なく、木製品５点の他には、

陶器の細片が出土したのみであった。廃絶時期は

不明である。

　第 583図 59は漆椀である。厚手の腰丸椀で、

体部は直線気味に開く。内外面に赤漆、口唇部に

黒漆が塗布される。高台内に金で文様が描かれる。

第522号土壙（第572・577図）

　Ｂ５－Ｉ４グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形である。覆土は炭化物と砂が含まれた粘土

で、下層は灰色粘土ブロックが少量含まれていた。

第521号土壙の覆土と類似していた。

　出土遺物は図示した碗（第577図 62）と非掲

載の木製品１点のみであった。廃絶時期は18世

紀前半～中葉であろうか。

　第577図 62は肥前系磁器の粗製碗で、やや大

振りである。外面に雪輪草花文が染付される。

第523号土壙（第573・578・584図）

　Ｂ５－Ｊ７・８グリッドに位置する。平面形は

隅丸長方形である。

　覆土は粘土と砂の互層で、第４層の粘土層と、

第５層の酸化鉄分が多くみられる砂は、北側を中

心に堆積していた。洪水に由来するものであろう。

　遺物の出土は極めて少なく、陶磁器、瓦、金属

製品、木製品が認められた。自然遺物では、モモ

の種子が１点出土した。また、図示しなかったが、

底面には大形礫が３点以上みられた。

　陶磁器は、図示した２点のみであった。いずれ

も17世紀後半までの所産だが、寛永通寳の四文

銭（11波）が１点出土している。明和六年（1769）

初鋳である。銭貨は確認面付近で出土したもので

ある。したがって、18世紀後葉以前の土壙と位

置付られる

　第 578 図 63・64 に陶磁器、第 584 図 13・14

に鉄製品、第584図 24に銭貨を示した。

　第578図 63は肥前系磁器の碗で、外面に荒磯

文が染付されるものと思われ、1650～ 1680年代

に比定される(九州近世陶磁学会2000)。栗橋宿

跡ではあまり出土しないものである。64は丹波

系陶器の擂鉢で、17世紀の所産である。

　第584図 13は、鉄製品の五徳である。

　第584図 24は、遺構検出面付近から出土した

寛永通寳である。

第529号土壙（第573・578図）

　Ｂ５－Ｊ５グリッドに位置する。平面形が長楕

円形の土壙で、溝状である。底面は階段状で、南

へ向かって深くなっていた。

　覆土の色調に差はなく、含有物で２層に分かれ

る。下層は粘土が主体で、木片が多量に含まれる。



− 798 −

　出土遺物は極めて少なく、図示した磁器、土器

のみであった。時期の絞り込みは難しいが、廃絶

時期は18世紀前半頃であろうか。

　第578図 65・66に出土遺物を示した。65は肥

前系磁器の丸碗で、粗製の碗である。外面にコン

ニャク印判で菊文が染付される。

　66は瓦質土器の竈で、内面にはヘラナデ痕、

外面にはケズリが施される。全体に煤が付着する。

底部中心は赤く変色し、使用によるものと推定さ

れる。胎土には角閃石が多く含まれる。

（５）樹皮堆積層

　調査区北部の第三面は、西に向かって地形が傾

斜していることが、トレンチ調査で確認された

（第587図参照）。この地形を平坦に整地した層が、

調査区北部Ｂ５－Ｉ４・５、Ｊ４・５グリッド（以

下、大グリッド省略）で検出された。調査区北部

の第三面の遺構は、この整地層上で検出された。

　また、整地層の直下には洪水層がみられ、規則

的に並び、重なった板状の樹皮と、付随する竹が

Ｉ４～Ｉ７、Ｊ５～Ｊ７グリッドにまたがって検

出された。その下では、洪水で形成されたと考え

られる幅広で不整形な溝跡（第 24・26号溝跡）

が検出された（第472図）。

　第 586図～ 601図に樹皮・竹・遺物の検出状

況を示した。第586図には全体図、第587～ 589

図に土層断面図、第 590～ 593図に分割図、第

594～ 598図に遺物出土状況、第599～ 601図に

樹皮・竹の微細図を堆積順に示した。なお、自然

堆積層・整地層の記録をとったものであるため、

土層断面図の下場はいずれも破線で示した。

　以下に、検出された整地層と樹皮堆積層につい

て記す。

整地層（第586～ 588図）

　Ｉ４・５、Ｊ４・５グリッドの範囲で検出された。

位置は、土地造成に伴って形成されたとみられる

遺物包含層１・２（第一・二面の項で報告）の下

位で、第三面より古い時期にも土地造成が行われ

ていたと考えられる。

　整地層は西側の土層断面Ａ、Ｃ、Ｎに認められ

た（第586～ 588図）。土層は、しまりが強い粘

土層を主体とするが、断面Ａの第１層、断面Ｎの

第１層には、砂が多く含まれていた。窪地に堆積

した洪水層の上を造成しており、断面Ｃでは、窪

地の立ち上がりが認められた。

　明確に整地層から出土した遺物は認められない

が、本層上に第 536号土壙等が構築されている

ことから、18世紀中葉頃の整地層であろう。

樹皮堆積層（第586～ 604図）

　Ｉ４～７、Ｊ５～７グリッドにかけて、整地層

の下にみられた洪水層中から、規則的に配された

板状の樹皮と竹が出土した。樹皮はスギと思われ

る。樹皮の検出標高は、8.50～ 8.60ｍ前後であ

った。

　Ｉ５・６グリッド間の空白地帯は、後世の削平

によるものである。またＩ６・７グリッドでも、

部分的に検出されなかった箇所が認められた。断

面Ｆをみると、洪水砂と思われる粗粒砂が厚く堆

積しており、人為的な削平等ではないようである。

　東部のＩ６・７グリッドでは広い範囲で検出さ

れたが、樹皮の重なりが不鮮明であった。一方で、

Ｉ５グリッドで検出されたものは、範囲は狭いが

樹皮の重なりが鮮明で、良好な状態であった。

　検出された樹皮と竹は、竹の骨組みに樹皮を貼

り付けるように組み合わせたものである。また、

東部を中心に、竹が打ち込まれるように垂直に突

き刺さっている様子がみられた。竹の一部は日光

道中に直交するように直線状に並ぶようにみえ

る。打ち込まれた竹の一部は、断面の記録をとっ

た（第589図）。遺存する竹の長さは、最大約84

㎝であった。

　樹皮や竹の遺存状態の良かった地点の微細図を

第599～ 601図に示した。以下、地点別に述べる。

Ｂ５－Ｉ５グリッド西（第599図）

　遺存状態の良好な板状の樹皮が幾重にも重なっ
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第 586 図　樹皮堆積層（１）
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第 587 図　樹皮堆積層（２）
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て検出された。樹皮は短いもので78㎝程度、長

いもので126㎝程度の長さであった。

　竹は原位置を保っていないものが多かった。し

かし最下層では、組まれた状態がおおむね保たれ

て検出された。東西に横たわる２本の竹の間隔は

約60㎝、南北部に複数本が横たわる竹の間隔は

約54㎝である。

Ｂ５－Ｉ５グリッド東（第600図）

　西側と同じく、遺存状態は良好であった。南

北に横たわる竹は、長いもので156㎝であった。

間隔は原位置が保たれていないため、把握し得な

かった。東西部に横たわる竹の長さは、長いもの

で144㎝であった。竹の間隔は広いところで66

㎝、狭いところで18㎝であった。

Ｂ５－Ｉ６グリッド西 (第 601図 )

　Ｂ５－Ｉ６グリッド内では、竹の骨組みが、ほ

ぼ原形を保って検出された。

　樹皮板の下に、竹材が東西に並行に配され、２

本の竹の間隔は約50㎝であった。それに対して

直角に、１本の竹が南北に組まれていた。東側の

ずれた位置にみえる短い竹も、同じように組まれ

ていたと考えられる。両者の間隔は、約60㎝で

あった。その竹を挟むように、樹皮板の一部分が

検出された。

　広範囲にわたって検出された樹皮と竹は、洪水

砂とともに堆積していた。また、断面をみると、

北から南へ押し出されるように波打って堆積して

いる様子がみられた。このことから、洪水によっ

第 588 図　樹皮堆積層（３）
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て押し流された構造物であると捉えられる。

　検出状態を見ると、竹を十字に組んだ骨組みの

間に挟み込むように、板状の樹皮が張り重ねられ

ていた。また、竹は地面に突き刺さるものが多く

検出された。打ち込まれたものと思われ、板状の

樹皮、竹の骨組みとは、一連の構造物と考えられ

る。

　一見すると、家屋の屋根のようにもみえるが、

このほかに、梁や柱、敷居等、家屋に関わるよう

なものは検出されなかった。

　このような構造物の検出例は、管見の限りでは

見当たらない。樹皮板と竹は、検出状況から推し

て、塀の一種であると現状では考えておきたい。

樹皮堆積層出土遺物（第602～ 604図）

　遺物は、磁器550g、陶器1655ｇ、土器1401ｇ、

瓦 1289ｇ、石製品2037.9ｇ、木製品35点と銭

貨２枚が出土した。自然遺物では種実類が出土し

ており、モモ１個体、マツ２個体、オニグルミ１

個体がみられた。

　陶磁器は、18世紀中葉までのもので占められ

第 589 図　樹皮堆積層（４）
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るが、図示した京都信楽系陶器の小杉碗（第602

図７）が最新期である。

　小杉碗は、東京大学構内遺跡では東大編年Ⅶ

～Ⅷ a期（西暦 1780～ 1810 年代）に出土量が

最も多くなるが、Ｖa期（1720年代）から出土

が確認されている（東京大学埋蔵文化財調査室

2011）。栗橋宿跡でも、同じく、18世紀後葉～

19世紀初頭頃に出土量のピークを迎える。しか

し、稀に18世紀中葉の遺構にもみられる。

　池田悦夫は江戸遺跡出土の杉形茶碗（小杉碗）

を分類し、編年を提示している。

　第 602図７の碗は施文部が欠失しているが、

池田の法量による分類にあてると、京－③－Ⅳ～

Ⅵに相当すると考えられる。18世紀後葉～19世

紀初頭に比定されるものであるが、このうち京－

③－Ⅳは、天明六年（1786）以前の 18世紀中・

後葉まで遡るとされる（池田2018）。

　出土陶磁器の年代観と整地層上に構築された遺

構との新旧関係から、洪水層は18世紀中葉頃と

考えられる。出土した小杉碗は後出的な要素を持

第 590 図　樹皮堆積層（５）
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第 591 図　樹皮堆積層（６）
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第 592 図　樹皮堆積層（７）
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第 593 図　樹皮堆積層（８）
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第 594 図　樹皮堆積層遺物出土状況（１）
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第 595 図　樹皮堆積層遺物出土状況（２）
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第 596 図　樹皮堆積層遺物出土状況（３）



− 810 −

第 597 図　樹皮堆積層遺物出土状況（４）
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つものだが、第三面遺構との関係から、少なくと

18世紀第Ⅲ四半期が下限となろう。

　直近では、宝暦七年（1757）正月と寛保二年

（1742）八月に大規模な洪水が発生している。い

ずれかに該当すると思われるが、絞り込みが難し

い。なお、洪水層の最下層では、流路跡と思われ

る不整形で大型の溝跡（第472・473図）が検出

された。

　第 602～ 604図に出土遺物を示した。多くは

下層から出土した。

　第602図１～12は、陶磁器・土器である。

　１・２は肥前系磁器の粗製碗である。１は外面

に二重網目文、内面に菊花文の染付が施される。

２は雪輪草花文の染付が施される。３は肥前系磁

器の坏で、厚手、粗製のものである。外面の２箇

所に染付される。

　４は肥前系陶器の呉器手碗である。内外面に施

釉され、細かい貫入が入る。外面の高台付け根の

第 598 図　樹皮堆積層遺物出土状況（５）
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第 599 図　樹皮堆積状況（１）
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第 600 図　樹皮堆積状況（２）
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釉が僅かに青く発色する。

　５は瀬戸美濃系陶器のせんじ碗である。腰部の

屈曲が強く、突出する。灰釉が施釉され、内面に

大きく貫入が入る。外面に鉄絵と呉須絵の梅樹文

が施される。

　６は瀬戸美濃系陶器の腰錆碗である。体部は丸

みが強く、筒状に立ち上がるものである。外面上

位から内面にかけて灰釉が施釉され、外面下位に

は黄色味のある薄い鉄釉が施釉される。灰釉には

大きく貫入が入る。畳付を除く全面に施釉される。

釉を掛け分けた境界の一部が露胎となる。

　７は京都信楽系陶器の小杉碗である。一括遺物

であり、出土層位・位置は押さえられなかった。

体部下位に若干の丸みがみられ、やや濁りのある

白っぽい釉が施釉される。胎土はやや磁質で、光

沢がみられる。

　８は瀬戸美濃系陶器の擂鉢である。底部に回転

糸切痕が残され、体部外面は回転ケズリが施され

る。鉄釉が施釉されるが、光沢がなく薄い。内面

には、使用痕と考えられる擂目の摩滅がみられる。

　９は常滑焼の甕の底部破片で、内面は摩耗して

いる。14～ 15世紀の所産である。

　10は瓦質土器の瓦燈で、身の中央にある灯芯

部から底部にかけての破片である。燻されており、

灰色を帯びる。欠失部が部分的に摩耗するが、二

次利用かは判断し難い。胎土に角閃石が含まれる。

　11・12は陶磁器片を打ち欠いて、円盤状に再

加工したものである。11は肥前系磁器の碗で、

高台周囲を丁寧に打ち欠いている。12は瀬戸美

濃系陶器の擂鉢で、体部の破片を使用している。

　第603図 13～ 20は木製品である。

　このうち、13・14は漆椀の蓋である。13は扁

平なものである。内外面に赤漆が塗布される。つ

まみ内には二次穿孔が認められる。

　14は肩がやや張る器高が高いものである。つ

まみ内は薄手である。内外面に黒漆が塗布され、

外面に金で菊花状の文様が描かれる。

　15は櫛で、歯の間隔は広い。16～ 18は寸胴

箸で、長さ21cm前後のものである。19は連歯下

駄である。

　20は器種不詳のものである。両端に継手状の

加工がみられる。角の部分に断面が角形の細い溝

が施される。何らかの部材とみられる。

　第603図 21～ 27は金属製品である。

　21～ 24 は銅製品で、21・22 は煙管である。

21は雁首、22は吸口で、同一製品と思われる。

　23は匙である。24は器種不詳の銅製品である。

25は鉄釘である。26・27は寛永通寳である。

　第 604図 28～ 31は石製品である。28は、細

粒で硬質な砂岩製の砥石である。１面を除いて全

第 601 図　樹皮堆積状況（３）
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第 602 図　樹皮堆積層出土遺物（１）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 磁器 碗 9.5 4.9 3.8 － 95 良好 白 肥前系 内外面施釉 ･染付 下層 237-3

2 磁器 碗 10.0 5.5 4.2 － 65 普通 白 肥前系 内外面施釉 外面染付 下層 237-4

3 磁器 坏 6.6 4.1 3.0 － 100 普通 白 肥前系 内外面施釉 外面染付 下層 237-5

4 陶器 碗 － ［4.4］ 4.7 K 20 普通 灰白 肥前系 内外面施釉 (呉器手碗 ) 下層

5 陶器 碗 (9.5) ［4.3］ － I 15 普通 灰白 瀬戸美濃系 内外面灰釉 外面鉄 ･呉須絵 ( せんじ碗 )

6 陶器 碗 9.5 6.0 4.5 K 75 普通 灰白
瀬戸美濃系 内外面灰釉 外面鉄釉掛け分け (腰錆碗 ) 
下層

237-6

7 陶器 碗 (10.0)［4.8］ － K 10 普通 灰白 京都信楽系 胎土磁質 内外面施釉 (小杉碗 ) 一括

8 陶器 擂鉢 － ［6.4］(14.6) EIK 10 普通 灰白 瀬戸美濃系 底部糸切痕 内面擂目 (摩滅 ) 内外面鉄釉 
外面下位 ･底部釉拭き取り 下層

237-7

9 陶器 甕 － [3.5] － HIK 5 普通 赤褐 常滑 外面指頭痕 内面摩耗 14 ～ 15C 一括 237-8

10 瓦質土器 瓦燈 － ［5.5］ － ACHIK 5 普通 灰黄 燻す 身の燭台部 下層

11 磁器 碗 － ［1.4］ 3.2 － 10 普通 白 肥前系 内外面施釉 二次敲打 (底部円盤状製品転用 ) 
重さ 19.5g 下層

239-1

12 陶器 擂鉢 長さ 4.4 幅 4.5 厚さ 0.7 － 5 普通 灰黄
瀬戸美濃系 二次敲打 (体部円盤状製品転用 ) 重さ
20.0g 下層

239-1

第 196 表　樹皮堆積層出土遺物観察表（１）（第 602 図）
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第 603 図　樹皮堆積層出土遺物（２）
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第 604 図　樹皮堆積層出土遺物（３）

番号 種別 器種 長さ 幅 厚さ 口径 /径 高さ 底径 木取り 備考 図版

13 木製品 漆椀蓋 － つまみ径 (4.9) 10.2 1.6 － 横木取り 内外面赤漆 つまみ内二次穿孔 278-7

14 木製品 漆椀蓋 － つまみ径 (5.0) － [2.6] － 横木取り 内外面黒漆 外面文様 (金 ) 278-8

15 木製品 櫛 [5.6] 3.2 0.7 － － － 板目 278-6

16 木製品 箸 21.3 0.7 0.6 － － － 削出

17 木製品 箸 21.1 0.6 0.5 － － － 削出

18 木製品 箸 20.5 0.6 0.6 － － － 削出

19 木製品 下駄 22.6 7.6 － － 4.4 － 板目 連歯下駄 孔 3

20 木製品 不明 28.1 3.2 2.9 － － － 板目 釘孔 右側面に溝 278-9

21 銅製品 煙管 長さ 4.2 火皿径 1.6 × 1.7 小口径 1.3 × 1.2 重さ
8.8

雁首 下層 286-1

22 銅製品 煙管 長さ 4.8 小口径 1.1 × 1.0 厚さ 13.9 吸口

23 銅製品 匙 長さ 15.8 幅 3.7 厚さ 0.04 重さ 9.2 下層 287-3

24 銅製品 不明 縦 1.2 横 2.9 厚さ 0.1 重さ 11.0 下層

25 鉄製品 鉄釘 長さ 4.0 幅 0.9 厚さ 0.4 重さ 10.2 一部欠失 下層 

26 銅製品 銭貨 径 21.4 厚さ 1.1 重さ 2.1 寛永通寳 (新 ) 下層 

27 銅製品 銭貨 径 23.6 厚さ 1.0 重さ 2.6 寛永通寳 (新 ) 下層 

28 石製品 砥石 長さ [5.0] 幅 [3.3] 厚さ [3.6] 重さ 88.5 砂岩 砥面 1 表面刃物痕多数 被熱 (黒色化 ) 一括

29 石製品 硯 長さ [21.2] 幅 [10.6] 厚さ 2.4 重さ 789.2 緑泥片岩 表面工具痕 使用部分に摩耗 (窪み内の陸
部分 ) 表面黒化 下層

297-1

30 石製品 板碑 長さ [27.0] 幅 [10.6] 厚さ 2.4 重さ 829.2 緑泥片岩 蓮座 ･種子 (キリーク )･ 枠線 破損後二次
加工 煤付着 下層

291-1

31 石製品 板碑 長さ [16.4] 幅 [6.5] 厚さ 1.9 重さ 331.0 緑泥片岩 裏面に押し削り状工具痕 ･二次的な工具痕
(傷 ) 下層

291-2

第 197 表　樹皮堆積層出土遺物観察表（２）（第 603・604 図）
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面が欠損する。砥面には刃物傷が認められる。被

熱により、黒色化している。

　29は緑泥片岩製の硯である。緑泥片岩を用い

た硯は、栗橋宿跡では稀である。周囲の欠損は著

しい。内面の海の部分を中心に、突き状の工具痕

が残る。裏面は、平ノミ状工具をクサビのように

打ち込んで、剥離面を形成している。板碑にみら

れる技法だが、板碑を転用したものとしては、石

材の質が粗く、疑問が生じる。転用品ではなく、

当初より硯に加工するものとして、原材を入手し

たと思われる。表面の窪み（陸）には、使用痕と

考えられる摩耗がみられる。表面は黒化している。

　30は、14世紀の板碑に加工を施したものであ

る。緑泥片岩製で、磁鉄鉱を多く含む。破損後に

右側面に二次加工を施している。表面には枠線と

蓮座、種子（キリーク）が僅かに残る。裏面には、

板碑として成形した際の平ノミ状工具痕（押し削

り痕）が認められる。煤が付着している。

　31は板碑である。外周はすべて欠損している。

裏面に工具痕（押し削り痕）がみられ、右側を中

心に二次的な工具傷が認められる。表面は、板碑

としての痕跡がみられないため、後世に剥離して

いる可能性がある。

（６）ピット

　ピットは５基検出された。いずれも単独で、建

物を想定するような配置はみられなかった。いず

れも小さいもので、打ち込み杭の痕跡を検出した

可能性もある。

第 605 図　ピット

グリッド 番号 区画 長軸 短軸 深さ 備考

B5-I7

1 1･2 0.11 0.10 0.08 

2 1･2 0.39 0.29 0.07 

3 1･2 0.20 0.17 0.10 

4 1･2 0.30 0.25 0.13 

5 1･2 0.26 0.22 0.06 

第 198 表　第三面ピット一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ｍ
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陶磁器・土器・瓦・石製品の文字資料

　栗橋宿西本陣跡の調査では、陶磁器、瓦、木製

品、石製品等に文字が墨書、刻書、刻印されたも

のが認められた。

　このうち、陶磁器・土器には、染付文字、刻印、

ヘラ書き、焼継印、墨書、釘書きがみられた。し

かし、文意がとり難いものが多かったため、各遺

物の実測図・写真図版に示し、判読可能であった

ものについては観察表中に示した。

　陶磁器の焼継印は、漢数字や片仮名、あるいは

両者を組み合わせて表したものが多い。

　判読可能であったものは、第14号建物跡出土

の碗（第 49図１）「トム二」、第 53号土壙出土

の碗（第205図６）「十七」、第18号溝跡出土の

蓋（第 287図１）「八八」、第 539号土壙出土の

碗（第394図２）「九三」、遺物包含層２出土の碗（第

414図２）「ト六六」等である。

　いずれも、発注者へ返却するための記号のよう

なものと思われる。

　釘書きは少ないが、屋号を記したものがみられ

る。第３号池跡から出土した、陶器の馬目皿（第

92図 16）の内面には、「とらや」と書かれる。「と

らや」は、第６地点の区画I「煮売屋　運平」の

屋号を指すと考えられる（埼埋文2019c）。

　第 393号土壙から出土した磁器の皿（第 229

図 208）の内面には、「板ヤ」と書かれる。『絵図』

にみえる「年寄　庄兵衛」の屋号「板屋」を指す

と考えられる。

　「とらや」及び「板屋」に関わる資料は、栗橋

宿で多く出土しており、特に「板屋」に関わる陶

磁器文字資料の出土が目立つ傾向にある。

　遺物包含層２から出土した磁器の皿には、「二」

と書かれるものが目立った（第420・421図 92・

94～ 96）。煮売屋等の飲食店に関わる資料と考

えられるが、直接結びつく店名・人名は『絵図』

から見出されなかった。なお、遺物包含層２の遺

物出土範囲は、区画３「煮売茶屋　平兵衛」の位

置にあたる。

　また、本跡からは他にも陶器の一升徳利（第

427図152）が出土しており、「 」と書かれている。

点刻であるため、角が丸く「○」のようにもみえ

る。「 」であれば、近代の文字徳利にみえる「原

勢屋」の店印の可能性がある。なお、「 」は木

製品にしか認められていない（埼埋文2019a,c）。

　『営業便覧』では、二軒の「原勢屋」がみえる。

一軒は、第５地点の区画⑫「米穀糸繭商　小林佐

助」、もう一軒は舟戸町の「酒類醤油食塩肥料商

　小林儀三郎」である。舟戸町の「原勢屋」は、

明治二十二年（1890）頃の『旧土地台帳付属地図』

に「小林勘兵衛」の名がみえる。

　また、安政二年（1855）に編纂された『東講

商人鑑』の「武州葛飾郡栗橋駅」の項には、「

　酒造店　原瀬屋　勘兵衛」とみえる。したがっ

て、「勘兵衛」は『営業便覧』にみえる舟戸町の「原

勢屋」と考えられる。

　文字資料が出土した遺物包含層２は19世紀中

葉の土地造成跡であり、諸史料の年代とも一致す

る。

　なお、「原勢屋」の店印は、「 」が多く、「 」

と「原勢屋」が併記された文字徳利は、現在のと

ころ確認されていないことに注意したい。また、

「原瀬屋」と表記された遺物もみつかっていない。

史料によって「原瀬屋」、「原勢屋」と表記に違い

があるのは、時期によるものであろうか。

　陶磁器・土器の墨書資料は、多くみられた。「七

ヲ／百廿四」（第 428図 159）、「百六拾四」（第

430図 182）、「百十六」（第430図 184）、「三五」

（第528図 151）、「三四」（第521図 63）、「四十」

（第478図 32）等、漢数字が書かれたものが多い。

数字の意味は不明である。

　第 42号建物跡から出土した碗（第 65図３）

の高台内には、「かハ辺や」と墨書がみえる。屋
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番号 区画 遺構 器種 表 裏 挿図 図版

1 2 桶 37 折敷 くりはし
紺屋元兵衛［　　　］
十一月廿八日　□

73-2 300-1

2 2 SG2 木札 生［　　］
堀□宗八

89-42 300-3

3 2 SG2 木札 (試書 )
「日光道中　唐臼」などの文字あり

(人名等試書 )
「市郎右衛門　甚右衛門　直右衛門　
勘左衛門　戸ヶ崎　一百貫文　大安　
名手」などの文字あり

89-43 300-2

4 2 SG2 不明 須屋 89-44 300-4

5 2 SG2 端材 ［　　　　］　　
切布［　　］　

　□□屋　　　　　　
右側　山川□□
［　　　　］

89-45 300-5

6 2 SG2 木札 武州栗橋　伊勢屋長三郎殿［ いつ屋三左衛門　居所　入谷 89-46 300-6

7 2 SG2 木札ヵ 御用 御用村々 90-54 300-7

8 2 SG2 木札 (墨書あり 判読不能 ) 301-1

9 2 SG2 木札 かし［　　］
利［　　　］

武州栗橋［　　　］
［　　　　　　　］

301-2

10 1 SG3 曲物 納□
鰹□□

93-26 301-3

11 1 SG3 木札 武州栗橋宿　笹屋宗三郎様行
井関□□□□□□□
東京　浅草田原町　□□や　平源

陸上安全
三月廿五日午前三時

93-27 301-4

12 1 SG3 木札 莚包壱 ［
長瀬屋長次郎

［　　］　　［　　］　
［　　］　　［　　］　
礼□　　　　［　　］　

93-29 301-5

13 1 ～ 3 SA1 木札 (墨跡あり 判読不能 ) 酒三□□御酒 　
　　　［　　］　　　　　　　　　　

118-13 301-6

14 1 SK48 木札 (墨書あり 判読不能 ) 234-3 301-7

15 1 SK48 木札 (墨書あり 判読不能 ) 234-4 301-8

16 1 SK48 桶 ･樽 (墨書あり 判読不能 ) 301-9

17 2 SK50 木札 (墨書あり 判読不能 ) ( 墨書あり 判読不能 ) 235-10 302-1

18 2 SK50 木札 ［　　　］　問屋源右衛門殿
万□□

235-11 302-2

19 2 SK50 木札 　　］右衛門殿行
　　］ばし源八

235-12 302-3

20 1 SK70 経木 三入      236-29 302-4

21 3 SK74 木札 (墨書あり 判読不能 ) 「 」伊勢屋［ 237-39 302-5

22 2 SK107 木札 (墨書あり 判読不能 ) 237-43 302-6

23 － 遺物包含層 1 箱 「 」
本　 漉
銘　久助

258-132 302-7

24 － 遺物包含層 1 木札 天明元年　　　　　　　
いせ屋長　
丑五月

(墨書あり 判読不能 )
右側□□□□

260-149 302-8

25 － 遺物包含層 1 木札 枝 260-150 303-1

26 － 遺物包含層 1 木札 栗橋　□池田宗三郎様□
□□□□□□□□平源　
［　　　　　　　　］

御肉　三十日 260-151 302-9

27 － 遺物包含層 1 木札 (墨書あり 判読不能 ) 三十［　　　］
たちば［　　　］

260-152 303-2

28 － 遺物包含層 1 木札 ［　　　　］
「 」いせや長次郎行

260-153 303-3

29 － 遺物包含層 1 木札 (墨書あり 判読不能 ) 260-154 303-4

30 － 遺物包含層 1 木札 武州栗橋　伊勢屋長次郎様行
江戸茅場町

極上濵切布　正ミ五〆目入　□仁出し 260-156 303-5

31 － 遺物包含層 1 木札 栗橋宿　いせ屋長次郎様行
［　　］　□屋久兵衛

三［　　］ 260-157 303-7

第 199 表　第一面文字資料釈文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(原文は縦書き )
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号と思われるが、史料等から該当するものは見出

されなかった。

　遺物包含層２から出土した磁器の猪口（第419

図 77）には、「 」「□水屋」と墨書がみえる。

第 141 号土壙から出土した漆椀（第 352 図３）

に「小水屋」と漆書きの文字がみられ、同じ屋号

を示すと考えられる。

　嘉永七年（1854）の八坂神社『宿役人等によ

る竣工棟札』（堀内2021b）に、「小水屋　源七」

の名がみられる。なお、西本陣跡の区画10は『絵

図』にみえる「饂飩屋　平兵衛店　源七」に相当

し、「小水屋」はこれを示すと考えられる。

　同じく遺物包含層２から出土した磁器の皿（第

419 図 83）には、「佐野屋　㊇」と墨書がみえ

る。第 419・420図 85・86も表記に違いはある

が、同じ意味を示す。「佐野屋」は、足立家文書

『御用留』文久三年（1863）の項（埼玉県2012）、

同じく『御関所御社参書抜』天保十四年（1843）

の記録（埼玉県2010）にみえる。

　『絵図』には「佐野屋」を直接示すものは認め

られないが、上記史料と『絵図』の対比から上横

町（御本陣北隣）に位置する「煮売茶屋　十平

次」に相当する可能性が指摘されている（埼埋文

2021a）なお、発掘調査当時は既に堤防下であっ

た可能性がある。

　瓦ではヘラ書きが１点認められた。第 538号

土壙から出土した道具瓦（第 381図３）の凹面

に「（長方形枠に）□カ」と書かれており、生産地・

生産者を示すと思われる。

　石製品には刻書が認められるものがあった。文

意を読み取れたものは、第 520号土壙から出土

した硯（第585図９）１点である。「小原内拵物」

と書かれており、「小原家の嫁入り道具」を意味

するかもしれない。

木製品の文字資料

　木製品には焼印・墨書が多く認められた。木製

品に書かれた墨書の釈文は第 199～ 201表、赤

外線写真は図版 300～ 316に示した。焼印につ

いては、各遺物の実測図、観察表にも示した。

　釈文作成にあたっては、久喜市教育委員会・久

喜市郷土資料館より協力を得た。本項では、第

199～ 201表の掲載番号に従う。なお、実測図・

図版番号については本表を参照されたい。

　第37号埋設桶から出土した折敷（第199表１）

には、「くりはし／紺屋元兵衛 [　]／十一月廿

八日　□」とみえる。栗橋宿内の店を示すものと

みられる。『絵図』や史料から、直接示すものは

見出されなかったが、「紺屋」は足立家文書『御

用留』慶應元年（1865）丑十二月朔日の項に、「紺

屋長八」（埼玉県2012）と記載されており、これ

に相当するかもしれない。

　また、第538号土壙から出土した木札（第200

表 74）にも、「紺屋」の文字がみられた。

　木札は取引の内容を示したものが主体である。

特に、遺物包含層１・２から出土したものには、

本陣跡区画Ａ「質や　年寄　長次郎　伊勢屋」に

関わるものが多く認められる特徴がある。

　遺物包含層１から出土した木札（第199表 24）

には、「天明元年／いせ屋長／丑五月」とみえる。

「伊勢屋」の初現が、天明元年（1781）まで遡る

ことを示す資料とみられる。

　同じく、遺物包含層１から出土した木札（第

番号 区画 遺構 器種 表 裏 挿図 図版

32 － 遺物包含層 1 木札 (墨書あり 判読不能 ) 260-159 303-6

33 － 遺物包含層 1 樽 大極上　　□□ 303-8

34 － 遺物包含層 1 木札 (墨書あり 判読不能 ) 303-9

35 － 遺物包含層 1 木札 栗橋［　　　］
［　　　　　］

303-10

36 － 遺物包含層 1 木札 ［　　］　
「 」いせや［　　　　］

303-11
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番号 区画 遺構 器種 表 裏 挿図 図版

37 1･2 桶 65 桶 ･ 樽 □□　　天祢 272-3 304-1

38 1･2 SE10 桶 (墨跡あり 判読不能 ) 304-2

39 3 SE11 井戸側 ［伏見町ヵ］八丁目 (焼印 ) 280-4 304-3

40 3 SE11 井戸側 「 」 280-5 304-4

41 1･2 SK141 樽 (墨書あり 判読不能 ) 352-5 304-5

42 1･2 SK141 経木 久　三作太
瓜廿五

□十二
　ゆツハ

352-8 304-6

43 1･2 SK141 経木 　　平右衛門
丁酉七月壱日

丁丁　　十兵衛
菰　壱足　七十七

352-9 304-7

44 1･2 SK141 経木 七七日　　吉郎殿
大四□

○丁　十兵衛
白九

352-10 304-8

45 1･2 SK141 経木 十兵衛
五十文

武右衛門
□　三十

352-11 304-9

46 1･2 SK141 経木 (墨書あり 判読不能 ) ( 墨書あり 判読不能 ) 352-12 304-10

47 1･2 SK141 経木 九 くり 352-13 305-1

48 1･2 SK141 経木 二日
□佐次郎

□二□ 352-14 305-2

49 1･2 SK141 経木 (墨書あり 判読不能 ) 月弐十七日 353-15 305-3

50 1･2 SK141 経木 十二 (墨跡あり 判読不能 ) 353-16 305-4

51 1･2 SK141 経木 百文 353-17 305-5

52 1･2 SK141 経木 □□□ (墨書あり 判読不能 ) 353-18 305-6

53 1･2 SK141 経木 (墨書あり 判読不能 ) 百太郎へ 353-19 305-7

54 1･2 SK141 経木 百七文 (墨跡あり 判読不能 ) 353-20 305-8

55 1･2 SK141 木札 舟戸 353-22 305-9

56 3 SK168 樽 ［　　　］仕入 307-36 305-10

57 3 SK168 将棋駒 □馬 角行 307-37 305-11

58 3 SK168 木札 佐野［　(以下判読不能 )
釘屋市右衛門［　(以下判読不能 )

□金三朱［　(以下判読不能 ) 309-72 306-1

59 3 SK168 木札 次☐様 309-73 306-3

60 3 SK168 木札 (墨書あり 判読不能 ) 309-74 306-2

61 3 SK168 木札 (墨書あり 左半分のみ 判読不能 ) 306-4

62 3 SK189 木札 越「 」休日 354-35 306-5

63 3 SK316 桶 ･樽 □□八丁目 (焼印 ) ［七 (以下判読不
能 )

358-112 306-6

64 3 SK527 樽 (墨跡あり 判読不能 ) 359-124 306-7

65 3 SK527 木太刀 奉納不動明王御宝前　　正旨 卯正月吉日　栗橋宿　笹屋内文蔵 359-126 307-1

66 3 SK527 木札 (墨書あり )　榎 361-136 307-2

67 3 SK527 木札 □□屋 361-137 307-3

68 3 SK538 曲物 三スミ 382-6 307-4

69 3 SK538 曲物 新梅干 382-8 307-5

70 3 SK538 箱 (墨書あり 判読不能 ) 383-12 307-6

71 3 SK538 箱枕 (墨書あり 判読不能 ) 383-19 307-7

72 3 SK538 木太刀 奉納［　(以下判読不能 ) ( 墨跡あり 判読不能 )］坪井□□郎 385-37 307-8

73 3 SK538 木札 戸田日向守　柴田弥十郎 387-54 307-9

74 3 SK538 木札 紺屋［　(以下判読不能 ) 387-55 307-10

75 3 SK538 木札 奉納不動明 [王 ] 387-56 308-1

76 3 SK538 付け木 (墨跡あり 判読不能 ) ( 墨跡あり 判読不能 ) 308-2

77 3 SK539 箱 「 」 399-8 308-3

78 3 SK539 木札 　　日光道中　ちゃ□□
(墨跡多数あり )　　栗橋宿
　　　　　　　　　　　重生□

「 」朱墨　白墨　入
他に「豆腐屋」「入」などの文字あり

400-13 308-4

79 3 SK539 木札 小沢［　(以下判読不能 ) 400-14 308-6

80 3 SK539 木札 □□
栗橋宿

橋□宿上町
　□□□

400-15 308-5

第 200 表　第二面文字資料釈文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(原文は縦書き )
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番号 区画 遺構 器種 表 裏 挿図 図版

81 3 SK539 経木 (墨書あり 判読不能 ) ( 墨書あり 判読不能 ) 400-16 308-7

82 3 SK539 経木 三百九 400-17 308-8

83 － 遺物包含層 2 曲物 極 437-20 309-1

84 － 遺物包含層 2 曲物 (墨書あり 判読不能 ) 437-21 309-2

85 － 遺物包含層 2 桶 大極上　又兵衛 437-22 309-3

86 － 遺物包含層 2 樽 ( 墨書あり 判読不能 ) 439-44 309-4

87 － 遺物包含層 2 桶 ･ 樽 ( 墨書あり 判読不能 ) 439-45 309-5

88 － 遺物包含層 2 桶 ･ 樽 ( 墨書あり 判読不能 ) 439-46 309-6

89 － 遺物包含層 2 桶 ･ 樽  ( 墨書あり左半分のみ判読不能 )
　栗　仲　川田附
　橋

439-47 309-7

90 － 遺物包含層 2 桶 ･ 樽 ( 墨書あり 判読不能 ) 440-48 309-8

91 － 遺物包含層 2 桶 ･ 樽 ( 墨書あり判読不能 ) 440-49 309-9

92 － 遺物包含層 2 箱 ( 墨書あり 判読不能 ) ( 墨書あり 判読不能 ) 440-50 310-1

93 － 遺物包含層 2 箱 「 」
百［　　　　］

440-52 310-2

94 － 遺物包含層 2 吞口 ･栓 封印 442-65 310-3

95 － 遺物包含層 2 木札 　　　　□□□□□
大滝屋伝九郎殿

450-129 310-4

96 － 遺物包含層 2 木札 栗橋
「 」伊せ屋長次郎殿　綿五出

450-130 310-5

97 － 遺物包含層 2 木札 相模屋清助
武州栗橋　伊勢屋長治郎行
［　　　　］殿入

◎イイヨキ 450-131 310-6

98 － 遺物包含層 2 木札 (墨書あり 判読不能 ) ( 墨書あり 判読不能 ) 450-132 310-7

99 － 遺物包含層 2 木札 栗橋川岸
問屋平兵衛殿　上ケ江戸より
松永惣右衛門様行

七月廿九日　遠江屋　久右衛門
□十月入申納　御糸　新五兵衛

450-133 311-1

100 － 遺物包含層 2 木札 栗橋川岸
問屋平兵衛殿　上ケ江戸より
松永惣右衛門様行

七月廿九日　遠江屋　久右衛門
五拾枚　　　□□　新五兵衛

450-134 311-2

101 － 遺物包含層 2 木札 くり橋　金十郎様［ 450-135 311-3

102 － 遺物包含層 2 木札 (墨書あり 判読不能 ) 450-136 311-4

103 － 遺物包含層 2 木札 伊勢屋長治郎殿□ 450-137 311-5

104 － 遺物包含層 2 木札 (墨書あり 判読不能 ) 450-138 311-6

105 － 遺物包含層 2 木札 武州　　　　　　　江戸
伊勢屋長次郎殿□　□
［　　　　　　　］

450-139 311-7

106 － 遺物包含層 2 木札 武州栗橋［
伊勢屋長次郎［
　 ［

450-140 311-8

107 － 遺物包含層 2 木札 　武州くり橋　
［ ］いせ屋長次郎□　公
　　　　　  　［　　　］

450-141 312-1

108 － 遺物包含層 2 木札 巳八月
　　　喜十殿

450-142 312-2

109 － 遺物包含層 2 木札 ［　　　　　］伊勢屋長治郎殿［　　］
□面之□

451-143 312-4

110 － 遺物包含層 2 木札 (墨書あり 判読不能 ) 451-144 312-3

111 － 遺物包含層 2 木札 伊右衛門　長次郎殿 (墨跡あり 判読不能 ) 451-145 312-5

112 － 遺物包含層 2 箱 五□□入 451-146 312-6

113 － 遺物包含層 2 樽 ( 墨書あり 判読不能 ) 312-7

114 － 遺物包含層 2 不明 (墨跡あり 判読不能 ) 312-8
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199表 30）には、「武州栗橋／伊勢屋長次郎様行

／江戸茅場町」「極上濵切布／正ミ五〆目入／□

仁出し」とみえる。

　茅場町は、現在の中央区日本橋茅場町にあたる

とみられ、江戸の商人と本陣跡の区画Ａ「質や／

年寄／長次郎」との取引を示すものである。濵切

布が具体的に何を示すものか明らかにし得なかっ

たが、少なくとも布に関する取引と考えられる。

　遺物包含層２から出土した木札（第200表 96）

には、「栗橋／ ／伊せ屋長次郎殿／綿五出」と

みえる。綿の取引を示すと考えられる。

　これらのほかに、内容物を示す墨書もみられた。

　第３号池跡から出土した曲物の蓋（第 199表

10）には、「納□／鰹□□」とみえる。また、第

538号土壙から出土した曲物の蓋（第200表 69）

には、「新梅干」とみえる。

　信仰に関わる資料もみられ、第 527号土壙か

ら出土した奉納木太刀（第200表 65）には、「奉

納不動明王御宝前／正旨」「卯正月吉日／栗橋宿

／笹屋内文蔵」とみえる。なお、「笹屋」は八坂

神社の『宿役人等による竣工棟札』に記載がある。

　また、第538号土壙からも奉納木太刀（第200

表 72）が出土しており、「奉納[　]」「[　]／坪

井□□郎」とみえる。同じく第 538号土壙から

出土した木札（第200表 75）には、「奉納不動明

[王 ]」とみえる。

　以上の遺物は、不動明王信仰に関わるものであ

る。栗橋宿では信仰に関わる遺物の出土が少な

く、類例では北２丁目陣屋跡（八坂神社境内）で

は、奉納木太刀と拝み絵馬が出土している（埼埋

文2021a）。

番号 区画 遺構 器種 表 裏 挿図 図版

115 3 SK390 木札 (墨書あり 判読不能 ) 八内万□ 582-39 313-1

116 1･2 SK456 桶 ･樽 (墨跡あり 判読不能 ) 481-15 313-2

117 1･2 SK456 箱 (墨書あり 判読不能 )
玉二　　セ□

481-16 313-3

118 1･2 SK456 箱 土津 481-17 313-4

119 1･2 SK456 羽子板 (墨跡あり 判読不能 ) 482-24 313-5

120 1･2 SK504 桶 ･樽 (墨書あり 判読不能 ) 498-16 313-6

121 1･2 SK504 木札 (墨跡あり 判読不能 ) 「五つ星」 502-65 313-7

122 1･2 SK504 木札 (墨書あり 判読不能 ) 502-66 313-8

123 1･2 SK504 木札 (墨書あり 左半分のみ 判読不能 ) ( 墨書あり 判読不能 ) 502-67 313-9

124 1･2 SK504 木札 六　七　八　九　十 ろ 502-68 313-10

125 1･2 SK504 木札 百□九三十弐
□□

(墨跡あり 判読不能 ) 502-69 314-1

126 1･2 SK504 木札 (墨書あり 左半分のみ 判読不能 )
 　　　　　長谷川伝兵衛
「(長方形枠に )綿紐ヵ改 ｣( 焼印 )

502-70 313-11

127 － SK516 樽 九 511-19 314-2

128 － SK516 木札 「㊥」　［　　　］ 512-32 314-3

129 － SK517 木札 五十六 五十六 541-73 314-4

130 － SK517 木札 四十二 四十二 541-74 314-5

131 － SK517 不明 (墨書あり 判読不能 ) 541-75 314-6

132 － SK517 卒塔婆 (五輪塔発心門 )( 金剛界大日如来 )(
光明真言 )道□禅定門□佛カ［南無□］

［　　　］［乃至］法界平等［一味］/
［　　　　　］

(浮き彫りあり 判読不能 ) 541-77 315
316

133 － SK518 樽 (墨跡あり 判読不能 ) 551-19 314-7

134 － SK518 曲物 (墨書あり 判読不能 ) 551-20 314-8

135 － SK536 栓 「 」 559-26 314-9

136 3 SK537 柄杓 (墨跡あり 判読不能 ) 566-33 314-10

第 201 表　第三面文字資料釈文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(原文は縦書き )
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　出土遺物の点数・重量と、各遺構の想定される

時期を一覧表にまとめた。

　出土した瓦は、発掘調査中に水洗い・乾燥・分

類を行い、点数と重量を記録した（第205～ 207

表）。表中の瓦の分類は、「平瓦」が桟瓦・平瓦、

「軒瓦」が軒丸瓦・軒桟瓦・軒平瓦、「道具瓦」が

冠瓦・伏間瓦・熨斗瓦である。このうち軒瓦・道

具瓦と、平瓦類で縦横いずれかの一辺が残ってい

るもの、隅の切れ込みが残る桟瓦を回収し、整理

作業で抽出、実測を行った。

　整理作業で扱った全ての遺物については、点数

と重量を第202～ 204表に掲載した。

　自然遺物の細別は、紙数の都合上、次冊報告と

する。ただし、大型植物遺体の一部は、種実同定

を実施しているので分析結果を参照されたい（Ｖ　

自然科学分析８・９）。

　各遺構の推定時期については、第 208～ 210

表に掲載した。陶磁器の様相からの推定であり、

陶磁器量や伝世期間の問題から若干の誤差が想

定される。少ない遺物から判断した場合は（　）、

遺構の重複から判断した場合は [　]を付した。

表中に示した時期区分と想定時期は、次のように

設定した。

栗橋１期…17世紀前半

　この時期の遺構は極めて少なく、本書では該当

する遺構がない。

栗橋２期…17世紀後半～18世紀初頭

　この時期の遺構はほとんどないが、第８・９地

点で認められている（埼埋文2022a,b)。本書で

は該当する遺構がほぼない。

栗橋３期…18世紀前葉～中葉

　　　　　（第Ⅱ四半期後半～第Ⅲ四半期前半）

　遺構数が増加し始める時期である。肥前系（波

佐見系）磁器粗製碗、瀬戸美濃系陶器腰錆碗、せ

んじ碗、京都信楽系陶器半球形丸碗で組成される。

栗橋４期…18世紀後葉

　　　　　（第Ⅲ四半期後半～第Ⅳ四半期前半）

　この時期の遺構は多い。肥前系磁器外面青磁釉

碗各種、筒形碗、小丸碗を指標とし、瀬戸美濃系

陶器柿釉灯明皿が出現する時期である。

栗橋５期…18世紀後葉～19世紀初頭（18世紀

　　　　　第Ⅳ四半期後半～19世紀第Ⅰ四半期）

　浅間Ａ火山灰の降灰後にあたる。文化期の火災

処理土壙は、この時期に該当する。肥前系磁器広

東碗を指標とし、大振りの肥前系磁器端反碗、京

都信楽系陶器小杉碗が認められる。

栗橋６期…19世紀前葉（第Ⅰ四半期後半）

　文政五年（1822）の火災処理土壙はこの時期

に該当する。瀬戸美濃系磁器が出現し、端反碗が

多い。陶器土瓶は少ない時期である。

栗橋７期…19世紀前葉～中葉（第Ⅱ四半期中心）

　瀬戸美濃系磁器湯呑碗、陶器青緑釉土瓶等が多

くなる。本書では遺物包含層２が該当する。

栗橋８期…19世紀中葉（第Ⅲ四半期）

　体部半球形の磁器卵殻手酒坏、型押寿文皿の出現

栗橋９期…19世紀後葉以降

　酸化コバルト染付磁器の出現以降の時期であ

る。本書では遺物包含層１が該当する。

　第 211～ 213表には主要遺構の陶磁器組成を

示した。分類に当たっては東京大学構内遺跡群の

分類（東京大学埋蔵文化財調査室1999,2011）を

参照し、器種の判別が可能な破片数と底部破片数

をカウントした。底部破片数は一部の遺存があれ

ば１点とカウントしており、直接に個体数を示す

ものではない。

　東京大学構内遺跡群の分類に載っていない器種

は、独自に記号を定め、表末の凡例に記す。

　組成表に示す遺構は、文政五年（1822）の火

災処理土壙（第51～ 54号土壙）、文化期の火災

処理土壙（第 58・392・393 号土壙）、第二・三

面で抽出した特徴的な土壙（第168・169・179・

456・504・516～ 518・536・537号土壙）である。
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遺構
平瓦 丸瓦 軒瓦 道具瓦 鬼瓦 刻印瓦

重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 総重量 総破片数

SB3 324 3 150 1 474 4

SB3 東基礎 54210 1264 270 4 320 3 160 1 54960 1272

SB3 西基礎 211282 4447 2200 23 1338 18 570 4 215390 4492

SB3 南基礎 171150 4360 3620 47 720 8 120 1 120 1 175730 4417

SB3 北基礎 1216180 33547 18680 241 4020 60 1180 17 4790 67 1244850 33932

SB9 4650 78 4650 78

SB12 380 7 380 7

SB13 150 3 150 3

SB14 561 9 561 9

SB15 2325 27 355 1 22 1 73 1 2775 30

SB16 1014 12 1014 12

SB17 6961 73 1030 5 120 1 8111 79

SB18 508 8 72 1 460 1 1040 10

SB20 2050 25 2050 25

SB20 桶 1 220 1 220 1

SB42a 6 1 6 1

SB42b 20940 255 150 3 21090 258

基礎 6 420 1 420 1

桶 7 480 6 480 6

桶 34 130 2 130 2

SE3 4229 40 115 1 4344 41

SE4 765 12 149 2 914 14

SE5 2371 29 2371 29

SE5 掘方 718 14 718 14

SE19 380 3 380 3

SG2 5973 31 202 1 6175 32

SG2 掘方 1246 5 1246 5

SG3 6250 28 1870 3 8120 31

SG3 堀方 6007 34 239 3 6246 37

SD5 8794 127 876 5 510 4 23 1 10203 137

SD5 堀方 8120 116 70 1 8190 117

SD6 2773 23 443 2 1134 1 4350 26

SD10 542 5 542 5

SD11 66 3 68 1 134 4

SA1 17443 288 870 5 18313 293

SK48 2388 12 2388 12

SK50 264 3 176 1 440 4

SK51 440 2 90 1 530 3

SK52 2207 36 28 1 2235 37

SK54 810 7 80 1 890 8

SK56 1880 21 1880 21

SK58 612 10 612 10

SK60 2648 30 91 1 252 3 2991 34

SK61 31 1 31 1

SK62 102 2 102 2

SK64 2041 7 2041 7

SK65 2790 41 2790 41

SK66･67 230 5 230 5

SK67 120 4 120 4

SK70 869 8 869 8

SK73 270 6 270 6

第 205 表　第一面瓦計測表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量（ｇ）　破片数（個）
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遺構
平瓦 丸瓦 軒瓦 道具瓦 鬼瓦 刻印瓦

重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 総重量 総破片数

SK74 2502 41 1437 5 80 1 4019 47

SK77 388 3 388 3

SK78 139 1 139 1

SK92 127 5 127 5

SK95 523 10 523 10

SK96 41 1 41 1

SK97 75 1 75 1

SK391 135902 845 3340 21 1173 12 140415 878

SK392 131575 789 1370 11 1480 9 1920 8 136345 817

SK393 46981 519 2670 22 1000 12 130 2 50781 555

B5J4 P1 144 2 86 1 230 3

遺物包含層 1 18284 146 3355 14 1694 7 23333 167

遺構
平瓦 丸瓦 軒瓦 道具瓦 鬼瓦 刻印瓦

重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 総重量 総破片数

桶 56 93 1 93 1

桶 58 190 4 190 4

桶 59 138 2 138 2

桶59堀方 7 1 7 1

桶 60 866 4 866 4

桶 61 160 2 82 1 242 3

桶 62 164 1 164 1

桶 65 1164 5 1164 5

桶 66 23 1 23 1

桶66堀方 51 3 51 3

桶 91 82 1 82 1

SE10 43 1 43 1

SE11 15 1 15 1

SE22 310 4 310 4

SA18 2704 41 108 2 74 1 2886 44

区画施設 1 109 1 109 1

焼土遺構 5 425 7 425 7

焼土遺構 6 4014 38 4014 38

焼土遺構 7 144 2 144 2

焼土遺構 8 158 4 158 4

SK139 413 10 413 10

SK141 1565 18 360 2 1925 20

SK142 20 2 20 2

SK148 93 1 93 1

SK150 375 5 375 5

SK152 245 1 245 1

SK153 968 9 968 9

SK155 217 3 217 3

SK158 321 8 321 8

SK159 3 1 3 1

SK162 280 2 280 2

SK163 401 6 14 1 415 7

SK164 57 1 57 1

SK165 54 2 54 2

SK166 92 5 92 5

第 206 表　第二面瓦計測表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量（ｇ）　破片数（個）
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遺構
平瓦 丸瓦 軒瓦 道具瓦 鬼瓦 刻印瓦

重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 総重量 総破片数

SK168 8273 54 830 6 9103 60

SK169 9853 81 2694 3 301 2 12848 86

SK173 39 2 39 2

SK175 249 3 249 3

SK188 316 5 316 5

SK189 315 9 112 1 427 10

SK194 850 11 850 11

SK212 75 3 231 1 306 4

SK226 33 1 33 1

SK228 174 4 174 4

SK238 68 1 68 1

SK283 675 4 71 1 746 5

SK285 45 2 45 2

SK315 211 3 211 3

SK316 405 3 405 3

SK336 1102 5 1102 5

SK527 262 3 262 3

SK538 44173 414 2636 13 813 5 6185 15 85 1 53892 448

SK539 2121 25 192 1 2313 26

遺物包含層 2 24559 157 4718 24 1273 5 30550 186

遺構
平瓦 丸瓦 軒瓦 道具瓦 鬼瓦 刻印瓦

重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 総重量 総破片数

SE13 60 1 60 1

SE18 16 1 16 1

SE20 619 10 619 10

SE21 887 24 887 24

SD20 94 1 200 1 294 2

SK361 36 2 36 2

SK383 620 1 620 1

SK385 240 1 240 1

SK386 105 2 105 2

SK387 45 1 45 1

SK390 160 2 160 2

SK456 12477 31 500 5 740 3 13717 39

SK504 6006 49 181 1 6187 50

SK516 1257 21 77 1 1334 22

SK517 5538 53 2388 9 657 1 8583 63

SK518 4632 30 450 4 301 1 5383 35

SK519 804 3 804 3

SK520 281 2 343 1 624 3

SK523 532 3 532 3

SK536 628 4 628 4

SK537 1731 13 59 1 1456 13

樹皮堆積層 974 11 315 2 1289 13

第 207 表　第三面瓦計測表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量（ｇ）　破片数（個）
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遺構 遺構新旧関係 最新期出土陶磁器　備考 推定時期

SB1 重複する SB2 は次冊報告 SB3 より構築面下位 瀬戸美濃系磁器酸化コバルト染付急須体部片 1 土
器土管 肥前系磁器広東碗 ･小広東碗等被熱遺物は混入 北部地業の蝋燭石は表土付近まで届く

9期構築

SB3 桶20,SK7,C5-D10P1
より古
基礎 5, 桶 21, 焼土
2,SK19･36 より新

重複遺構は次冊報告 (基礎 5を除く ) 旧 SB4 を 3 に統合 多量の被熱陶磁器 (文化期の火災に相
当か )は混入 瀬戸美濃系磁器酸化コバルト染付土瓶体部片 1 基本土層東壁 2の 5層が構築面
(SB1より構築面下位 )

9 期構築

SB9 SD28 より新 SB1･3 より構築面上位 基本土層東壁 2の 3層が構築面 瀬戸美濃系磁器「山宝園製」銘銅版転写
染付蓋

9期構築

SB10 SE1 より古 SE1( 遺物無し )は次冊報告 SB9 と構築面同等 肥前系磁器筒形碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 9期構築

SB12 基礎 8,SK52･54･64
より新

捨て杭のみ遺存 直接伴う陶磁器なし 近代構築ヵ [6期 -]
構築

SB13 SB14,SK53･54より新瀬戸美濃系磁器端反碗蓋 真壁系土器甕 南部地業出土陶磁器は SB14 出土破片と多く接合 (7 期 ) 構築

SB14 SB13 より古
SK53 より新

瀬戸美濃系磁器湯呑碗 真壁系土器甕 (7 期 ) 構築

SB15 捨て杭の先端のみ遺存 直接伴う陶磁器なし 近代構築ヵ -

SB16 捨て杭のみ遺存 (杭上端部は表土直下まで延びる ) 直接伴う陶磁器なし 9 期構築

SB17 SE5 より新 瀬戸美濃系磁器端反碗 真壁系土器甕 産地不詳陶器白土絵付土瓶 [9 期 ] 構築

SB18 SB42 より構築面下位 建て替えあり 肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗の蓋 真壁系土器甕 ･瀬戸
美濃系磁器蛇の目状高台皿は建て替え時に伴う遺物 文化期火災層より構築面下位

[-5期]構築
(7-8期)建替

SB20 桶 47,SD27,SK90 よ
り古

瀬戸美濃系磁器端反碗 肥前系磁器蛸唐草文御神酒徳利 肥前系磁器小広東碗は SB17 出土破片と接
合

6期構築

SB42 SK393･432 より新 SK432 は次冊報告 肥前系磁器広東碗 ･広東碗蓋 被熱 ･煤が付着する遺物は SK393 由来の混入 文
化 ･文政期火災層が構築面

[6 期 ] 構築

基礎 5 SB3,SK8 より古 SK8 は次冊報告 陶磁器少量 肥前系磁器「ハ」字状高台腰張碗 文化 ･文政期火災層より下位 (4 期 ) 構築

基礎 6 瀬戸美濃系磁器碍子 ･近代燗徳利 9期構築

基礎 8 SB12 より古 陶磁器なし -

胞衣埋納1 産地不詳陶器飴釉両手鍋 ･蓋 9期

桶 7 SD1 と接続 瀬戸美濃系磁器湯呑碗 (7 期 ) 廃絶

桶 18 肥前系磁器輪高台猪口 焼土 ･炭化物を含んだ土で埋め戻し (文化 ･文政期の火災ヵ ) (5-6 期 )
廃絶ヵ

桶 32 陶磁器なし -

桶 33 肥前系磁器高台「ハ」字状碗の蓋 (4-5 期 )

桶 34 瀬戸美濃系陶器緑釉植木鉢が第二面 SE22 出土破片と接合 -

桶 36 産地不詳陶器灰釉土瓶 (6 期 -)

桶 37 肥前系磁器蛸唐草文御神酒徳利 桶上端部炭化 (文化 ･文政期の火災 ) 5-6期廃絶

桶 47 SB20 より新 肥前系磁器粗製皿 瀬戸美濃系陶器花生 桶一部炭化 桶内覆土焼土 ･炭化物主体 (文化 ･文政期の
火災 )

[6 期 ] 廃絶

桶 49 江戸在地系土師質土器焙烙底部片のみ SD27 と一連遺構 [6期 -]

桶 51 陶磁器なし -

SE3 杭列6,SK107より新 近代軟質陶器碗 碍子 土管 最上段の井戸側はコンクリート 9期廃絶

SE4 SK89より新 旧 SK501 瀬戸美濃系磁器端反形碗 真壁系土器甕 常滑系陶器甕 瀬戸美濃系磁器酸化クロム青磁
釉坏 三河産土師質土器焜炉

9期廃絶

SE5 SB17 より古 井戸掘方に瀬戸美濃系磁器色絵端反碗 ･型押寿文皿
井筒内に瀬戸美濃系磁器酸化コバルト染付坏 ･蓋物

8期構築
9期廃絶

SE19 旧桶 35 肥前系磁器酸化コバルト染付蓋物 (9 期 ) 廃絶

SG2 SG3 より古
SK107 より新

瀬戸美濃系磁器湯呑碗 ･卵殻手酒坏 京都信楽系陶器燗徳利 瀬戸美濃系磁器酸化コバルト染付端
反形坏は混入

7期廃絶

SG3 SG2, 杭列 6,SK48 よ
り新

瀬戸美濃系磁器卵殻手酒坏 ･湯呑碗 ･燗徳利 銅版転写染付磁器燗徳利は混入ヵ 「笹屋宗三郎」「東
京」等が書かれた木札あり

7-9 期廃絶

杭列 6 SE3,SG3 より古 陶磁器は杭列に直接伴うものではない SK48 南部横木 ･杭と同一遺構ヵ [-9 期 ]

SD1 SK22,C5-C9P1･2 よ
り古

SK22,C5-C9P1･2 は次冊報告 SK5 より構築面下位 桶 7に接続 陶磁器なし [-5期 ]

SD2 遺物包含層 1より新 土地造成後開削 陶磁器なし [9 期 ]

SD3 遺物包含層 1より新 土地造成後開削 陶磁器なし [9 期 ]

SD4 遺物包含層 1より新 土地造成後開削 陶磁器なし [9 期 ]

SD5 SA1P13 より古 瀬戸美濃系磁器湯呑碗 産地不詳陶器トビガンナ状施文土瓶 SD6 と接続 8期廃絶

SD6 瓦樋 陶磁器極少 瀬戸美濃系磁器端反碗 SD5 と接続 (6 期 -)

SD9 SK96･97 より新 陶磁器極少 京都信楽系陶器端反碗 [4 期 -]

SD10 肥前系磁器山水文染付端反坏 ･鎬状施文紅皿 ･蛸唐草文御神酒徳利 (5 期 -)

第 208 表　第一面遺構時期推定一覧表
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遺構 遺構新旧関係 最新期出土陶磁器　備考 推定時期

SD11 陶磁器少量 肥前系磁器筒形碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 産地不詳陶器両手鍋 (4 期 )

SD27 SB20 より新 旧 SB20 の一部 陶磁器なし [6 期 -]

SD28 SB9より古 旧 SB10 南部地業 SK5 より構築面下位 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 [4-5期 ]

SA1 P4 は SK48 より古
P13 は SD5 より新

瀬戸美濃系磁器卵殻手酒坏・燗徳利 第二面遺物包含層 2(19c 中 ) より新しい [8 期 ]

SK5 火災処理土壙 (文化期 ) 被熱陶磁器あり 肥前系磁器広東碗・高台低い蛇ノ目凹形高台皿 5期

SK48 SG3 より古
SA1P4 より新

陶磁器少量 瀬戸美濃系磁器端反碗・蓋 杭・横木は杭列６の一部ヵ (6 期 )

SK50 SK107 より新 瀬戸美濃系磁器端反碗 6期

SK51 火災処理土壙 (文政五年 ) 被熱遺物・磁器組物多量 瀬戸美濃系磁器端反碗 ,肥前系磁器広東碗・
筒形碗主体 瀬戸美濃系磁器湯呑碗 (大 )少量 肥前系磁器八角鉢 (大 ) 陶器青土瓶

6期

SK52 SB12 より古 火災処理土壙 (文政五年 ) 被熱陶磁器あり 肥前系磁器端反碗 瀬戸美濃系磁器端反碗蓋 6期

SK53 SB13・14 より古 火災処理土壙 (文政五年 ) 被熱陶磁器あり 陶磁器少量 肥前系磁器広東碗 (6 期 )

SK54 SB12・13 より古 火災処理土壙 (文政五年 ) 被熱陶磁器あり 瀬戸美濃系磁器端反碗 6期

SK56 瀬戸美濃系磁器端反碗 真壁系土器甕 瀬戸美濃系磁器酸化コバルト染付坏 近代の「Nishura」銘
硬質陶器は混入

(9 期 )

SK58 SK95 より新 火災処理土壙 (文化期 ) 肥前系磁器広東碗・広東碗蓋 瀬戸美濃系陶器石皿 5期

SK60 肥前志田窯産の磁器皿 (被熱 )18 世紀の陶磁器主体 肥前系磁器広東碗 6期

SK61 SK92 より新 肥前系磁器広東碗蓋 産地不詳陶器鉄釉土瓶 (5 期 )

SK62 肥前系磁器筒形碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 (4 期 -)

SK64 SB12 より古 肥前系磁器広東碗 5期

SK65 萬古系陶器急須・蓋 地方窯系陶器急須 9期

SK66 陶磁器極少 肥前系磁器薄手半球碗 -

SK67 陶磁器極少 肥前系磁器広東碗 (5 期 )

SK70 瀬戸美濃系磁器湯呑碗 瀬戸美濃系磁器卵殻手坏 7期

SK71 陶磁器なし -

SK73 瀬戸美濃系磁器湯呑碗・燗徳利 (6-7 期 )

SK74 瀬戸美濃系磁器湯呑碗・卵殻手酒坏・土瓶 産地不詳陶器三彩土瓶 7期

SK77 SK78 より古
桶 46 より新

SB25, 桶 46 は次冊報告 火災処理土壙 (文化期 ) 被熱遺物多量 肥前系磁器広東碗・小広東碗
SK78 と同一遺構ヵ

5期

SK78 桶 46,SK77 より新 SB25, 桶 46 は次冊報告 火災処理土壙 (文化期 ) 京都信楽系陶器半球碗 [5期 -]

SK89 SE4より古 肥前系磁器筒形碗 蓋の破片は広東碗ヵ (4-5 期 )

SK90 SB20 より新 瀬戸美濃系磁器端反碗 6 期

SK92 SK61 より古
SK95 より新

火災処理土壙 (文化期 ) 肥前系磁器広東碗 京都信楽系陶器小杉碗 5期

SK94 SK95 より新 火災処理土壙 (文化期 ) 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 (4-5 期 )

SK95 SK58・92・94より古 火災処理土壙 (文化期より前 ) 肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗の蓋・鎬文紅皿 4期

SK96 SD9 より古 肥前系磁器筒形碗のみ [4 期 -]

SK97 SD9 より古 陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 [4 期 -]

SK99 瀬戸美濃系磁器碗・端反碗の蓋 (6-7 期 )

SK100 陶磁器極少 肥前系磁器小広東碗 京都信楽系陶器小杉碗 (5 期 )

SK105 陶磁器なし -

SK107 SE3,SG2,SK50 より
古

肥前系磁器蛸唐草文御神酒徳利 [5-6 期 ]

SK391 火災処理土壙 (文化期 ) 陶磁器極少 肥前系磁器碗・仏飯器のみ 瓦が SK392 出土破片と接合 
SK392・393 と同時期

5期

SK392 SK393 と掘り込み面同一 火災処理土壙 (文化期 ) 被熱陶磁器多量 肥前系磁器広東碗 京都信楽系
陶器小杉碗

5期

SK393 SB42 より古 SK392 と掘り込み面同一 火災処理土壙 (文化期 ) 被熱遺物多量 景徳鎮窯系磁器端反碗 彰州窯系
赤絵磁器 肥前系磁器端反碗 京都信楽系陶器小杉碗

5期

B5j4-P1 産地不詳陶器白土染付土瓶の蓋のみ (7-9 期 )

B5j5-P1 陶磁器なし -

B5j5-P2 陶磁器なし -

遺物包含層 1 SD2・3・4 より古
遺物包含層 (二面 )
より新

旧 SG1 瀬戸美濃系磁器型紙摺絵染付丸碗・皿 ,酸化コバルト染付皿・坏 ,酸化クロム青磁釉皿・
坏 銅版転写染付磁器がないためゴム印判染付磁器丸碗は混在 景徳鎮窯系青磁 徳化窯系磁器碗　

9期
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桶 54 SK527 より新 桶内に焼けた壁材多量 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 ･皿 [4期-]廃絶

桶 55 SK538 より新 桶内に焼土 ･炭化物多量 陶磁器極少 肥前系磁器梅樹文碗 [6期-]廃絶

桶 56 桶内覆土に浅間 A軽石 陶磁器少量 肥前系磁器筒形碗 (5期)廃絶

桶 58 陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器鉄絵山水楼閣文長石釉碗
掘方に肥前系磁器粗製梅樹文碗、瀬戸美濃系陶器 4片

(7期 )廃絶

桶 59 陶磁器少量 掘方に瀬戸美濃系磁器端反碗 ,真壁系土器甕 (7期 )構築

桶 60 SK188 より新 瀬戸美濃系磁器端反碗 真壁系土器甕 7 期

桶 61 掘方 陶磁器少量 肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗 (4 期 -)

桶 62 陶磁器少量 肥前系磁器外面青磁筒形碗 京都信楽系陶器鉄絵筒形碗 (4-5 期 )

桶 65 SK188 より新 肥前系磁器広東碗の蓋 産地不詳陶器鉄釉土瓶 真壁系土器甕 6-7 期

桶 66 陶磁器少量 肥前系磁器広東碗 掘方に京都信楽系陶器小杉碗 (5 期 )

桶 71 陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器半球形丸碗 在地系丸底焙烙 18 世紀中葉までの陶磁器のみ (4-5 期ヵ )

桶 82 陶磁器極少 肥前系磁器厚手端反形坏 -

桶 91 SK258 より新 旧 SK172 掘方内に浅間 A軽石 陶磁器少量 肥前系磁器小広東碗 (5期 )構築

SE9 陶磁器極少 肥前系磁器小碗 京都信楽系陶器合子の蓋 縄文前期土器 -

SE10 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 -

SE11 SA14P8 より古
SK190･315 より新

陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器奈良茶碗 [6 期 -]

SE22 SK139 より新 旧桶 57 瀬戸美濃系陶器柿釉甕 産地不詳陶器土瓶 硬質瓦質土器丸火鉢 瀬戸美濃系陶器緑釉植木
鉢は第一面桶 34 と接合

7-8 期

SD14 陶磁器なし -

SD17 陶磁器少量 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3期 )廃絶

SD18 SA14 より古
SK315･336 より新

陶磁器少量 肥前系磁器広東碗の蓋 産地不詳陶器灰釉土瓶 [6-7 期 ]
廃絶

SA10 SK538 より新 陶磁器なし [6 期 -]

SA12 SK316･539 より新 陶磁器なし [5 期 -]

SA14 SE11,SD18,SA18,
SK190･194･276･
315･336 より新

陶磁器なし [6 期 -]

SA18 SA14 より古 
SK223･276 より新

SK223は次冊報告 瀬戸美濃系陶器丸皿 陶磁器は 18 世紀代のみ 古墳前期土師器 (小型壺か坩 ) [4-5 期 ]

区画施設1 陶磁器極少 肥前系磁器「ハ」字状高台腰張碗の蓋 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 (4 期 )

焼土 4 焼土 7より古 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 (4 期 -)

焼土 5 SK539 より新 陶磁器なし [5 期 -]

焼土 6 陶磁器極少 肥前系磁器小丸碗 (4 期 -)

焼土 7 焼土 4より新 陶磁器なし [4 期 -]

焼土 8 陶磁器なし -

SK139 SE22 より古 肥前系磁器広東碗の蓋 産地不詳陶器灰釉土瓶 5期

SK140 SE3(一面 )より古 陶磁器極少 瀬戸美濃系磁器酸化クロム青磁釉鎬文坏は混入か判断難 瀬戸美濃系磁器端反碗 -

SK141 SB12(一面 )･SK53
( 一面 )より古

肥前系磁器広東碗の蓋 瀬戸美濃系陶器馬目皿 5期

SK142 陶磁器少量 肥前系磁器筒形碗 瀬戸美濃系陶器柳茶碗 (4-5 期 )

SK146 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 (4 期 -)

SK148 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器丸碗形片口鉢 -

SK150 SK220 より新 陶磁器少量 肥前系磁器朝顔形開口碗の蓋 京都信楽系陶器小杉碗 (4 期 )

SK151 陶磁器少量 肥前系磁器外面青磁筒形碗 瀬戸美濃系陶器柿釉甕 (4 期 )

SK152 陶磁器少量 肥前系磁器筒形碗 (4 期 )

SK153 肥前系磁器広東碗 5期

SK155 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器半球碗 [5期 -]

SK158 陶磁器少量 瀬戸美濃系磁器近代燗徳利 地方窯系陶器柿釉甕 (9 期 )

SK159 SK539 より新 陶磁器極少 肥前系磁器粗製皿 瀬戸美濃系陶器一升徳利 [5期 -]

SK162 陶磁器少量 肥前系磁器柳 ･鵲文碗 18 世紀代の陶磁器のみ (4-5 期 )

SK163 SK175･316 より新 肥前系磁器「ハ」字状高台腰張碗 瀬戸美濃系陶器鎧茶碗 4期

SK164 陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器鉄灰釉左右掛け分けせんじ碗 18 世紀の陶磁器のみ (3期 -)

SK165 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3期 -)

SK166 SK252 より新 陶磁器少量 肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗 (4 期 )

SK168 SK175･179 より新 陶磁器多量 肥前系磁器端反碗　一部の陶磁器に弱い被熱 ･煤付着 SK258 と接合 5期

第 209 表　第二面遺構時期推定一覧表
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SK169 SK179 より新 陶磁器多量 肥前系磁器広東碗 肥前系磁器猪口が SK195( 次冊報告 )と接合 5期

SK173 陶磁器極少 肥前系磁器小丸碗 (4 期 -)

SK175 SK163･168 より古 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 重複関係から瀬戸美濃系磁器端反碗 ･瀬戸美濃系陶
器折枝梅花文端反碗は混入と判断

[3 期 ]

SK179 SK168･169 より古 火災処理土壙 (文化期より前 )肥前系磁器外面青磁筒形碗 京都信楽系陶器小杉碗 4期

SK181 第一面 SK93 を吸収 桶 59･60 と接合関係 陶磁器少量 産地不詳陶器鉄釉細頸徳利 真壁系土器甕 (7 期 )

SK188 桶 60･65 より古 瀬戸美濃系磁器端反碗 産地不詳陶器青土瓶 ･鉄釉土瓶 ･灰釉土瓶 6期

SK189 SK539 より新 瀬戸美濃系磁器坏 産地不詳陶器灰釉土瓶 ･鉄釉土瓶の蓋 [6 期ヵ ]

SK190 SE11,SA14 より古 
SK315 より新

陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 18 世紀の陶磁器のみ [6 期 -]

SK194 SA14P6 より古 陶磁器少量 瓦質土器竈鍔 [6-7 期 ]

SK201 陶磁器少量 肥前系磁器「ハ」字状高台腰張碗 ･蛇ノ目凹形高台皿 (4 期 )

SK212 SK220 より古 肥前系磁器小広東碗 ･広東碗 陶器灰釉土瓶 [4 期 ]

SK220 SK150 より古 
SK212 より新

陶磁器なし [4 期 ]

SK225 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器鉄釉灰釉左右掛け分けせんじ碗 18 世紀ヵ -

SK226 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器腰錆碗 18 世紀ヵ -

SK228 SK288 より新 陶磁器少量 肥前系磁器粗製皿 18 世紀ヵ [3-5 期 ]

SK238 陶磁器少量 肥前系磁器「ハ」字状高台腰張碗 (4 期 )

SK247 B5-J7P15 より古 
SK258 より新   　 

肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗の蓋 京都信楽系陶器「浅紅」銘色絵坏 4期

SK252 SK166 より古 陶磁器なし [-4 期 ]

SK253 SK52(一面 )より古陶磁器なし [-6 期 ]

SK258 桶 91,SK247 より古 肥前系磁器小丸碗 肥前系磁器蕎麦猪口は第三面 SK537 出土個体と接合 4期

SK276 SA14P2･3,SA18P3
より古

陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 (4-5 期 )

SK283 SK288 より新 肥前系磁器外面青磁丸碗 18 世紀中葉の陶磁器主体 4期

SK285 陶磁器極少 瀬戸美濃系磁器銅版転写染付坏 (9 期 )

SK288 SK228･283 より古 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3 期 )

SK315 SE11,SD18,SA14P8,
SK190 より古
SK344 より新 

陶磁器少量 瀬戸美濃系磁器端反碗の蓋 (6 期 )

SK316 SA12,SK163,
B5-J6P1 より古 

肥前系磁器筒形碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 4期

SK336 SD18,SA14P7 より
古

肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗 ･小丸碗 4期

SK344 SK315 より古 陶磁器極少 瀬戸美濃系磁器平碗 産地不詳陶器灰釉土瓶 [-6 期 ]

SK358 陶磁器極少 肥前系磁器粗製皿 瀬戸美濃系陶器腰錆碗 (3 期 )

SK527 桶 54,SK538, 遺物
包含層 2より古

肥前系磁器筒形碗 ･「ハ」字状高台腰張碗の蓋 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 4期

SK538 桶 55,SA10, 
SK527･539 より新

旧 SG5 陶磁器多量 瀬戸美濃系磁器端反碗 ･土瓶 産地不詳陶器青土瓶 ･三彩土瓶各 1片 (三彩土
瓶混入 )

6 期

SK539 SA12,焼土 5,SK159
･189･538 より古

旧 SG6 陶磁器多量 肥前系磁器鉄釉横帯筒形碗 ･広東碗 5期

B5I7-P1 陶磁器なし -

B5I7-P2 土器瓦燈のみ -

B5J6-P1 SK316 より新 陶磁器なし [4 期 -]

B5J7-P1 陶磁器なし -

B5J7-P2 陶磁器なし -

B5J7-P3 陶磁器なし -

B5J7-P4 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器腰錆碗 18 世紀前半ヵ -

B5J7-P5 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 産地不詳陶器両手鍋 18 世紀後半ヵ -

B5J7-P6 陶磁器なし -

B5J7-P7 陶磁器なし -

B5J7-P9 陶磁器なし -

B5J7-P10 陶磁器極少 肥前系磁器小丸碗 (4 期 )

B5J7-P11 陶磁器なし -
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B5J7-P12 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 -

B5J7-P13 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 -

B5J7-P14 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器京焼風平碗 -

B5J7-P15 SK247 より新 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器鉄灰釉左右掛け分けせんじ碗 [4 期 -]

B5J7-P16 陶磁器なし -

遺物包含層 2 SG2･3( 一面 ), 遺
物包含層 1( 一面 )
より古
SK527･538 より新

瀬戸美濃系磁器湯呑碗 ･卵殻手酒坏 産地不詳陶器青土瓶 7期

遺構 遺構新旧関係 最新期出土陶磁器　備考 推定時期

桶 85 樹皮堆積層より新 陶磁器なし -

SE13 SK513 より新 肥前系磁器筒形碗 4期廃絶

SE17 SK504内で検出 -

SE18 SK537 より新 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 [4 期 ] 廃絶

SE20 SK387 より古　
SK496, 樹皮堆積層
より新

旧 SK462 肥前系磁器広東碗 京都信楽系陶器「浅紅」銘色絵坏 5期廃絶

SE21 SK422 より古 旧 SK382 肥前系磁器広東碗 京都信楽系陶器端反碗 瀬戸美濃磁器燗徳利は混入 5期廃絶

SD20 樹皮堆積層より新 陶磁器少量 肥前系磁器雪輪草花文染付粗製碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3 期 )

SD21 SK515, 樹皮堆積層
より新

陶磁器少量 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3 期 )

SD22 SD24･26, 樹皮堆積
層より新

陶磁器なし [3-4 期 ]

SD24 SD22,樹皮堆積層
より古

陶磁器なし SD26 と同一 [3-4 期 ]

SD26 SD22,樹皮堆積層
より古

瀬戸美濃系陶器腰錆碗のみ SD24 と同一 [3-4 期 ]

SK361 SK457･458 より新 肥前系磁器梅樹文碗 3期

SK383 樹皮堆積層より新 陶磁器少量 肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗 瀬戸美濃系磁器片は混入 (4 期 )

SK384 陶磁器極少 肥前系磁器紅皿 陶磁器は 18 世紀のみ (5 期ヵ )

SK385 樹皮堆積層より新 陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 (3-4 期 )

SK386 樹皮堆積層より新 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器鉄灰釉左右掛け分けせんじ碗 18 世紀ヵ -

SK387 SE20, 樹皮堆積層
より新

肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗 [5 期ヵ ]

SK388 陶磁器少量 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器鉄灰釉左右掛け分けせんじ碗 (3 期 )

SK389 肥前系磁器外面青磁朝顔形開口碗 ･筒形碗 4期

SK390 肥前系磁器粗製碗 ･皿 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 3-4 期

SK421 陶磁器少量 肥前系磁器雪輪草花文碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3 期 )

SK422 SE21 より新 陶磁器少量 肥前系磁器コンニャク印判染付粗製碗 在地系土器丸底焙烙 [5 期 -]

SK423 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器腰錆碗 18 世紀ヵ -

SK424 樹皮堆積層より新 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器鉄灰釉左右掛け分けせんじ碗のみ [4期 -]

SK425 陶磁器極少 肥前系磁器粗製皿 瀬戸美濃系陶器鉄灰釉左右掛け分けせんじ碗 (3 期ヵ )

SK430 陶磁器なし -

SK431 陶磁器極少 瀬戸美濃系磁器卵殻手坏 19 世紀ヵ -

SK437 樹皮堆積層より新 陶磁器極少 志戸呂系陶器灯明皿のみ [4期 -]

SK438 樹皮堆積層より新 陶磁器極少 肥前系磁器丸碗形坏 [4 期 -]

SK450 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 -

SK456 SK504 より新 肥前系磁器外面青磁丸碗 瀬戸美濃系陶器灯明皿 4期

SK457 SK361 より古　 陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器灯明皿 [3 期 ]

SK458 SK361 より古　 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器腰錆碗 3期

SK496 SE20 より古
樹皮堆積層より新

陶磁器なし [-5 期 ]

SK502 樹皮堆積層より新 陶磁器なし -

第 210 表　第三面遺構時期推定一覧表
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遺構 遺構新旧関係 最新期出土陶磁器　備考 推定時期

SK504 SK456 より古 
樹皮堆積層より新

陶磁器多量 肥前系磁器外面青磁丸碗の蓋 ･外面青磁朝顔形開口碗の蓋 産地不詳陶器燗徳利 4期

SK507 SK537 より新 肥前系磁器朝顔形開口碗 ･筒形碗 瀬戸美濃系陶器灯明皿 4期

SK508 陶磁器少量 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3-5 期 )

SK509 陶磁器なし -

SK510 SK525･537 より新 陶磁器極少 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 [4 期 -]

SK513 SE13 より古 陶磁器少量 肥前系磁器梅樹文碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 (3 期 )

SK514 樹皮堆積層より新 陶磁器なし [4期 -]

SK515 SD21 より古
樹皮堆積層より新

陶磁器少量 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器腰錆碗 (3 期 )

SK516 SK518 より古 肥前系磁器外面青磁筒形碗 4 期

SK517 陶磁器多量 肥前系磁器外面青磁筒形碗 ･外面青磁朝顔形開口碗の蓋 瀬戸美濃系磁器は混入 浅
間 A降灰後に完全廃絶

4期

SK518 SK516 より新 肥前系磁器朝顔形開口碗 ･「ハ」字状高台腰張碗 瀬戸美濃系陶器太白手碗 4期

SK519 肥前系磁器梅樹文碗 ･粗製皿 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 3期

SK520 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 SK274･302( 次冊報告 )出土個体と接合あり 3期

SK521 樹皮堆積層より新 陶磁器極少 瀬戸美濃系陶器せんじ碗のみ -

SK522 樹皮堆積層より新 陶磁器極少 肥前系磁器雪輪草花文粗製碗のみ 18 世紀前半 -

SK523 陶磁器極少 肥前系磁器荒磯文染付碗 丹波系陶器擂鉢のみ (2 期 )

SK525 SK510･537 より古 陶磁器なし [-4 期 ]

SK526 SK537 より古 陶磁器なし [-4 期 ]

SK528 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 3-4 期

SK529 陶磁器極少 肥前系磁器コンニャク印判染付粗製碗 18 世紀前半 -

SK536 肥前系磁器粗製碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿 3-4 期

SK537 SE18,SK507･
510･524 より古
SK525･526 より新

旧 SK168 下層 SK524 は次冊報告 肥前系磁器筒形碗 瀬戸美濃系陶器柿釉灯明皿
18 世紀中葉までのものが主体

4期

樹皮堆積層 桶 85,SE20,SD20 ～
22,SK383･385 ～
387･424･437･
438･496･502･504･
514･515･521･
522 より古
SD24･26 より新

肥前系磁器筒形碗 瀬戸美濃系陶器せんじ碗 京都信楽系陶器小杉碗 3-4 期

遺構 SK51 SK52 SK53 SK54 SK58 SK392 SK393

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

JA
1 - 1

2 - 1

JB

1

g 2 4 1 2 1 6

i 1 1

j 37 73 1 3 5 1 1 1 1 2 1 1

l 44 65 1 3 2 4 3 1 2 2 5 3 6

m 45 59 1 3 1 2 5 1 1 1 5 1 3

n 20 34 3 8 2 3

q 2 2

r 1 1 1

u 1 1 1

v 1 1 1

v 大碗 1 1

x 1 1

不明 1 15 8 2 8

2

d 3

g 17 18 1 1 1 1 4 5

i 24 45 2 1 2

j 64 85 7 8 2 4 1 1 2 4

m 1
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遺構 SK51 SK52 SK53 SK54 SK58 SK392 SK393

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

JB

2

o 3 3 1 8 2

p 8 11

q 35 59 1 1 1

変形皿 7 8

不明 1 11 2 2 2

3 e 4 4

5
d 1 2

e 10 12 1 1

6

a 35 96 4 4 1 6 1

f 1 1

筒形 3 3

不明 3 3 3 1 2 3

7

a 19 23 5 7 1 1

b 1 5 1 1 3 4

不明 1

8

a 1 1

c 4 6

不明 3 2

9
a 1 1 1 1

b 1 1

10 - 1 1

11

a 1

b 1 1 6 7

c 1

12 - 7 7

13
a 4 9 1 4 1

不明 1 1

18
a 3 3 2 3

b 1 1

19 - 2 2

35 - 12 13 8 8 2

00

b 59 80 2 3 1 3 2 2 1 1 3

c 18 24 4 5 1

e 1 3

g 1 1

i 4 6

n 1 3

不明 1

- 不明 1

JC

1
d 49 76 2 2 2

e 4 5

6 f-c 銅版転写 1 1

00 b 2 8 9 15 1

TB 1
a 1 1

c 1 1

TC

1

c 1

l 1 1 1 1 1 1

m 1 1 1 1 1

s 2 2

u 1 4

v 1 2

不明 2

2

c 1

e 1 1 1 2 1 1

f 1 1

k 1
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遺構 SK51 SK52 SK53 SK54 SK58 SK392 SK393

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

TC

2
o 4 4 4 6 1 2 2 2 3 3 2 2

蛇ノ目高台大皿 2 2

5

c 1

l 2 6

不明 1

6 - 1 1 1 2

9 a 1

10

d 2 12

e 2 5

f 1 1

g 1 5 1 10 1 2 1 2

15

a 3 1 1

b 3 3 2 3 3 1 1 1 1

有耳壺 4

22 b 1 1 1

23
b 5 9 1

c 3 4

27
b 1 2

不明 1

29 - 1

31 - 1 1

34 - 4

40 c 4 5 3 3 2 2 1 1 5 5 1 1

41 - 1 1

00
a 1

g 1 1

TD

1

b 1 1 2

d 3 4 1 1 1 2 5

e 7 7

19 - 2 1 1

34 - 2 1 3

TE 10 - 3

TF
2 - 1 1 1

10 - 1

TG 15 - 1 17 3 1

TH 1 a 2 2

TK 29 - 1

TL 29 - 9 9 1 1 7 1

TZ

1 - 1

4 - 1 1

10
長頸壺 1 1

- 6 13 1

33 a 1 1 3

34

a 4 10 2 6

b 1

e 1

g 2 10 4 9

不明 3 3

44 - 3 3

00

a 2 4 1 1

e 1 1 1 1

g 1 1

k 1 1
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遺構 SK51 SK52 SK53 SK54 SK58 SK392 SK393

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

DZ

2

b 江戸 2 2

g 1 1

不明 1

15 真壁 1 5 2

21 a 1 1

31

b 24 40

f 1 2

i 1 1 1 4

k 1 3

k在地系 2 2

脚付 1 3 3 3 3 3 3 7

瓦質在地系 1 1 1 1

江戸在地系 1 1 3

45 - 1 1

47

a 9 13 2 6 2 2

b 瓦質 50 53 3 4 1 1 2 1 1 3 3

把手付 1 1

48 c 三河 1

51 w 1 1

00
h 2 2 1

不明 1 1

- 土管 2

磁器合計 546 876 73 109 10 39 9 38 13 18 7 38 15 38

陶器合計 79 160 25 54 7 24 4 10 16 29 3 8 5 33

土器合計 93 124 7 8 8 15 3 9 7 20 0 1 5 6

総計 718 1160 105 171 25 78 16 57 36 67 10 47 25 77

遺構 SK168 SK169 SK179

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片

JB
1

d 1 3 3

f 6 3

f 色絵 3

f 粗製 1

f 厚手 1 1

g 5 19 2 6

g「板屋」銘 1 1

i 1 1 2 3

j 1 4 1 3

l 17 25 13 16 1 2

l 鉄釉横帯 3 5

m 4 13 2 6

n 1 1

q 2 6 1

r 1 3 2 3

v 6 11 4 7 2

v 雪輪草花分 3 3 3 3

色絵 1 1

不明 1 17 8 2

2 g 7 10 5 6 1 2

遺構 SK168 SK169 SK179

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片

JB

2

j 1 2 4 4

k 1 1

l 2 2

m 1 1 3 3 1 1

o 2 4 3 4

p 2 2 4

q 1 1

不明 1 4 2 3

5 不明 3 1

6

a 2 7 3 5 1 1

b 1 1

f 2 2

7

a 1 1

b 5 9 3 5

不明 2 1

8
c 2 2

不明 1

9 b 1 1

10 a 1 1

11 b 1 5 3 7 1 2
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遺構 SK168 SK169 SK179

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片

JB

19 - 1 1 2

22
b 1 1

- 1 1 1

00

a 2 1

b 5 8

e 1 3 3

i 1 1

j 1 1

不明 1

TB

1 a 1 1 3 1

2 i 1

5 不明 1

23 a 1 1

TC

1

a 1 1

c 2

e 1 1

l 12 4 13

m 1 6 1 12

m 鉄絵 2 3

n 1 1

o 2 2

r 2 4 1

s 2

u 1 8 2 2

v 1 3

緑釉丸碗 1 1

不明 1

2

e 1 3 2 4

o 7 11 8 14

p 1 1 1 1

蛇ノ目高台大皿 2 3

不明 1 2 2

5

a 1 1

c 1

l 1 1 1

不明 1 3 3

6
浅江 1 2 2

- 1 1 19 27

8 - 2 13

9

a 3 5 3 4

b 1 2

d 1 2

10

d 1 3 2 2

e 3 1 2

f 1

g 4 1 2

不明 1

15
a 1 1 7

b 1 4 1

21 - 1 1 1

22 b 1 1 1

23 b 7 2

25 - 1 1

27 a 1 1 1 1

29 - 2 15 2

30 - 1 1

遺構 SK168 SK169 SK179

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片

TC

40
c 5 6 5 5

e 1 1 1 1

41 - 1 2 2

44 a 1

00

c 1

f 1 1

h 1 2

不明 1 1

- 不明 2

TD

1

b 3 7 5

b 色絵 2

d 3 3 1 1

d 鉄絵 1 1 1

g 1 1

i 1 4 1 1

w 4 6

不明 1 1

6 - 2

29 - 1

TF 10 - 1

TH
1 - 1 3

00 - 1 2

TK 29 - 1 1 1

TL
23 b 1 7

29 - 1 16

TZ

34
e 1 1

g 1 1

00

e 1 1

g 1 1

不明 1

DZ

2

b 粗 1 1

粗 1

不明 4 1 3

21 a 1 1

31

a 1 1 3 8

c 1

d 1

f 1 1 2 5

k 5 19 6 10

脚付 2 6 15

瓦質在地系 2 9 5 10

不明 1 1

43 - 2 2 2

47

a 9 18 11 12

b 瓦質 11 21 33 40 1 3

不明 1

48
c 1 1 1

不明 1 1

00
d 1 2

i 1

- 不明 2

磁器合計 72 179 78 137 5 12

陶器合計 57 177 76 171 3 5

土器合計 31 85 73 111 1 4

総計 160 441 227 419 9 21
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遺構 SK456 SK504 SK516 SK517 SK518 SK536 SK537

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

JB

1

b 1

d 1

e 1 2

f 1 3 6 1 1 5 13 1

f 色絵 1 1 1

g 4 8 1 22 2 14 4 13 3 1 2 4 6

g 大碗 1 1

i 2

j 2 2 1 1 6 2

l 3 4 3 4 1 5 18 25 4 6 1 1

q 1

r 1 1

u 4 5 1 1 3 4 1 1 1

v 4 18 54 5 22 32 48 8 29 6 10 4 14

v 大碗 1 1 1 1 1

v 雪輪草花分 5 5 6 6 1 1

x 1 1 1 1

不明 6 6 4 1 1 14

2

a 1 1

d 3 4

e 2 2

f 1 1 1

g 2 4 6 17 4 10 23 27 3 9 1 2 2

j 1 1 1 1 4 6

k 1 1 1

l 1 2 1 1 6 2

m 1 3 1 1 5 6 1 1

o 1 1

色絵 1

変形皿 1 1

角皿 1 1

不明 2 7 1 4 3 8 1 1

5 不明 1

6

a 2 1 3 1 2 4 6 2 3 1

a 平形 1 1

b 1 3 1 1 4

e 1 1 1

f 1 1 1 2

不明 1

不明色絵 1 1

7
b 1 1 4 5 2 2 9 9 3 4 1 1

不明 11 2 3 2 1

8

b 1 1

c 1 1

不明 1 2

9

a 1 1

c 3 3

d 1 1

不明 1 1 1

10 a 1 1

11

b 3 3 2 5 1 3

d 1

不明 1
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遺構 SK456 SK504 SK516 SK517 SK518 SK536 SK537

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

JB

12
色絵 1 1

- 1 2

18 a 色絵 1 1

22 - 1

00

a 1 1 2

e 6 7

i 1 1

j 1 1 1

- 不明 1

JC
2 型紙摺絵 1

34 - 1

TB

1

a 1 4

b 1 1

d 1 2

f 1 1

不明 1 1

2 a 1 1

5

a 2 1 1 1 1

b 1 3 1

不明 1 2

23 b 1 1

TC

1

a 1 5

g 2 2 1

h 2 9

l 1 14 15 45 7 28 8 13 3 22 1 4 3 5

m 1 4 3 1 4 1 1 1 5

m 色絵 1 3

n 2 3 2 2 1 1

o 1

s 2 2 1 1 2

u 2 4 16 43 3 11 6 12 2 6 1 10

v 1 2 5 6 2 5 4 5 1 1 1 1 1 4

ad 1 1 1

鉄釉丸碗 2

筒形碗 1 1

不明 27 8

2

b 1 1

c 1

d 1 1

e 1 3 7 12 1 9 4 5 1 2 1 4

g 2 2

h 1 1

i 1 1 1 1

k 1 2

n 1

o 2 2 4 7 5 5 9 12 1 1 3 3 1 3

p 1 1 1 1 1 1

q 1 1 1

不明 3 1 1 1 1 2

5

a 1 1

c 1 4 2 12 2 6 16 3

f 1 1

i 1 1 1 1

l 3

不明 1 1 2 4

6 - 1 6 4 11 4 15 8 13 6 13 3
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遺構 SK456 SK504 SK516 SK517 SK518 SK536 SK537

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

TC

8 - 1 1

9

a 1 2 4 1 1 1 4 5 1

b 2 2

c 1 1 1 1

d 1 1 4 4 2 1 1 1 1

e 2 4 1

10

a 1 1 2

d 1 1 2 7 2 8 5 2 11

e 1 1 1 1

f 1 1 2 2 2

g 1 2 1

不明 1 1 2

12 - 1 1

15

a 3 1 1 3 2

有耳壺 1 1

銭甕 1 1

22 b 1 1 1 1 1 2

23 b 1 3 8 4 2 11 2 2 6

24 b 1 1

25 - 1 1

29 - 1 3 4 7 1 1 5 11 1 2 1 2

30 - 1 1

31 a 1 1

34 - 1 1 1

40
c 2 3 5 5 1 1 10 11 3 3 4 4 1 1

e 1 1

41 - 1 1 1 3 1

44 a 2 2 2 2

00 a 1

- 不明 1

TD

1

b 1 4 1 8 5 1 8 2 6 10

b 色絵 1 1 2 1 1

b 鉄絵 2 2 2 2 1 2 2 2

i 1 4

6 - 2

00 - 1 1

TE

5 - 1 1

10 - 1 1

29 - 1 1

TF

2 - 2 2 3 5 1 1 1 1 1 3

9 - 1 1

10 - 1 1

40 - 4 4 2 2 3 3 1 1 1 1 1 1

TK 29 - 3 13

TL 29 - 2 5 4 1 6 2 3 1 4 1 1 2 2

TZ

4 - 1

19 - 1 1

33 a 1 3

TZ 44 - 1 1

DZ

2

b 4 4 3 3 4 4 1 1 1 6

b 江戸 2 2 1 1 2 2 3 3

粗 2 2

不明 6 3 2 5 1 6 1 7

15 - 1 1

21 a 1 1

31 a 1 1
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遺構 SK456 SK504 SK516 SK517 SK518 SK536 SK537

産
地

器
種

細別 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片 底部 破片

DZ

31

b 1 2 2 2 1 1 1 1

d 1 1

f 1 3 9 10 5 7 5 1 1

i 3 6 1 7

k 3 5 3 6 2 12 1 1

脚付 5 12 2 8 3 12 34 62 5 21 3 9 1 4

江戸在地系 1 1 2 1

在地系 5 5 3 11 2 3 2 11 7 13 1 4

- 1 1

43 - 1

44

c 1 1 1 1

d 瓦質 1 1

e 1

45 - 1 2 3

47

a 1 1 1 1 47 50 3 1 1 1 1

b 土師質 3 9

b 瓦質 4 6 34 43 15 32 100 110 33 37 5 6 19 26

48 c 1 1

00 h 1 2 1 2 1

-
土管 1

不明 1 4 2 4

- 須恵器 1 2

磁器合計 17 45 51 160 28 76 146 231 25 71 11 19 15 57

陶器合計 29 80 87 243 40 128 103 195 37 102 14 20 34 137

土器合計 17 34 61 95 36 72 197 264 55 109 11 18 35 69

総計 63 159 199 498 104 276 446 690 117 282 36 57 84 263

第 211 ～ 213 表　凡例
　主要遺構から出土した陶磁器について、器種判別可能な遺物について底部破片数（蓋は頂部破片数、十能は把手破片数）、総破片数のカ
ウントを行った。産地・器種・細別は東京大学構内遺跡群の分類・記号（東京大学埋蔵文化財調査室『年報２』1999・『年報７』2011）を
使用した。分類にない器種は次の通りである。
 JB1 で口径が 12cm を越えるものは分類記号の後に「大碗」を付した。JB1g 板屋は「板屋」銘染付が施された粗製碗を示す (第 311 図１）。
JB1l 鉄釉横帯は、蛇の目高台で体部中位に横帯状の鉄釉が施される筒形碗である ( 第 299 図 15・16)。JB2 変形皿は平面変形の型紙摺絵
小皿 ( 第 198 図 36 ～ 41)、JB2 角皿は方形で付高台の型成形皿を示す ( 第 489 図 28)。JB6 平形は高台径が小さく器高が低い丸腰の坏 ( 第
547 図 6) で、紅坏の可能性があるものである。JC6fa ～ c は『南広間地遺跡』(日野市 2003) の第 111 図「近・現代磁器碗の器形とその変遷」
の「⑨ a端反形坏」「⑨ b端反形坏」「c～」に対応する。
　TC6 浅紅は上絵付で「浅紅（寶結び文）」を描いたもので、江戸地域では稀である ( 第 314 図 54・55)。TZ10 長頸壺は東北・北関東地方
を中心に分布する大形の徳利で、いわゆる「すず徳利」と呼ばれるものである ( 第 176 図 62)。TC15 有耳壺は鉄・灰釉の双耳～四耳壺であ
る。TC15 銭甕は、TC15a に類似するがベタ底に糸切痕が残り、口唇部が露胎のものである ( 第 507 図 33)。産地不詳、地方窯系陶器・土器
のうち、産地推定が可能なものについては分類コード後に（松岡系、真壁系などの）産地名を付した（例 TZ34k 松岡、DZ2b 江戸 )。
　DZ31 脚付は輪高台状の高い脚を有し、江戸地域では稀である ( 第 182 図 23)。DZ47b 瓦質は北武蔵地域に分布する瓦質平底焙烙 ( 第 185
図 31)、DZ47 把手付は体部に対して、水平に筒状把手が付く小形の焙烙である ( 第 192 図 50)。DZ2b 粗、DZ2 粗は利根川流域を中心に分布
する胎土に角閃石が多く含まれる在地系かわらけを指す ( 第 303 図 66)。土器のうち分類コード後に「在地系」と付したものは、利根川流
域を中心に分布する胎土に角閃石を多く含む土器の一群を示す。
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（１）はじめに

　栗橋宿西本陣跡では、過去の洪水に由来すると

みられる堆積物が複数観察された。標準土層にお

ける洪水堆積物と人為的堆積物の関係を知るため

に堆積物微細構造観察を試みた。

（２）試料

　試料は、調査区北東部の１地点（第７図　基本

土層（３）東壁１）より採取した柱状を呈する不

撹乱堆積物試料である。調査地点の断面写真およ

び試料採取位置を第 606図に示す。なお、不撹

乱堆積物試料の採取層準は、発掘調査所見から江

戸時代後期から近代以降の年代が推定されてい

る。

（３）分析方法

　調査地点の断面から採取した不撹乱堆積物試

料について、肉眼およびＸ線写真撮影観察を実

施する。試料は厚さ１cmまで板状に成形し、湿

潤状態のまま管電圧 40kvp、電流２mA、照射時

間 120秒のＸ線強度条件においてＸ線写真撮影

を実施し、富士コンピューテッドラジオグラフィ

（FUJIFILM computed radiography）によるデジ

タル画像化を実施した。撮影・デジタル画像化は

公益財団法人元興寺文化財研究所の協力を得た。

なお、Ｘ線写真では礫や酸化鉄など密度の高い物

質が明色（白色）を呈し、有機質に富む堆積物や

植物遺体など密度の低い物質が暗色を呈する。

（４）結果・まとめ

　１地点における堆積物試料およびＸ線写真を第

607図に示す。１地点の堆積物は、現地調査およ

び採取試料の層相観察の結果、17層準に区分さ

れた。ここでは便宜的に上位より層準１～層準

17を付し、以下に下位層準より堆積・土壌構造

および推定される成因等について記す。

　層準17：採取試料最下部にあたり、地層全体

の層厚・構造を把握できないが上部１cm程度の

垂直範囲では葉理構造が発達する泥質砂からな

る。葉理構造は側方に連続せず、人為的に削平さ

れている。上位層との層界は明瞭である。Ｘ線写

真でも葉理構造が確認される。本層準は層相から

洪水堆積物の可能性が考えられる。

　層準16：塊状を呈する黄灰色泥質砂～砂質泥、

暗灰～灰色砂質泥～泥質砂の偽礫・微小ブロック

からなる堆積物。生物擾乱が著しい。下部と上部

で構成する偽礫の大きさ・形状などが異なる。下

部は、大きさ２cm以下で亜角～亜円のブロック

状を呈する。母材は有機質に富む堆積物からなり、

偽礫間の間隙・孔隙は認められない。上部は５cm

程度の刃状・板状の形状を示す比較的大きな偽礫

が散在し、灰色砂質泥など砕屑物主体のものが散

在する。これら砕屑物主体の偽礫は塑性変形して

　栗橋宿西本陣跡から検出された遺構の性格や土

層の堆積状況、周囲の自然環境等を把握するため

に各種自然科学分析を行った。

　まず、洪水堆積物の痕跡の確認および堆積物の

形成過程を把握するために堆積物微細構造観察と

砂粒組成分析・粒度分析を行った。

　また、周囲の自然環境を推定するために花粉分

析、珪藻分析を行った。

　そのほか、第 517号土壙の堆積物の由来を明

らかにするため、テフラの検出同定と重軽鉱物分

析を行った。

　さらに、当時の人たちが摂取・利用していた食

物・植物や使っていた木製品の樹種を明らかにす

るため、種実・樹種同定を行った。

　建物の構築年代を推定するために、放射性炭素

年代測定も実施した。
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第 606 図　試料採取位置
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第 607 図　試料写真・Ｘ線写真
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いる。最上部は著しく擾乱されており、偽礫が細

粒化している。Ｘ線写真でも同様の層相変化が確

認され、上部では砕屑物主体の偽礫が明色を呈し

ている。最上部は肉眼観察結果とは異なり、明色

を呈する領域が存在するが、これは鉄分によるも

のと推定される。以上のことから、層準16は滞

水域において、人為的営力により充填された堆積

物と推定される。堆積後、上位の層準15形成期

までの間に多少の堆積休止期を挟在しているとみ

られる。

　層準 15：層準 16の上位を層厚２cm弱でシー

ト上に覆う泥質砂である。不明瞭ながら葉理構造

が確認される。上位層準の客土形成時の上方から

の応力によって塑性変形している。Ｘ線写真では

葉理構造が明瞭に確認される。滞水域に流動移動

した堆積物と推定される。

　層準14：葉理構造を残す泥質細粒砂～細粒砂

質泥、泥混じり中粒砂～粗粒砂の偽礫堆積物から

なる。本層準の構造はＸ線写真で明瞭に確認され

る。泥質堆積物の偽礫は、大きさ８cm前後の板

状を呈しており、その配向は不規則であり、かつ

塑性変形している。以上の層相から、本層準は滞

水域において、河川の氾濫堆積物を利用して人為

的に投棄された客土と判断される。

　層準13：層準14の上位に層状に積層する泥質

砂。不明瞭ながら葉理構造が確認される。上位層

との層界付近には鉄分が沈着しており、Ｘ線写真

では明色を呈する。洪水堆積物と推定される。

　層準12：泥質砂の偽礫が混じる中粒砂～粗粒

砂からなる。擾乱されており、初生の堆積構造は

認められないが、本来は層準13に連続する洪水

堆積物が人為的に撹拌されている可能性が考えら

れ、当該期の地表をなしていた可能性がある。

　層準11：泥質砂～中粒砂の葉理からなる掃流

堆積物。Ｘ線写真でも葉理構造が明瞭に確認され

る。洪水堆積物と推定される。

　層準10：腐植質砂質泥、灰色泥質砂～灰色泥、

灰白色泥混じり砂など、由来の異なる堆積物・土

壌の偽礫からなる。１cm以下の炭片が混じる。

Ｘ線写真をみると、中・上部層準において明色を

呈する堆積物の密度が高くなっている平坦な層準

が確認される。以上から、本層準は下位の層準

11に連続する洪水堆積物の一部と、堆積後の人

為的営力で形成された客土堆積物からなり、中・

上部層準が当該期の地表をなしていた可能性があ

る。

　層準９：泥質砂～砂質泥の葉理からなる掃流堆

積物。上方粗粒化する洪水堆積物。上部（層準９ａ）

は堆積後の擾乱により堆積構造が乱れている。　

　層準８：層準９形成後に掘削されている遺構を

充填する堆積物。遺構斜面付近には層準10・９

に由来する葉理構造を残す泥質砂の偽礫が確認さ

れる。掘削時に生じた偽礫とみられる。斜面より

離れた場所で砂質泥～泥質砂、細礫混じり粗粒砂

など、由来の異なる堆積物の偽礫で充填されてい

る。人為的堆積物と判断される。

　層準７：泥質砂～粗粒砂の葉理からなる掃流堆

積物。氾濫堆積物の示相構造である逆級化を示し

ている（増田・伊勢屋1985）。上部は堆積後に擾

乱されており、偽礫状を呈し（層準７ｂ）、その

上位に密度の高い堆積物からなる均質な、良く

締まった砂質泥堆積物が確認される（層準７ａ）。

Ｘ線写真でも、肉眼で確認される堆積構造・土壌

構造が認められ、上部の層準７ａにおいて均質な

明色を呈する。以上のことから層準７は洪水堆積

物と堆積後の擾乱、および整地層（版築？）から

なると推定される。

　層準６：逆級化する泥～中粒砂の葉理からなる

掃流堆積物。上部は擾乱が及んでおり、初生の構

造が乱れている。Ｘ線写真では上部にかけて明色

化しており、最上部で最も密度が高くなっている

ことがうかがえる。以上の層相から、本層準は洪

水堆積物と推定され、堆積後に離水し、地表をな

していたと推定される。
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　層準５：泥質砂～砂質泥の偽礫と泥混じり中粒

砂～粗粒砂の偽礫からなる堆積物。偽礫の大きさ

は下部で８cm前後と大きく、上部で２cm程度と

小さくなる。最上部では偽礫が潰れており、輪廓

が不明瞭になる。Ｘ線写真でも同様な層相変化が

確認され、中・下部では泥質堆積物の偽礫が明色

を呈し、基質部分と明瞭な明暗のコントラストを

なすが、上部では比較的均質な密度を示し、明色

化する。以上の層相から、本層準は人為的な客土

と判断され、上部は締固めなど圧密を受けている

と推定される。

　層準４：砂質泥～泥質砂の葉理からなる掃流堆

積物。逆級化を示す。下部は初生の葉理構造が残

存する（層準４ｂ）が、上部は擾乱されている（層

準４ａ）。Ｘ線写真では酸化鉄の沈着により葉理

構造が不明瞭となっている。以上の層相から、本

層準は洪水堆積物と判断され、堆積後に離水し、

地表撹乱が及んだと推定される。

　層準３：層準４上部の擾乱が進行する時期に掘

削された遺構を充填する堆積物。斜面から底部に

は掘削時に生じたとみられる層準４由来の偽礫が

張り付くように散在する。これらの上位は均質な

密度を示す泥質砂で充填されている。

　層準２：腐植混じり砂質泥、灰色泥質砂～砂質

泥、葉理構造をなす細粒砂～中粒砂の偽礫や微小

ブロックからなる堆積物。偽礫の大きさは上部ほ

ど小さくなる。最上部では偽礫の輪廓が不鮮明と

なる。Ｘ線写真でも最上部において、比較的均質

な明色化しており、良く締まっていることが確認

される。

　層準１：現在の客土である。

　以上、基本土層東壁（第606図）の層厚約1.3

ｍの堆積物中には、６層準において洪水堆積物が

確認された。これら洪水堆積物は層厚や構成する

粒度、層相が多少異なることから、当時の栗橋宿

に与えた影響も異なっていたと考えられる。また、

これらの洪水堆積物には上部層準が擾乱され、当

時の地表を構成していたと推定される層準も認め

られており、氾濫堆積物を利用した人為的堆積物

が厚く堆積する状況が確認された栗橋宿跡第８地

点(埼埋文2022a)とは異なる特徴が指摘される。

現段階では、本地点と他の発掘調査地点の堆積物

との層序対比には至っておらず、水害やその後の

復旧に関わる情報は調査地点のみに限定される

が、今後、洪水堆積物の面的な分布や地業の状況

などの発掘調査所見を含めた検討により、その詳

細が明らかになると考えられる。

（１）はじめに

　第一面以降を構成する洪水・人為的堆積物がい

ずれの水系に由来するものか、把握するために砂

粒組成分析・粒度分析を行った。

（２）試料

　試料は、「１　堆積物微細構造観察」の不撹乱

堆積物試料より採取した土壌４点である。分析

試料の内訳は、洪水堆積物と推定された堆積物

（層準７ｃ；試料14、層準11；試料20）、層準７

ｃ上位の擾乱を受けた堆積物（層準７ｂ；試料

13）、および氾濫堆積物を利用した客土と推定さ

れた堆積物（層準14；試料23）である（第606図）。

増田富士夫・伊勢屋ふじ子　1985　「逆グレーディング構造：自然堤防帯における氾濫洪水堆積物の示相堆積構造」

　　　　　　　　　　　　　　　   『堆積学研究会会誌22・23』108-116p　堆積学研究会

埼玉県埋蔵文化財調査事業団2022a　『栗橋宿跡Ⅵ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団473集

引用・参考文献
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（３）分析方法

・砂粒組成分析

　試料をペトロポキシにより包埋処理し、固化後、

ダイヤモンドカッターにより切断、整形して薄

片用のチップを作製する。チップの片面は＃180

～＃ 2500の研磨剤を用いて研磨する。研磨され

た面をプレパラートに貼り付けた後、チップ側を

厚さ５mm程度に薄く切断する。薄くなったチッ

プを＃ 180～＃ 800の研磨剤を用いて研磨機上

で厚さ 0.1mm以下まで研磨する。さらに、メノ

ウ板上で＃2500の研磨剤を用いて正確に0.03mm

の厚さに調整する。プレパラート上で薄くなった

岩石薄片の上にカバーガラスを貼り付け完成とす

る。砂粒の同定は、メカニカルステージを取り付

けた偏光顕微鏡を用い、ライン法により 200粒

を上限として同定・計数する。

・粒度分析（Wentworth区分）

　粒度分析（礫、砂 1/2φ、泥）は公文・立石

編新版砕屑物の研究法（1998）、上杉（1971,1972）

を参考に礫画分・砂粒子画分は篩別法、シルト以

下粒子画分はピペット法で行った。また、粒径区

分は Wentworth（1922）に従った。以下に分析

操作工程を示す。

　試料を風乾して２mmφ篩でふるい分ける。２

mmφ（～ 1.00 φ）篩上粒子は水洗・乾燥させ

た後重量を測定する。一方、２mmφ篩下粒子は

10.00 ～ 20.00 ｇをビーカーに秤量し、蒸留水

と30％過酸化水素水を加え、熱板上で有機物分

解を行う。分解終了後、蒸留水と分散剤（４％カ

ルゴン）を加え、撹伴しながら30分間音波処理

を行う。沈底瓶にこの懸濁液を移し、往復振とう

機で１時間振とうする。振とう終了後、水で全量

を1000mlにする。この沈底瓶を１分間手で激し

く振り、直ちに静置する。ピペット法に準じて

所定時間に所定深度から粗粒シルト（0.063mmφ

（４φ）＞）、粘土（0.0039mmφ（８φ）＞）を

10ml採取し、105℃で 24時間乾燥させた後、重

量を測定し加積通過率（質量％）を求める。ピ

ペット法終了後、懸濁液を 0.063mm 篩で水洗い

する。0.063mm 篩残留物を 105℃で 24時間熱乾

後、1.40mm φ（～ 0.5 φ）、1.00mm φ（０φ）、

0.71mmφ（0.5φ）、0.5mmφ（１φ）、0.355mm

φ（1.5φ）、0.25mmφ（２φ）、0.180mmφ（2.5

φ）、0.125mm φ（３φ）、0.088mm φ（3.5 φ）

篩でふるい分け、各篩毎に篩上残留物の重量を測

定し、加積通過率（重量％）を求める。重量計測

は下２桁まで読みとる。ピペット法およびふるい

分けで求められる加積通過率（質量％）から粒径

加積曲線を描き、Wentworth（1922）の粒径区分

毎の質量を算出する。なお、ふるい分けに用いた

篩は内径200mm、深さ60mmである。

（４）結果

・砂粒組成分析

　結果を第 214表、第 608図に示す。４試料の

組成は、いずれも石英と長石の鉱物片で合わせて

70%前後を占め、両輝石と角閃石および黒雲母か

らなる重鉱物粒が合わせて５～15％程度を占め

る。重鉱物の中では、４点ともに角閃石が最も多

い。

　岩石片は全体で20％ほどと少なく、火山ガラ

ス、花崗岩、安山岩、凝灰岩、砂岩、泥岩、チャ

ートの各岩石が認められた。これらの中で突出し

て多いものはなく、砂岩や泥岩の堆積岩類が４点

を通じてやや多い傾向にあり、試料13・23には

火山ガラスが比較的多く含まれる。

・粒度分析

　粒度分析結果を第 215表に示す。第 215表に

ついては、Folk and Ward（1957）による粒度係

数の評価も併せて示す。また、粒径累積加積曲線

を第609図に示す。

　４試料はいずれも、シルト分と粘土分が合わせ

て40～ 50％を占める泥混じりの砂質堆積物であ

る。砂分は、試料23以外の３点は細粒砂と極細

粒砂合わせて40％ほどを占める細粒傾向の強い
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組成を示し、試料 23はさらにその傾向が強く、

細粒砂と極細粒砂合わせて約60％を占める。

　粒度係数における評価のうち、淘汰度は４点と

もに「非常に悪い」であり、歪度は「著しい正の

歪」、尖度は試料13は「突出」、他の３点は「中

間的」である。

（５）まとめ

　栗橋宿の位置する加須低地から中川低地にかけ

ての利根川中流域の沖積低地は、利根川と荒川お

よび渡良瀬川など複数の河川が関連して地形を形

成してきた。それぞれの堆積物の形成に関わって

きた河川を推定する際に堆積物を構成する砂粒の

鉱物組成や岩石組成を指標とする方法がある（例

えばKubo,2012など）。これは、各河川の堆積物

は流域に分布する地質が反映されているという見

解に基づくものである。利根川、荒川、渡良瀬川

の３河川については、中野ほか（1998）、坂本ほ

か（1987）、須藤ほか（1991）などの地質記載を

参照すると、概ね以下のような傾向が示される。

利根川流域の特徴は第四紀の火山岩類と新第三紀

の凝灰岩の分布にあり、荒川は関東山地を構成す

る堆積岩類と三波川変成帯を構成する変成岩類が

特徴とされ、渡良瀬川は足尾山地を構成する堆積

岩類が特徴となる。

　１地点の４試料は、いずれも泥岩・チャートの

堆積岩類がやや多く、これに安山岩と凝灰岩が混

在するという岩片組成を示した。なお、微量混在

する花崗岩は、利根川最上流域に分布している。

このような組成から、各堆積物は主に利根川と渡

良瀬川の両河川から供給された砕屑物に由来する

と考えられる。試料23は客土とされる堆積物で

あるが、砂粒組成が他の試料に比べて大きく異な

っておらず、同様の河川流域より供給された堆積

物を母材としていることが推定される。
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第 609 図　粒径頻度および粒径累積加積曲線
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第 610 図　砂粒薄片
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　また、粒度分析結果では、試料14・20は泥分

が 50％強を占める砂質シルトであり、試料13・

23に比べてやや泥分が少ないという特徴が認め

られた。なお、粒度係数による評価は、４点とも

にほぼ同様である点を考慮すると、調査対象とし

た層準は概ね同様の堆積営力により形成された堆

積物、およびこのような堆積物を母材としている

と推定される。

（１）はじめに

　今回、栗橋宿西本陣跡から出土する花粉の種類

と構成比率を知ることで、宿場の住人達の活動が

周辺の植生にどのように影響してきたのか、西本

陣跡周辺の土地利用の変遷を知るために花粉分析

を試みた。

（２）試料

　分析試料は、第216表の６点である。

（３）方法

　花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をも

とに、以下の手順で行った。

１）試料から１㎤を採量

２）0.5％リン酸三ナトリウム（12水）溶液を加

え15分間湯煎

３）水洗処理の後、0.25mmの篩で礫などの大き

な粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

江口誠一・村田泰輔　1999　「関東平野中央部加須低地における完新世の環境変遷史」『地理学評論72』253-266p　

　　　　　　　　　　　　　日本地理学会

Fork,R.L. and Ward,W.　1957　「Brazons river bar,a study in the significance of grain size parameters. 」

　　　　　　　　　　　　　　　『J.Sed.Petrol,27』3-26p

Friedman,G.M.　1961　「Distinction between dune, beach, and　river sands from their textural 　　　　　　

　　　　　　　　　　　characteristic.」『J.sed.Petrol,31』514-529p

平井幸弘　1983　「関東平野中央部における沖積低地の地形発達」『地理学評論56』679-694p　日本地理学会

堀口萬吉　1974　「関東平野西部の地形区分と段丘面の変動」『垣見俊弘・鈴木尉元編　関東地方の地震と地殻変動』

　　　　　　　　119-127p　ラテイス

貝塚爽平・小池一之・遠藤邦彦・山崎晴雄・鈴木毅彦編　2000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『日本の地形』4　関東・伊豆小笠原　349p 東京大学出版会

小暮岳実　2011　「荒川低地へ向かった後期完新世の利根川旧流路　－妻沼低地における旧流路の復元－」

　　　　　　　　『地学雑誌120』585-598p　東京地学協会

Kubo,S.　2012　「Shifting of the Arakawa River in the Kanto Plaine,Central Japan,during the Late 　　　　

　　　　　　　　Holocene:A Geomorphological Approach」『Geographical Review of Japan Series B84』71-80p

中野俊・竹内圭史・加藤碩一・酒井彰・濱崎聡志・広島俊男・駒澤正夫　1998

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『20万分の 1地質図幅　長野』  地質調査所

坂本亨・酒井彰・秦光男・宇野沢昭・岡重文　1987　『20万分の 1地質図「東京」』　地質調査所

須藤定久・牧本博・秦光男・宇野沢昭・滝沢文教・坂本亨　1991

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『20万分の 1地質図幅「宇都宮」』  地質調査所

上杉陽　1971　「ふるいを用いた粒度分析法の吟味」『地理学評論　44』839-857p　日本地理学会

上杉陽　1972　「粒径頻度分布からみた風成砂・海成砂の諸特徴」『第四紀研究　11』49-60p　日本第四紀学会

Wentworth,C.K.　1922　「A scale of grade and class terms for clasticsediments.」『J.Geol30』377-392p

引用・参考文献



− 862 −

４）25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置

５）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセ

トリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマ

ン氏液を加え１分間湯煎）を施す

６）再び氷酢酸を加えて水洗処理

７）沈渣にチール石炭酸フクシン染色液を加えて

染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラー

ト作製

８）検鏡・計数

　検鏡は、生物顕微鏡によって300～ 1000倍で

行った。花粉の分類は同定レベルによって、科、

亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複

数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結

んで示した。同定分類には、所有の現生花粉標本

および島倉（1973）、中村（1980）を参照して行

った。イネ属については、中村（1974,1977）を

参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・

表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体

変化や類似種もあることからイネ属型とする。

（４）結果

１）分類群

　出現した分類群は、樹木花粉21、樹木花粉と

草本花粉を含むもの２、草本花粉23、シダ植物

胞子２形態の計48である。これらの学名と和名

および粒数を第 217表に示し、花粉数が 200個

以上計数できた試料については、周辺の植生を復

原するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグ

ラムを第 612図に示し、主要な分類群は顕微鏡

写真に示した。なお、寄生虫卵についても観察し

たが検出されなかった。以下に出現した分類群を

記載する。なお、「－」で結んだものは、種類間

の識別が困難のものを示す。

〔樹木花粉〕

　モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、ヤナギ属、サ

ワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属

－アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナ

ラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属－ケヤキ、

エノキ属－ムクノキ、トチノキ、ツツジ科、モク

セイ科、トネリコ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

　クワ科－イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

　ガマ属－ミクリ属、オモダカ属、イネ科、イネ

試料№ 試料採取位置 調査面 時期

1

B5-I4

基本土層北壁１第 37 層
第一面

遺物包含層１(上層 )
19 世紀後葉

2 基本土層北壁１第 39 層 遺物包含層１(下層）

3 基本土層北壁１第 46 層 第三面 18 世紀中～後葉以前

4 B5-J4 - 第三面 18 世紀中～後葉以前

5
C6-I2

基本土層東壁４第 15 層下
第二面

18 世紀後葉～ 19 世紀前葉

6 基本土層東壁４第二面確認面下 18 世紀後葉～ 19 世紀前葉

第 216 表　試料一覧

第 611 図　試料№４採取位置模式図
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分類群
B5-I4 ｸﾞﾘｯﾄﾞ B5-J4 ｸﾞﾘｯﾄﾞ C6-I2 グリッド

試料№ 1 試料№ 2 試料№ 3 試料№ 4 試料№ 5 試料№ 6
  学名   和名

Arboreal  pollen 樹木花粉

  Abies   モミ属 1 1

  Tsuga   ツガ属 1 1

  Pinus  subgen. Diploxylon   マツ属複維管束亜属 37 39 3 46 1

  Cryptomeria  japonica   スギ 53 92 1 28

  Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae   イチイ科 -イヌガヤ科 -ヒノキ科 2 1

  Salix   ヤナギ属 3 3

  Pterocarya  rhoifolia   サワグルミ 1

  Alnus   ハンノキ属 21 26 3 43 2

  Betula   カバノキ属 2 2 1 1

  Carpinus-Ostrya  japonica   クマシデ属 -アサダ 4 4 2

  Castanea  crenata   クリ 8 13 3 6 1

  Castanopsis   シイ属 7 2

  Fagus   ブナ属 1 1 1 1

  Quercus  subgen. Lepidobalanus   コナラ属コナラ亜属 5 8 46 26 1

  Quercus  subgen. Cyclobalanopsis   コナラ属アカガシ亜属 9 4

  Ulmus-Zelkova  serrata   ニレ属 -ケヤキ 13 3 1 3

  Celtis-Aphananthe  aspera   エノキ属 -ムクノキ 20 10 5

  Aesculus  turbinata   トチノキ 2

  Ericaceae   ツツジ科 1

  Oleaceae   モクセイ科 1

  Fraxinus   トネリコ属 1

Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉

  Moraceae-Urticaceae   クワ科 -イラクサ科 75 24 3 13

  Leguminosae   マメ科 4 1

Nonarboreal  pollen 草本花粉

  Typha-Sparganium   ガマ属 -ミクリ属 1 1 47

  Sagittaria   オモダカ属 2 1

  Gramineae   イネ科 66 99 24 74 1 5

  Oryza  type   イネ属型 20 46 2 40

  Cyperaceae   カヤツリグサ科 3 1 58 55

  Aneilema  keisak   イボクサ 1 1

  Polygonum   タデ属 1

  Polygonum  sect. Persicaria   タデ属サナエタデ節 21 5 3 1

  Rumex   ギシギシ属 4 1

  Fagopyrum   ソバ属 1 1 1

  Chenopodiaceae-Amaranthaceae   アカザ科 -ヒユ科 11 21 1 12

  Ranunculus   キンポウゲ属 3 3 1

  Cruciferae   アブラナ科 8 15 5

  Impatiens   ツリフネソウ属 1

  Haloragis-Myriophyllum   アリノトウグサ属 -フサモ属 2

  Hydrocotyloideae   チドメグサ亜科 1

  Apioideae   セリ亜科 1 3 1

  Labiatae   シソ科 1

  Plantago   オオバコ属 1

  Lactucoideae   タンポポ亜科 2 1

  Asteroideae   キク亜科 1 1

  Xanthium   オナモミ属 1

  Artemisia   ヨモギ属 5 8 25 20 24

Fern  spore シダ植物胞子

  Monolate  type  spore   単条溝胞子 4 5 53 7 1 4

  Trilate  type  spore   三条溝胞子 4 2 1 3 2 4

  Arboreal  pollen   樹木花粉 171 201 75 175 1 5

  Arboreal・Nonarboreal  pollen   樹木・草本花粉 75 24 7 14

  Nonarboreal  pollen   草本花粉 147 208 120 260 1 30

Total  pollen 花粉総数 393 433 202 449 2 35

Pollen  frequencies  of  1cm3 試料 1cm3 中の花粉密度 2.2 1.1 1.5 1.2 1.2 2.5 

× 10 4 × 10 4 × 10 3 × 10 4 × 10 × 10 2

  Unknown  pollen   未同定花粉 5 5 7 5 0 0

Fern  spore シダ植物胞子 8 7 54 10 3 8

Helminth  eggs 寄生虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Stone  cell 石細胞 (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Charcoal ・woods fragments 微細炭化物・微細木片 (+) (+) (+) (++) (+) (+)

微細植物遺体 (Charcoal ・woods fragments)　　　　　　　　　　　　　　　　（× 105）

　　未分解遺体片 0.9 1.1 0.8

　　分解質遺体片 17.8 29.8 25.2 40.0 4.7 4.7

　　炭化遺体片（微粒炭） 4.7 8.0 0.7 5.8 0.3 0.4

第 217 表　栗橋宿西本陣跡における花粉分析結果
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属型、カヤツリグサ科、イボクサ、タデ属、タデ

属サナエタデ節、ギシギシ属、ソバ属、アカザ科

－ヒユ科、キンポウゲ属、アブラナ科、ツリフネ

ソウ属、アリノトウグサ属－フサモ属、チドメグ

サ亜科、セリ亜科、シソ科、オオバコ属、タンポ

ポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

　単条溝胞子、三条溝胞子

２）花粉群集の特徴

①Ｂ５－Ｉ４グリッド

　花粉構成と花粉組成の変化から、下位より２帯

の花粉分帯を設定した。以下、分帯ごとに特徴を

記載する。

・試料№３（第三面）：Ⅰ帯期

　草本花粉の割合が高く47％を占める。次いで

樹木花粉が 29％、シダ植物胞子が 21％である。

草本花粉では、カヤツリグサ科の出現率が高く、

ヨモギ属、イネ科（イネ属型を含む）が伴われ、

セリ亜科、タデ属サナエタデ節が低率に出現する。

樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属が優占し、コ

ナラ属アカガシ亜属、シイ属が伴われる。

・試料№１・２（第一面遺物包含層１）：Ⅱ帯期

　Ⅰ帯期に比べ樹木花粉の占める割合がやや高く

なり、46％～ 43％になる。スギ、マツ属複維管

束亜属が増加することで特徴づけられ、ハンノキ

属、クリ、エノキ属－ムクノキが伴われる。草本

花粉では、Ⅰ帯期で優占したカヤツリグサ科は激

減し、イネ科（イネ属型を含む）の出現率が高く

なり、アカザ科－ヒユ科、アブラナ科、タデ属サ

ナエタデ節、オモダカ属が伴われ、ソバ属が出現

する。樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科が増

加する。

②Ｂ５－Ｊ４グリッド　試料№４（第三面）

　樹木花粉が 38％、草本花粉が 57％を占める。

草本花粉では、イネ科（イネ属型を含む）を主に

カヤツリグサ科、ガマ属－ミクリ属が伴われ、ヨ

モギ属、アカザ科－ヒユ科、アブラナ科、ソバ属

が低率に出現する。樹木花粉では、マツ属複維管

束亜属、スギ、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属

の出現率がやや高い。

③C６-I２グリッド　試料№５・６（第二面）

　いずれの試料も密度が極めて低く、花粉はほと

んど検出されないが、№６ではヨモギ属、イネ科、

ハンノキ属などが僅かに出現する。

（５）花粉分析から推定される植生と環境

１）Ｂ５－Ｉ４グリッド

　花粉群集の特徴から、分帯に沿って植生と環境

の復原を行う。

①試料№３（第三面）の時期：Ⅰ帯期

　近隣にはナラ類（コナラ属コナラ亜属）の落葉

広葉樹林が分布し、コナラ属アカガシ亜属、シイ

属の照葉樹が生育する。ナラ類（コナラ属コナラ

亜属）はクヌギなどが考えらえる。堆積地は、近

辺にカヤツリグサ科を主にイネ科の湿生草本が繁

茂し、湿地ないし沼沢の環境であったと推定され

る。周囲の乾燥したところにはイネ科の乾燥系草

本やヨモギ属の草本が分布していた。僅かではあ

るがイネ属型が出現し、やや遠方に水田が分布し

ていたことが示唆される。

②試料№１・２

　（第一面遺物包含層１）の時期：Ⅱ帯期

　スギ、マツ属複維管束亜属が増加することで特

徴づけられ、近隣にニヨウマツ類が植栽されてい

たか、または二次林ないし里山として生育してい

た。スギ林は造林として成立したとみられる。マ

ツ属複維管束亜属に関しては、内陸の二次林や里

山ではアカマツが比定されるが、植栽であればク

ロマツの可能性もある（新編武蔵風土記稿巻38

の絵図にも栗橋宿の周りにマツが描かれている）。

周辺には、ハンノキ属、クリも生育していた。イ

ネ属型に水田雑草のオモダカ属などが伴われるこ

とから、堆積地ないし周囲に水田が分布していた

か周辺地域で水田が大きく拡大したことが想定さ

れる。またソバ属が出現しており、耕地雑草のア
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カザ科－ヒユ科が伴われることから、周囲でソバ

の畑作が営まれたと考えられる。№１（第一面遺

物包含層上層）では、クワ科－イラクサ科のカナ

ムグラなどの草本と、二次林要素のエノキ属－ム

クノキ、ニレ属－ケヤキなどが増加することから、

二次植生が優勢となり、堆積地周辺がやや荒廃し

たことが推定される。

２）Ｂ５－Ｊ４グリッド　試料№４（第三面）

　イネ属型にガマ属－ミクリ属、カヤツリグサ科

が伴われることから、堆積地ないし周囲はガマが

生育する浅い湿地が示唆され、近隣には水田が分

布していた。樹木では、マツ属複維管束亜属の割

合が高く、より近隣でマツが植栽されていたと考

えられる。街道沿いなどに植栽されていたと推定

される。スギ林はやや遠方に分布し、ハンノキ属、

コナラ属コナラ亜属などの落葉広葉樹が周辺に生

育していた。Ｂ５－Ｉ４グリッド試料№３（第三

面）の時期（Ⅰ帯期）と同時期であるが、樹木花

粉組成は試料№３（第三面）の時期（Ⅰ帯期）と

の過渡的様相を示し、第三面でも上部の様相を示

していると推定される。

３）Ｃ６－Ｉ２グリッド　試料№５・６（第二面）

　花粉密度が極めて低く、花粉などの有機質遺体

が分解される乾燥ないし乾湿を繰り返す堆積環境

であったか、堆積速度が速く花粉が集積しなかっ

たと考えられる。試料№６の時期にはヨモギ属、

イネ科の花粉が出現し、陽当たりの良い比較的乾

燥した環境を好む人里植物ないし耕地雑草であ

り、堆積地は乾燥した環境であったと推定される。

周辺には樹木が少なくハンノキ属などが僅かに生

育していたとみなされる。

（６）まとめ

　栗橋宿西本陣跡で花粉分析を行った結果、下部

よりＢ５－Ｉ４グリッド試料№３（第三面）の時

期（Ⅰ帯期）は、二次林のクヌギとみられるナラ

類（コナラ属コナラ亜属）が近接して生育し、カ

ヤツリグサ科などの生育する沼沢の環境であっ

た。Ｂ５－Ｊ４グリッド試料№４（第三面）は、

ガマ属－ミクリ属の多い沼沢の環境であり、二葉

松類（マツ属複維管束亜属）が多くなり植栽の可

能性が示唆された。Ｂ５－Ｉ４グリッド試料№３

（第三面）とＢ５－Ｊ４グリッド試料№４（第三面）

では、樹木の様相まで異なり、同じ時期の中でも

Ｂ５－Ｊ４グリッド試料№４（第三面）は上部と

みられ、この時期以降に二葉松類が植栽され多く

なったとみなされた。試料№１・２（第一面遺物

包含層１）の時期（Ⅱ帯期）では、近隣に二葉松

類（マツ属複維管束亜属）の植栽や二次林ないし

里山、さらに周辺地域にスギの造林が成立してい

た。堆積地ないし周囲にはガマの生育する湿地が

分布し、近隣には水田が分布、拡大したと推定さ

れた。また、ソバなどの畑も営まれていた。試料

№１（第一面遺物包含層１上層）では放棄地に多

いクワ科－イラクサ科が多く、やや荒廃した可能

性がある。試料№５・６（第二面）では、花粉密

度が極めて低く、花粉などの有機質遺体が分解さ

れる乾燥ないし乾湿を繰り返す堆積環境であった

と推定された。参考までに、「４　珪藻分析（１）」

の結果と主要花粉から推定される環境・植生につ

いて第218表にまとめた。
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第 613 図　栗橋宿西本陣跡の花粉



４　珪藻分析（１）
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（１）はじめに

　今回、堆積環境の指標となる珪藻化石の分析を

行うことで、栗橋宿西本陣跡をとりまく水辺環境

がどのように変化していったのかを解明するため

に珪藻分析を行った。

（２）試料

　分析試料は、「３　花粉分析（１）」に用いられ

たものと同一試料の６点である（第 216表、第

611図）。

（３）方法

　以下の手順で、珪藻の抽出と同定を行った。

１）試料から１㎤を採量

２）10％過酸化水素水を加え、加温反応させな

がら一晩放置

３）上澄みを捨て、細粒のコロイドを水洗（５～

６回）

４）残渣をマイクロピペットでカバーグラスに滴

下して乾燥

５）マウントメディアによって封入し、プレパラ

ート作製

６）検鏡、計数

　検鏡は、生物顕微鏡によって600～ 1500倍で

行った。計数は珪藻被殻が 200個体以上になる

まで行い、少ない試料についてはプレパラート全

面について精査を行った。

（４）結果

１）分類群

　検出された珪藻は、中－貧塩性種（汽－淡水生

種）３分類群、貧塩性種（淡水生種）115分類群

である。破片の計数は基本的に中心域を有するも

のと、中心域がない種については両端２個につき

１個と数えた。分析結果を第 219表に示し、珪

藻総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイア

グラムを第 614図に示す。珪藻ダイアグラムに

おける珪藻の生態性はLowe(1974)の記載により、

陸生珪藻は小杉（1986）により、環境指標種群

は海水生種から汽水生種は小杉（1988）により、

淡水生種は安藤（1990）による。また、主要な

分類群は顕微鏡写真に示した。以下にダイアグラ

ムで表記した主要な分類群を記載する。

金原正明　1993　「花粉分析法による古環境復原」『新版古代の日本』第10巻　古代資料研究の方法248-262p　角川書店

金原正明　1999　「寄生虫．考古学と動物学」『考古学と自然科学２』151-158p　同成社

金原正明・金原正子　1992　「花粉分析および寄生虫」『藤原京跡の便所遺構－藤原京７条１坊－』14-15p

　　　　　　　　　　　　　奈良国立文化財研究所

金原正明・金原正子　2013　「植生と農耕における土壌層分析の実証的研究」『日本文化財科学会第30回大会研究発表会

　　　　　　　　　　　　　要旨集』112-113p　日本文化財科学会

金原正明・金原正子　2015　「堆積物と植物遺体の総合的研究」『日本文化財科学会第32回大会研究発表要旨集』

　　　　　　　　　　　　　146-147p　日本文化財科学会

中村純　1967　『花粉分析』82-102p　古今書院

中村純　1974　「イネ科花粉について、とくにイネ（Oryza sativa）を中心として」『第四紀研究　13』187-193p

　　　　　　　日本第四紀学会

中村純　1977　「稲作とイネ花粉」『考古学と自然科学　第10号』21-30p　日本文化財科学会

中村純　1980　『日本産花粉の標徴』91p．　大阪自然史博物館収蔵目録第13集

Peter J.Warnock and Karl J.Reinhard　1992　「Methods for Extraxting Pollen and Parasite Eggs from Latrine 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Soils」 『Jounal of Archaeological Science 19』231-245p

島倉巳三郎　1973　『日本植物の花粉形態』60p　大阪市立自然科学博物館収蔵目録第５集

引用・参考文献
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〔中－貧塩性種〕

　Rhopalodia  gibberula

〔貧塩性種〕

　Achnanthes   hungarica、Achnanthes  

lanceolata、Achnanthes   minutissima、

Amphora   copulata、Amphora   montana、

Aulacoseira   granulata、Aulacoseira  

sp.、Cocconeis   placentula、Cymbella  

silesiaca、Cymbella   sinuata、Cymbella  

t u r g i d u l a、Fra g i l a r i a    c a p u c i n a、

Gomphonema  minutum、Gomphonema  parvulum、

Gomphonema   spp.、Hantzschia   amphioxys、

Navicula  confervacea、Navicula  contenta、

Navicula   cryptocephala、Navicula  

cryptotenella、Navicula   elginensis、

Navicula   mutica、Navicula   pupula、

Navicula   spp.、Navicula   veneta、

Nitzschia   amphibia、Nitzschia   clausii、

Nitzschia   nana、Nitzschia   palea、

Nitzschia   paleacea、Nitzschia   spp. 、

Nitzschia   umbonata、Pinnularia   gibba、

Pinnularia   microstauron、Pinnularia  

s c h o e n f e l d e r i、Pin n u l a r i a    s p p .、

Pinnularia   subcapitata、Pinnularia  

viridis、Surirella  angusta

２）珪藻群集の特徴

　下位より珪藻構成と珪藻組成の変化の特徴を記

載する。

①Ｂ５－Ｉ４グリッド　試料№１、２（第一面遺

物包含層１）、３（第三面）

　試料№３（第三面）では、流水不定性種が

31％、真・好流水性種が 30％、陸生珪藻が 23

％、中－貧塩性種（汽－淡水生種）が７％を

占める。流水不定性種では特に優占する種は認

められず、真・好流水性種では、好流水性種の

Gomphonema   parvulum、沼沢湿地付着生種の性

格 を 持 つ Navicula   elginensis、Cocconeis  

placentula、中～下流性河川指標種のCymbella  

sinuata、Cymbella   turgidula の出現率がや

や高い。他に中－貧塩性種（汽－淡水生種）の

Rhopalodia  gibberula、陸生珪藻のNitzschia  

amphibia、Achnanthes   minutissimaが低率に

出現する。試料№２（第一面遺物包含層１下層）

では、流水不定性種が53％を占めるようになり

Nitzschia   palea、Achnanthes   hungarica、

Navicula  pupula、Navicula  venetaが増加す

る。他に真・好止水性種の Aulacoseira   sp.、

陸生珪藻のAchnanthes  minutissima、Amphora  

montanaが増加する。試料№１（第一面遺物包含

層１上層）では、陸生珪藻が36％になり、流水

不定性種、真・好止水性種が減少する。流水不定

性種のNavicula   venetaが増加し、Nitzschia  

palea、Achnanthes  hungaricaが減少し、陸生

珪藻のAchnanthes  minutissimaが倍増する。

②Ｂ５－Ｊ４グリッド　試料№４（第三面）

　流水不定性種が 51％、真・好流水性種が 21

％、陸生珪藻が 21％、真・好止水性種が７

％を占める。流水不定性種では、Navicula  

cryptocephala、Nitzschia   palea、Navicula  

veneta、Nitzschia  paleaceaの出現率が高く、

次いで好流水性種の Gomphonema   parvulum、

Surirella   angustaや、陸生珪藻のNitzschia  

amphibia、Achnanthes   minutissimaが比較的

多い。

③Ｃ６－Ｉ２グリッド　試料№５・６（第二面）

　試料№６（第二面）では陸生珪藻が61％を

占め、Achnanthes minutissima、Navicula  

contentaを主にNitzschia  nana、Pinnularia  

schoenfelderi、Navicula muticaが出現する。

試料№５（第二面）になると陸生珪藻が86％

を占めるようになり、Navicula contentaが

高率に出現し、Navicula mutica、Hantzschia  

amphioxysが伴われる。
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分類群
B5-I4 ｸﾞﾘｯﾄﾞ B5-J4 ｸﾞﾘｯﾄﾞ C6-I2 ｸﾞﾘｯﾄﾞ

試料№ 1 試料№ 2 試料№ 3 試料№ 4 試料№ 5 試料№ 6

貧塩性種（淡水生種）

Achnanthes  hungarica 10 68 2 11

Achnanthes  lanceolata 3 1 5 2 2 6

Achnanthes  minutissima 95 55 15 29 12 73

Amphora  copulata 3 7 2 1

Amphora  fontinalis 1 1

Amphora  montana 19 17 6 3 3

Amphora  pediculus 2

Amphora  veneta 1

Aulacoseira  ambigua 1 1 1 1 2

Aulacoseira  granulata 9 2 1

Aulacoseira  valida 1

Aulacoseira  sp. 54 1

Caloneis  bacillum 1 1 6

Caloneis  hyalina 1

Caloneis  silicula 2 2

Cocconeis  placentula 4 5 9 3 4

Cyclotella  meneghiniana 8

Cymbella  cistula 1

Cymbella  gracilis 3

Cymbella  minuta 1 1 3 4

Cymbella  naviculiformis 1 6 1

Cymbella  subaequalis 2 1

Cymbella  silesiaca 2 2 8 2 1 8

Cymbella  sinuata 2 2 16 1 7

Cymbella  tumida 1 1

Cymbella  turgidula 10 2 7 1 7

Diatoma  mesodon 1 1

Diploneis  pseudovalis 3 1

Diploneis  spp. 1

Epithemia  adnata 1 1

Eunotia  arcus 1

Eunotia  bilunaris 1 4 1

Eunotia  minor 1 5 1

Eunotia  paludosa-rhomboidea 1

Eunotia  pectinalis 1

Eunotia  praerupta 1 3 1

Fragilaria  brevistriata 2 1

Fragilaria  capucina 5 3 7 1 11

Fragilaria  construens  v.  venter 2 1 1

Fragilaria  exigua 1 1 3

Fragilaria  parasitica 1

Fragilaria  pinnata 1 1

Frustulia  vulgaris 2 2 3

Gomphonema  acuminatum 1

Gomphonema  angustatum 1

Gomphonema  angustum 1

Gomphonema  augur 1

Gomphonema  clevei 1 1

Gomphonema  gracile 1 2

Gomphonema  minutum 1 3 5 2

Gomphonema  olivaceum 1

Gomphonema  parvulum 22 20 21 64 2 4

Gomphonema  pseudsphaerophorum 1

Gomphonema  truncatum 2 1

Gomphonema  spp. 2 9 5

Gyrosigma  spp. 2 1 3

Hantzschia  amphioxys 3 1 5 2 18 7

Navicula  atomus 1 1 1

Navicula  clementis 2

Navicula  confervacea 3 1 13 3

Navicula  contenta 5 3 6 1 173 67

     Navicula  cryptocephala 88

Navicula  cryptotenella 1 6 4 8 1

第 219 表　栗橋宿西本陣跡における珪藻分析結果
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分類群
B5-I4 ｸﾞﾘｯﾄﾞ B5-J4 ｸﾞﾘｯﾄﾞ C6-I2 ｸﾞﾘｯﾄﾞ

試料№ 1 試料№ 2 試料№ 3 試料№ 4 試料№ 5 試料№ 6

Navicula  elginensis 5 17 38 1 2

Navicula  gallica 1 3

Navicula  goeppertiana 1

Navicula  halophila 3

Navicula  kotschyi 1 2 3 1

Navicula  laevissima 2

Navicula  mutica 6 13 2 60 15

Navicula  mutica  v.  ventricosa 1

Navicula  pseudoacceptata 2

Navicula  pupula 1 38 3 1

Navicula  radiosa 1

Navicula  rostellata 7

Navicula  trivialis 4

Navicula  veneta 89 17 4 19 1 4

Navicula  viridula 2

Navicula  spp. 1 3 4 3 11 3

Neidium  alpinum 1 2 1 2

Neidium  ampliatum 1 1 3 1

Neidium  spp. 1

Nitzschia  amphibia 2 4 40 3 1

Nitzschia  capitellata 1

Nitzschia  clausii 1 1 10 2 1 2

Nitzschia  nana 8 22 11 19

Nitzschia  obtusa 3

Nitzschia  palea 39 101 5 68 10 7

Nitzschia  paleacea 18

Nitzschia  recta 4

Nitzschia  umbonata 11 4 1

Nitzschia  spp. 12 6 1 3 7 6

Pinnularia  acrosphaeria 1

Pinnularia  appendiculata 2

Pinnularia  borealis 2 1 2

Pinnularia  braunii 2

Pinnularia  gibba 3 5 1 2

Pinnularia  lagerstedtii 3 1 4

Pinnularia  microstauron 4 5 2 1

Pinnularia  obscura 3 3 2 1

Pinnularia  schoenfelderi 11 14 6 1 3 22

Pinnularia  schroederii 2

Pinnularia  subcapitata 7 3 2 7 7

Pinnularia  viridis 1 5 5 2

Pinnularia  spp. 1 1 1 9

Rhopalodia  gibba 1 1 2 1 2

Stauroneis  lauenburgiana 3 2

Stauroneis  phoenicenteron 3 1 1

Stauroneis  smithii 4

Stephanodiscus  minutuls-parvus 2

Surirella  angusta 11 2 18 1

Surirella  ovata 4 3

Surirella  tenera 2

Synedra  ulna 1 2 8

Tabellaria  fenestrata-flocculosa 1 1 2

中−貧塩性種（汽−淡水生種）

Diploneis  interrupta 1

Nitzschia  levidensis 1

Rhopalodia  gibberula 1 1 25 2 1 1

　合　計 423 518 337 497 340 361

　未同定 4 10 9 9 3 6

　破片 92 72 198 83 104 149

試料１cm ３中の殻数密度 3.8 6.8 1.7 1.8 2.8 4.4 

× 10 6 × 10 6 × 10 5 × 10 7 × 10 5 × 10 5

完形殻保存率（％） 82.3 88.0 63.6 85.9 76.7 71.1 
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第 615 図　栗橋宿西本陣跡の珪藻　
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（５）珪藻分析から推定される堆積環境

１）Ｂ５－Ｉ４グリッド　試料№１・２（第一面

遺物包含層１）、３（第三面）

　試料№３（第三面）の時期は、水田にも多い種

類の流水性種ないし沼沢湿地付着性がやや多く

なり、流れを伴う水草の生育する沼沢の環境が

示唆される。中－貧塩性種（汽－淡水生種）の

Rhopalodia   gibberula が出現することから、

生活排水が流れ込み塩分濃度が多少高くなってい

たと考えられる。試料№２（第一面遺物包含層１

下層）の時期になると、流水不定性種が多くなり、

陸生珪藻と真・好止性種が主に伴われることから、

流水の影響を受けなくなり、池沼湿地の環境であ

った。典型的な好汚濁性種のNitzschia   palea

も出現し、汚濁が進み、水田と類似した環境が想

定される。試料№１（第一面遺物包含層１上層）

の時期になると、流水不定種と陸生珪藻が主要と

なり、不安定な浅い水域から湿地の環境になった

と推定される。

２）Ｂ５－ J４グリッド　試料№４（第三面）

　真・好流水性種を伴い流水不定性種が優占し、

流水の影響を受けるやや不安定な水域から陸域

の環境が示唆される。水田に多い Gomphonema  

parvulum、Nitzschia   amphibia、Achnanthes  

minutissimaが比較的多く、近隣に水田があった

か、水田の影響を受けたと推定される。

３）Ｃ６－Ｉ２グリッド　試料№５・６（第二面）

　陸生珪藻が優占するが珪藻密度は低く、湿った

環境から乾燥した環境であったとみなされる。下

部の試料№６（第二面）の時期は、流水不定性種、

真・好流水性種が出現することから、少ないが流

水の影響を受けることがあったと推定される。

（６）まとめ

１）Ｂ５－Ｉ４グリッド　試料№１・２（第一面

遺物包含層１）、３（第三面）

　各時期とも水域の環境であるがそれぞれ変化が

みられる。下部の試料№３（第三面）では流れを

伴う水草の生育する沼沢の環境で、塩分を含む生

活排水が流れ込む環境であった。試料№２（第一

面遺物包含層１下層）の時期になると流れ込みが

なくなり、池沼湿地の環境になる。試料№１（第

一面遺物包含層１上層）ではより浅い水域から湿

地の環境へと変遷した。

２）Ｂ５－Ｊ４グリッド　試料№４（第三面）

　流水の影響を受けるやや不安定な水域の環境が

示唆された。

３）Ｃ６－Ｉ２グリッド　試料№５・６（第二面）

　湿った環境から乾燥した環境であったと推定さ

れた。　

Hustedt,F.　1937 − 1938　「Systematische und ologishe Untersuchungen uber die DiatomeenFlora von Java,Bali 

　                      und Sumatra nach dem Material der Deutschen Limnologischen Sunda-Expedition」

                      　『 Arch.Hydrobiol,Suppl.15』131-506p

Lowe,R.L.　1974　『Environmental Requirements and pollution tolerance of fresh − water diatoms』333p　

　               National Environmental Reserch.Center. 

K. Krammer・H.Lange-Bertalot　1986-1991　『 Bacillariophyceae,vol.2』no.1-no.4

Asai,K.&,Watanabe,T.　1995　「Statistic Classification of Epilithic Diatom Species into Three Ecological 

　　　　　　　　　　　　　　Groups relaiting to Organic Water Pollution( 2 ) Saprophilous and saproxenous 

　　　　　　　　　　　　　　taxa」『Diatom10』35-47p

安藤一男　1990　「淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復原への応用」『東北地理42』73-88p　東北地理学会

引用・参考文献



５　花粉分析（２）
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（１）はじめに

　土壙が掘り込まれた地山の堆積物中に存在する

花粉の分析を通じて、遺跡を取り巻く広域的な植

生を明らかにしようと試みた。

（２）試料

　第 504号土壙、第 517号土壙における試料採

取位置を第616図に示す。

　第 517号土壙に削り込まれた地山はａ層～ｄ

層に分層されている。最下位のｄ層が青灰色粘土

からなり、黒色の薄層や葉理を挟在する。ｃ層は

層厚１～２cmほどの黒色の腐植に富むシルト層

がほぼ水平に堆積する。ｂ層は、暗黄灰色の砂混

じりシルト～粘土からなり、ｄ層と同じく黒色の

薄層を挟在する。最上位のａ層は、暗黄灰色の砂

混じりシルト～粘土からなり、黒色の葉理を含む。

このうち、ｂ～ｄ層の３層準から採取した３試料

について、花粉分析を実施する。

（３）分析方法

　試料 10cc について、水酸化カリウムによる

腐植酸の除去、0.25mm の篩による篩別、重液 (

臭化亜鉛，比重 2.2) による有機物の分離、フ

ッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス

(無水酢酸９：濃硫酸１の混合液 )処理による

植物遺体中のセルロースの分解を行い、花粉を

濃集する。残渣をグリセリンで封入してプレパ

ラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下で、出

現する全ての種類について同定・計数する。花

粉化石の同定は、パリノ・サーウェイ株式会社

保有の現生標本はじめ、Erdtman(1952,1957)、

Faegri&Iversen(1989)などの花粉形態に関する

文献や、島倉(1973)、中村 (1980)、藤木・小澤

(2007)、三好ほか(2011)等の邦産植物の花粉写

真集などを参考にする。花粉化石群集の図表中で

複数の種類をハイフンで結んだものは、種類間の

区別が困難なものを示す。図中の木本花粉は木本

花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不

明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率

で出現率を算出し図示する。

（４）結果

　結果を第 220表、第 617図に示す。ｂ層、ｃ

層では花粉化石が豊富に産出するが、ｄ層では花

粉化石の産出状況が悪い。保存状態は、いずれの

試料も悪く、花粉外膜が破損、あるいは溶解して

いる個体が多く認められる。

　花粉化石群集についてみると、ｂ層では木本花

粉とシダ類胞子の割合が高く、木本花粉ではコナ

ラ属コナラ亜属が最も多く産出する。その他では

モミ属、マツ属、カバノキ属、ハンノキ属、ブナ

属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ属等

を伴う。草本花粉は少なく、イネ科、カヤツリグ

サ科、ヨモギ属等が認められる。

　ｃ層では、ｂ層と比べると草本花粉の割合が高

い。木本花粉では、ｂ層と同様にコナラ亜属が最

も多く産出するが、カバノキ属やハンノキ属の割

合が少なく、逆にツガ属やスギ属の割合が多くな

る。その他ではモミ属、マツ属、ブナ属、アカガ

シ亜属、ニレ属―ケヤキ属等を伴う。草本花粉で

はイネ科とカヤツリグサ科が多く、アカザ科、ヨ

モギ属等が認められる。なお、本試料の分析残

渣中には、微細な炭化植物片(いわゆる微粒炭)

伊藤良永・堀内誠示　1991　「陸生珪藻の現在に於ける分布と古環境解析への応用」『珪藻学会誌６』23-45p

　　　　　　　　　　　　　日本珪藻学会

小杉正人　1986　「陸生珪藻による古環境解析とその意義－わが国への導入とその展望－」『植生史研究　第１号』

　　　　　　　　29-44p　植生史研究会　

小杉正人　1988　「珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用」『第四紀研究　27』１-20p　日本第四紀学会

渡辺仁治　2005　『淡水珪藻生態図鑑　群集解析に基づく汚濁指数DAIpo, pH耐性能』666p　内田老鶴圃
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第 616 図　各遺構における試料採取位置
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が多く含まれていた。

　ｄ層は、花粉化石は少なく、木本花粉のマツ属、

スギ属、ブナ属、コナラ亜属、クリ属、草本花粉

のイネ科が、僅かに産出する程度である。

（５）まとめ

・第517号土壙周辺環境

　ｄ層では、花粉化石の検出個数が少なく、古植

生推定のための定量解析を行うことができなかっ

た。花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、

元々取り込まれる花粉量が少なかった、あるいは、

取り込まれた花粉が消失した、という二つの可能

性があげられる。僅かに検出される花粉化石の保

存状態が悪いこと、検出される種類が比較的分解

に強い種類や、ある程度分解が進んでも同定可能

な種類であること、珪藻化石なども産状が悪いこ

となどを踏まえると、堆積過程で花粉などが取り

込まれにくく、取り込まれた花粉も経年変化によ

り分解・消失した可能性が高い。

　ｃ層の花粉化石群集は、木本類では、落葉広葉

樹のコナラ属コナラ亜属が最も多く産出し、モミ

属やツガ属、マツ属、スギ属などの針葉樹、カバ

ノキ属やハンノキ属、ブナ属、ニレ属―ケヤキ属

などの落葉広葉樹、コナラ属アカガシ亜属などの

常緑広葉樹も多く認められる。この内、コナラ亜

属やハンノキ属、ニレ属―ケヤキ属などは、河畔

林や湿地林を構成する種類であり、一緒に認めら

れるサワグルミ属やクルミ属、クマシデ属―アサ

ダ属、エノキ属―ムクノキ属、トチノキ属なども

同様であることから、これらが利根川などの周辺

河川沿いやその集水域などに生育していたと考え

られる。また、周囲の丘陵や山地にはモミ属やツ

ガ属、スギ属などが、丘陵下部や比較的安定した

微高地などには、マツ属やカバノキ属、コナラ亜

属、アカガシ亜属などが生育しており、林縁部に

はモチノキ属やカエデ属、ツツジ科なども生育し

ていたと考えられる。なお、トウヒ属やブナ属な

どは周辺に自生しない種類であることから、比較

的標高のある山地部の植生に由来する可能性があ

る。

　花粉化石は、ｃ層では風媒で広範囲に花粉を散

布するツガ属やスギ属の割合が多く、標高のある

山地部に由来する可能性があるトウヒ属も認めら

種　　類
SK517

b 層 c 層 d 層

木本花粉

モミ属 14 13 -

ツガ属 6 15 -

トウヒ属 - 4 -

マツ属 20 14 2

スギ属 5 26 1

イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科 - 2 -

サワグルミ属 9 6 -

クルミ属 3 2 -

クマシデ属―アサダ属 6 7 -

カバノキ属 15 4 -

ハンノキ属 18 5 -

ブナ属 17 14 1

コナラ属コナラ亜属 44 33 2

コナラ属アカガシ亜属 16 19 -

クリ属 5 - 1

シイ属 - 2 -

ニレ属―ケヤキ属 11 7 -

エノキ属―ムクノキ属 2 - -

コクサギ属 - 1 -

キハダ属 1 - -

モチノキ属 3 - -

カエデ属 3 - -

トチノキ属 4 1 -

ウコギ科 1 - -

ツツジ科 6 - -

草本花粉

ガマ属 2 1 -

イネ科 16 36 2

カヤツリグサ科 13 58 -

クワ科 1 - -

サナエタデ節―ウナギツカミ節 - 1 -

アカザ科 1 2 -

カラマツソウ属 - 1 -

マメ科 1 - -

セリ科 2 - -

ヨモギ属 12 6 -

キク亜科 1 - -

タンポポ亜科 2 - -

不明花粉

不明花粉 18 8 -

シダ類胞子

ゼンマイ属 3 - -

他のシダ類胞子 116 36 40

合　計

木本花粉 209 175 7

草本花粉 51 105 2

不明花粉 18 8 0

シダ類胞子 119 36 40

合計 (不明を除く ) 379 316 49

第 220 表　花粉分析結果
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第 617 図　花粉化石群集
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第 618 図　花粉化石
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（１）はじめに

　土壙の内外の珪藻を分析することで、それが存

在した局地的な環境や、土壙がどのような状態で

存在し、どのように埋没していったのかを明らか

にしようと試みた。

（２）試料

　第 504号土壙、第 517号土壙における試料採

取位置を第616図に示す。

　第504号土壙の覆土は１層～14層に分層され

ており、そのうち６層～11層の各層準から各１

点、合計６点の試料が採取された。室内において

試料を観察すると、いずれも黒色～暗灰色のシル

ト質粘土からなり、これら６試料について珪藻分

析を実施する。

　第517号土壙に削り込まれた地山はａ層～ｄ

層に分層されている。最下位のｄ層が青灰色粘土

からなり、黒色の薄層や葉理を挟在する。ｃ層は

層厚１～２cmほどの黒色の腐植に富むシルト層

がほぼ水平に堆積する。ｂ層は、暗黄灰色の砂混

じりシルト～粘土からなり、ｄ層と同じく黒色の

薄層を挟在する。最上位のａ層は、暗黄灰色の砂

混じりシルト～粘土からなり、黒色の葉理を含む。

このうち、ｂ～ｄ層の３層準から採取した３試料

について、珪藻分析を実施する

（３）分析方法

　湿重約５ｇをビーカーに計り取り、過酸化水素

水と塩酸を加えて試料の泥化と有機物の分解・漂

白を行う。次に、分散剤を加えた後、蒸留水を満

たし放置する。その後、上澄み液中に浮遊した粘

土分を除去し、珪藻殻の濃縮を行う。この操作を

４～５回繰り返す。次に、自然沈降法による砂質

分の除去を行い、検鏡し易い濃度に希釈し、カバ

－ガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料

上に封入剤のプリュウラックスを滴下し、スライ

ドガラスに貼り付け永久プレパラ－トを作製す

る。

　検鏡は、油浸600倍または1000倍で行い、メ

カニカルステ－ジを用い任意に出現する珪藻化石

が200個体以上になるまで同定・計数した。なお、

原則として、珪藻殻が半分以上破損したものにつ

いては、誤同定を避けるため同定・計数は行わな

い。200個体が産出した後は、示準種等の重要な

種類の見落としがないように、全体を精査し、含

まれる種群すべてが把握できるように努める。

　珪藻の同定と種の生態性については、Horst 

Lange-Bertalot（2000）、Hustedt（1930-1966）、

Krammer and Lange-Bertalot（1985-1991）、

Desikachiary（1987）などを参考にする。群集

解析にあたり個々の産出化石は、まず塩分濃度に

対する適応性により、海水生、海水～汽水生、汽

水生、淡水生に生態分類し、さらにその中の淡水

生種は、塩分、pH、水の流動性の３適応性につ

いても生態分類し表に示した。

　堆積環境の変遷を考察するために珪藻化石が

れる。しかし、ｂ層では、これらがの種類が減少し、

河畔林を反映するハンノキ属やトチノキ属、林縁

要素のモチノキ属やカエデ属、ツツジ科などの割

合が高い。

島倉巳三郎　1973　『日本植物の花粉形態』60p 大阪市立自然科学博物館収蔵目録　第5集

藤木利之・小澤智生　2007　『琉球列島産植物花粉図鑑』155p　アクアコーラル企画

三好教夫・藤木利之・木村裕子　2011　『日本産花粉図鑑』824p　北海道大学出版会

中村純　1980　『日本産花粉の標徴　Ⅰ　Ⅱ(図版 )』91p　大阪市立自然史博物館収蔵資料目録　第12,13集

引用・参考文献
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100個体以上産出した試料について珪藻化石群集

変遷図を作成した。出現率は化石総数を基数とし

た百分率で表し、基本的に１％以上(産出種数に

より変更)の産出率を示す分類群についてのみ表

示した（第 619図中の●印は、総数が 100個体

以上産出した試料うち１％未満の種を示し、＋印

は総数100個体未満の場合の産出を示す）。表示

する分類群は、分析試料全体で産出率の合計が１

％以上の分類群である。また、図中には、海水生・

汽水生・淡水生種の相対頻度と淡水生種を基数と

した塩分・pH・流水の相対頻度について図示した。

　塩分に対する適応性とは、淡水中の塩類濃度の

違いにより区分したもので、ある程度の塩分が含

まれた方がよく生育する種類は好塩性種とし、少

量の塩分が含まれていても生育できるものを不定

性種、塩分が存在する水中では生育できないもの

を嫌塩性種として区分している。これは、主に水

域の化学的な特性を知る手がかりとなるが、単に

塩類濃度が高いか低いかといったことが分かるだ

けでなく、塩類濃度が高い水域というのは概して

閉鎖水域である場合が多いことから、景観を推定

する上でも重要な要素である。

　pHに対する適応性とは、アルカリ性の水域に

特徴的に認められる種群を好アルカリ性種、逆に

酸性水域に生育する種群を好酸性種、中性の水域

に生育する種を不定性種としている。これも、単

に水の酸性・アルカリ性のいずれかがわかるだけ

でなく、酸性の場合は湿地であることが多いなど、

間接的には水域の状況を考察する上で必要不可欠

である。

　流水に対する適応性とは、流れのある水域の基

物（岩石・大型の藻類・水生植物など）に付着生

育する種群であり、特に常時、流れのあるような

水域でなければ生育出来ない種群を好流水性種、

逆に流れのない水域に生育する種群を好止水性種

として区分している。流水不定は、どちらにでも

生育できる可能性もあるが、それらの大半は止水

域に多い種群である。なお、好流水性種と流水不

定性種の多くは付着性種であるが、好止水性種に

は水塊中を浮遊生活する浮遊性種も存在する。浮

遊性種は、池沼あるいは湖沼の環境を指標する。

　なお、淡水生種の中には、水中から出て陸域の

乾いた環境下でも生育する種群が存在し、これら

を陸生珪藻と呼んで、水中で生育する種群と区分

している。陸生珪藻は、陸域の乾いた環境を指標

することから、古環境を推定する上で極めて重要

な種群である。

（４）結果

　結果を第 221表、第 619図に示す。珪藻分析

を行った9試料のうち、すべてから珪藻化石が産

出した。100個体以上産出したのは、第504号土

壙の６・７・８・10・11層の５点と第 517号土

壙のｃ層の１点の６点である。他の試料は、検出

個数が少ない。以下に地点ごとの結果を記す。

１)第 504号土壙

　11層からは、105個体産出した。一部の殻が

壊れており、一部の殻に溶解の痕跡が認められる

ため、保存状態は不良～極不良である。産出した

分類群は、淡水生種を主にして淡水～汽水生種を

低率に伴う種群で構成される。本試料の淡水生

の群集の特徴については、生態性（珪藻の３つ

の適応性：水中の塩分・pH・流水に対する適応

性）を整理してみた場合、以下のような傾向が認

められる。まず、塩分に対する適応性は、貧塩不

定性種が優占する。次に、pHに対する適応性は、

pH不定性種およびアルカリ性種がそれぞれ40％

程度産出する。次に、流水に対する適応性は、流

水不定性種が優占する。陸生珪藻が30％程度産

出する。特徴的に産出した種は、淡水～汽水生種

の Nitzschia palea、Rhopalodia gibberula、

淡水生種で流水性種の Cymbella turgidula、

Reimeria sinuata、淡水性種で流水不定性種

の Gomphonema parvulum、陸生珪藻の Amphora 

montana、Hantzschia amphioxys等である。
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種　　　　　類

SK504 SK517

生態性 環境

塩分 pH 流水 指標種 第６層 第７層 第８層 第９層 第 10 層 第 11 層 b 層 c 層 d 層

Navicula cincta (Ehr.) Ralfs Ogh-Meh al-il ind U,D,E - - 2 - - - - - -

Navicula veneta Kuetzing Ogh-Meh al-il ind U 2 2 - - - - - - -

Navicula spp. Ogh-Meh al-il ind - - 2 - - - - - -

Nitzschia palea (Kuetz.) W.Smith Ogh-Meh ind ind S 7 3 3 2 43 8 2 24 2

Rhopalodia gibberula (Ehr.) Mueller Ogh-Meh al-il ind U - - 3 5 10 5 3 4 2

Amphora montana Krasske Ogh-ind ind ind RA 5 7 8 8 10 10 8 3 3

Amphora ovalis (Kuetz.) Kuetzing Ogh-ind al-il ind T - - - - 2 - - - -

Amphora spp. Ogh-unk unk unk - - 2 - 5 5 - 2 -

Aulacoseira ambigua (Grun.) Simonsen Ogh-ind al-il l-bi N - - - - - - - 2 -

Aulacoseira spp. Ogh-unk unk l-ph U - - - - - - - 1 -

Caloneis silicula (Ehr.) Cleve Ogh-ind al-il ind O - - - - - - - 2 -

Cocconeis spp. Ogh-unk unk unk 2 5 - 1 - - 1 2 -

Cyclotella stelligera Cleve & Grunow Ogh-ind al-bi l-bi M,U - - 1 - - - - - -

Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh-ind ind ind O - - - - - - - 3 2

Cymbella turgidula Grunow Ogh-ind al-il r-ph K,T 13 3 17 5 8 13 4 5 2

Cymbella spp. Ogh-unk unk unk 3 2 10 2 5 5 5 2 2

Diploneis parma Cleve Ogh-ind ind ind O - - - 1 - - - 1 -

Diploneis spp. Ogh-unk unk unk - - - 2 - - - 1 -

Encyonema silesiacum (Bleisch in Rabenh.) D.G.Mann Ogh-ind ind ind T 5 - - - 5 - - 3 -

Epithemia spp. Ogh-unk unk unk 2 - 1 - - - - - -

Eunotia bilunaris (Ehr.) Mills Ogh-hob ac-il l-ph O - - - - 4 - - - -

Eunotia pectinalis (Dillwyn) Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O,T - - - - - - - 4 -

Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs) Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O - - - - - - - 13 -

Eunotia spp. Ogh-unk unk unk 3 - 2 - 5 - - 12 3

Fragilaria ulna (Nitzsch) Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind O,U 5 - 3 3 5 3 3 2 3

Fragilaria ulna var. arcus (Kuetz.) Lange-Bertalot Ogh-ind al-il l-ph T - - 1 - - - - - -

Fragilaria spp. Ogh-unk unk unk 2 - 2 2 5 3 2 3 3

Frustulia vulgaris (Thwaites) De Toni Ogh-ind al-il ind U - - - - - 1 - - -

Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U - - 1 - - - - - -

Gomphonema parvulum (Kuetz.) Kuetzing Ogh-ind ind ind U 9 27 7 - 28 16 - 15 -

Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk - 3 1 - 3 - - 5 2

Gyrosigma acuminatum (Kuetz.) Rabenhorst Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - 12

Gyrosigma spp. Ogh-unk unk unk - 3 - - - - - - -

Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 8 - 1 5 9 12 7 22 4

Hantzschia amphioxys var. vivax (Hantz.) Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U - - - - - - - 1 -

Lemnicola hungarica (Grun.) Round & Basson Ogh-ind al-il ind U - - - - 8 - - - -

Luticola mutica (Kuetz.)D.G.Mann Ogh-ind al-il ind RA,S 6 8 5 6 6 4 6 3 3

Melosira varians C.Agardh Ogh-hil al-bi r-ph K,U 3 1 1 1 - - 1 - -

Meridion circulare (Grev.) C.Agardh Ogh-ind al-il r-bi K,T - - 1 - - - - - -

Navicula cryptotenella Lange-Bertalot Ogh-ind ind ind T 2 - - - 4 - - - -

Navicula tenelloides Hustedt Ogh-unk unk r-ph J,U - 2 - - - - - - -

Navicula viridula (Kuetz.) Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph K,U - - 1 - - - - - -

Navicula spp. Ogh-unk unk unk 3 7 2 2 - - - - -

Neidium affine (Ehr.) Cleve Ogh-hob ind l-bi O,U - - - - - 3 - - -

Neidium alpinum Hustedt Ogh-unk unk ind RA - 18 4 2 1 1 2 2 3

Neidium ampliatum (Ehr.) Krammer Ogh-ind ind l-ph O - - - - - - - 10 -

Neidium spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - 2 2

Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind S - - - - - 2 - 7 -

Nitzschia brevissima Grunow Ogh-ind al-il ind RB,U 3 3 - - 8 - - 3 -

Nitzschia spp. Ogh-unk unk unk - - - 2 5 - - 5 -

Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh-ind al-il l-ph N,O,U - - - - - - - 16 2

Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA - - - - 2 - - - -

Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O 2 - - - - - - - 2

Pinnularia microstauron (Ehr.) Cleve Ogh-ind ac-il ind S - - - - - - - 2 -

Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S 8 15 10 8 7 5 5 5 3

Pinnularia viridis (Nitz.) Ehrenberg Ogh-ind ind ind O - - 2 - - - - 13 3

Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 3 5 8 1 - - 1 8 2

Planothidium lanceolatum (Breb. ex Kuetz.) Lange-

Bertalot

Ogh-ind ind r-ph K,T
- - - - 1 - - - 1

Reimeria sinuata (Greg.) Kociolek et Stoermer Ogh-ind ind r-ph K,T 5 - - 1 4 7 1 1 1

Rhoicosphenia abbreviata (Ag.) Lang-Bertalot Ogh-hil al-il r-ph K,T - - - - - 2 - - -

Rhopalodia gibba (Ehr.) Mueller Ogh-ind al-il ind O,U - - - 1 2 - 2 - -

Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow Ogh-hil al-il ind O,U - - - - 7 - - - 2

Rhopalodia spp. Ogh-unk unk unk - - - - 2 - - - -

Sellaphora pupula (Kuetz.) Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S,U - - 3 - - - - - -

Surirella angusta Kuetzing Ogh-ind al-il r-bi U - 4 2 - - - - - -

海水生種 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海水～汽水生種 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汽水生種 0 0 0 0 0 0 0 0 0

淡水～汽水生種 9 5 10 7 53 13 5 28 4

淡水生種 92 113 96 53 151 92 48 181 60

珪藻化石総数 101 118 106 60 204 105 53 209 64

第 221 表　珪藻分析結果
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　10層からは、200個体以上産出した。保存状

態は、一部の殻が壊れており、一部の殻に溶解の

痕跡が認められるため、不良～極不良である。産

出した分類群は、淡水生種を主にして、淡水～汽

水生種を低率に伴う種群で構成される。本試料の

淡水生の群集の特徴については、生態性を整理し

てみた場合、以下のような傾向が認められる。ま

ず、塩分に対する適応性は、貧塩不定性種が優占

するが、貧塩好塩性種も30％程度産出する。次

に、pHに対する適応性は、pH不定性種およびア

ルカリ性種がそれぞれ40％程度産出する。次に、

流水に対する適応性は、流水不定性種が優占する。

陸生珪藻が20％程度産出する。特徴的に産出し

た種は、淡水～汽水生種の Nitzschia palea、

Rhopalodia gibberula、淡水生種で流水性種の

Cymbella turgidula、Reimeria sinuata、 淡

水性種で流水不定性種のGomphonema parvulum、

陸 生 珪 藻 の Amphora montana、Hantzschia 

amphioxys、Nitzschia brevissima等である。

　９層からは、60個体産出した。一部の殻が

壊れており、一部の殻に溶解の痕跡が認められ

るため、保存状態は不良～極不良である。産

出した分類群は、淡水生種を主にして、淡水

～汽水生種を伴う種群で構成される。産出し

た種は、淡水～汽水生種の Nitzschia palea、

Rhopalodia gibberula、淡水生種で流水性種の

Cymbella turgidula、淡水性種で流水不定性種

の Gomphonema parvulum、陸生珪藻の Amphora 

montana、Hantzschia amphioxys等である。

　８層および６層は、産出種に多少に違いはある

ものの、ほぼ同様の傾向を示し、100個体程度産

出した。一部の殻が壊れており、一部の殻に溶解

の痕跡が認められるため、保存状態は不良～極不

良である。産出した分類群は、淡水生種を主にし

て、淡水～汽水生種を低率に伴う種群で構成され

る。本試料の淡水生の群集の特徴については、生

態性を整理してみた場合、以下のような傾向が認

められる。まず、塩分に対する適応性は、貧塩不

定性種が優占する。次に、pHに対する適応性は、

アルカリ性種が優先する。次に、流水に対する適

応性は、流水不定性種が優占する。陸生珪藻が

30％程度産出する。特徴的に産出した種は、淡水

～汽水生種の Nitzschia palea、淡水生種で流

水性種のCymbella turgidula、淡水性種で流水

不定性種の Gomphonema parvulum、陸生珪藻の

Amphora montana、Pinnularia subcapitata等

である。

　７層からは、118個体程度産出した。一部の殻

が壊れており、一部の殻に溶解の痕跡が認められ

るため、保存状態は不良～極不良である。産出し

た分類群は、淡水生種を主にして、淡水～汽水生

種を低率に伴う種群で構成される。本試料の淡水

生の群集の特徴については、生態性を整理してみ

た場合、以下のような傾向が認められる。まず、

塩分に対する適応性は、貧塩不定性種が優占す

る。次に、pHに対する適応性は、pH不定性種お

よびアルカリ性種がそれぞれ40％程度産出する。

次に、流水に対する適応性は、流水不定性種が

凡例

塩分・ｐ H・流水に対する適応性 環境指標種　

  H.R.: 塩分濃度に対する適応性  pH: 水素ｲｵﾝ濃度に対する適応性  C.R.: 流水に対する適

応性

　 A: 外洋指標種　B: 内湾指標種　C1: 海水藻場指標種　C2: 汽水藻場指標種　

   Euh　　:海水生種               al-bi: 真ｱﾙｶﾘ性種 　　           l-bi: 真止水性種 　 D1: 海水砂質干潟指標種　D2: 汽水砂質干潟指標種

   Euh-Meh: 海水生種 -汽水生種      al-il: 好ｱﾙｶﾘ性種　　            l-ph: 好止水性

種

　 E1: 海水泥質干潟指標種　E2: 汽水泥質干潟指標種　F: 淡水底生種群 (以上は小杉，1988)

   Meh　　:汽水生種               ind　:pH 不定性種 　             ind : 流水不定性

種

　 G: 淡水浮遊生種群　H: 河口浮遊性種群　J: 上流性河川指標種　K: 中～下流性河川指標種　

   Ogh-hil: 貧塩好塩性種           ac-il: 好酸性種                  r-ph: 好流水性種 　 L: 最下流性河川指標種群　M: 湖沼浮遊性種　N: 湖沼沼沢湿地指標種　O: 沼沢湿地付着生種

   Ogh-ind: 貧塩不定性種           ac-bi: 真酸性種                  r-bi: 真流水性種  　P: 高層湿原指標種群　Q: 陸域指標種群 (以上は安藤，1990)

   Ogh-hob: 貧塩嫌塩性種           unk　:pH 不明種   　             unk : 流水不明種 　 S: 好汚濁性種　T: 好清水性種　U: 広適応性種 (以上は Asai,K. and Watanabe,T.1995)

   Ogh-unk: 貧塩不明種 　 RI: 陸生珪藻 (RA:A 群 ,RB:B 群、伊藤・堀内，1991)
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優占する。陸生珪藻が40％程度産出する。特徴

的に産出した種は、淡水～汽水生種のNitzschia 

palea、淡水性種で流水不定性種の Gomphonema 

parvulum、 陸 生 珪 藻 の Amphora montana、

Neidium alpinum、Pinnularia subcapitata等

である。

２)第 517号土壙

　ｄ層およびｂ層は、産出種に多少に違いはある

ものの、ほぼ同様の傾向を示し、50～ 60個体程

度産出した。一部の殻が壊れており、一部の殻

に溶解の痕跡が認められるため、保存状態は不

良～極不良である。産出した分類群は、淡水生

種を主にして、淡水～汽水生種を低率に伴う種

群で構成される。産出した種は、淡水～汽水生

種の Nitzschia palea、淡水生種で流水性種の

Cymbella turgidula、淡水性種で流水不定性種

の Gomphonema parvulum、陸生珪藻の Amphora 

montana、Hantzschia amphioxys、Pinnularia 

subcapitata等である。

　ｃ層からは、200個体以上産出した。一部の殻

が壊れており、一部の殻に溶解の痕跡が認められ

るため、保存状態は不良～極不良である。産出し

た分類群は、淡水生種を主にして、淡水～汽水生

種を伴う種群で構成される。本試料の淡水生の群

集の特徴については、生態性を整理してみた場合、

以下のような傾向が認められる。まず、塩分に対

する適応性は、貧塩不定性種が優占する。次に、

pHに対する適応性は、pH不定性種およびアルカ

リ種がそれぞれ30％程度産出する。次に、流水

に対する適応性は、流水不定性種が優占する。陸

生珪藻が15％程度産出する。特徴的に産出した

種は、淡水～汽水生種の Nitzschia palea、淡

水生種で流水性種のCymbella turgidula、淡水

性種で流水不定性種の Gomphonema parvulum、

淡水性種で止水性種の Neidium ampliatum、

Pinnularia acrosphaeria、 陸 生 珪 藻 の

Hantzschia amphioxys等である。

（５）まとめ

１）第504号土壙の堆積環境

　６～11層の６試料から産出した種や珪藻殻の

数に差異はあるものの、基本的に群集の特徴はほ

ぼ同様の傾向を示す。

　特徴的に産出した種は、11 層では淡水～

汽 水 生 種 の Nitzschia palea、Rhopalodia 

gibberula、淡水生種で流水性種の Cymbella 

turgidula、Reimeria sinuata、淡水性種で流

水不定性種の Gomphonema parvulum、陸生珪藻

の Amphora montana、Hantzschia amphioxys

等である。次に、10層から産出した種は、淡水

～汽水生種の Nitzschia palea、Rhopalodia 

gibberula、淡水生種で流水性種の Cymbella 

turgidula、Reimeria sinuata、淡水性種で流

水不定性種の Gomphonema parvulum、陸生珪藻

の Amphora montana、Hantzschia amphioxys、

Nitzschia brevissima等である。次に、９層か

ら産出した種は、淡水～汽水生種の Nitzschia 

palea、Rhopalodia gibberula、淡水生種で流

水性種のCymbella turgidula、淡水性種で流水

不定性種の Gomphonema parvulum、陸生珪藻の

Amphora montana、Hantzschia amphioxys等で

ある。次に、６層および８層から産出した種は、

淡水～汽水生種のNitzschia palea、淡水生種で

流水性種のCymbella turgidula、淡水性種で流

水不定性種の Gomphonema parvulum、陸生珪藻

のAmphora montana、Pinnularia subcapitata

等である。次に、７層から産出した種は、淡水

～汽水生種の Nitzschia palea、淡水性種で

流水不定性種の Gomphonema parvulum、陸生

珪 藻 の Amphora montana、Neidium alpinum、

Pinnularia subcapitata 等である。これらの

種の生態性について述べると、まず、淡水～汽

水生種としたNitzschia paleaは、好汚濁性種

(Asai & Watanabe,1995) とされ、特に人為的

な影響で汚濁した水域に特徴的に認められる種
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である。同じく、淡水～汽水生種のRhopalodia・

gibberula は、好塩性種であり、田中（1987）

によると、群馬県で発掘された古代水田からも本

種が多産しており、当時の水田土壌に、多量に出

現したことは、水田の水が塩類を豊富に含んでい

たことを示しているとしている。さらに、奥平温

泉（田中・中島,1985）、四万温泉（福島,1950）

など塩類を多く含んだ温泉からの報告も多い。ま

た、Cholnoky(1968) によれば、本種は高 pHの

水域を好むとしている。本種は、基本的には淡水

生種と考えられるため、海域には生育できないと

思われるが、前述のように塩分に対しては、他の

種群に比して耐性が高いため、沿岸部の海水の影

響がおよんで、塩分濃度が高くなる後背湿地をは

じめ、湿地や河岸などで比較的、水が停滞するこ

との多い場所 (淀み )などの水中の塩類濃度が

高い水域に特徴的に認められる。次に、流水性

種のReimeria・ sinuataは、安藤 (1990)によれ

ば、河川の中～下流部、すなわち、河川沿いに河

成段丘、扇状地、自然堤防および後背湿地といっ

た地形がみられる部分に集中して出現し、他の地

域には出現せず、出現しても主要種とはならない

ことから、この地域を指標する可能性が大きい種

群とされ、中～下流河川指標種群とされている。

第 620 図　珪藻化石
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次に、淡水性種で流水不定性種の Gomphonema 

parvulum は、流水に対して不定なだけでなく、

塩分濃度やphに対しても不定であり、極めて高

い適応能力を持つ種であり、さまざまな水域に認

められる。そのため、Asai & Watanabe(1995)

は、広域適応種としている。ただし、経験的に

は、流水域に多産することが多いことから、以前

は流水性種に含められていた種である。次に、止

水性種のNeidium ampliatumは、貧塩不定、pH

不定、好止水性であり、比較的広範な水域に認め

られるが、湿地や池沼の縁辺などの止水域に多

く認められる。同じく、止水性種のPinnularia 

acrosphaeria は、湿地や池沼、湖の沿岸部に

見られるとされる（Patrick and Reimer,1966）

が、通常、湿地に爆発的に発生することが多い種

である。また、Amphora montana、Hantzschia 

amphioxys等の陸生珪藻は、水中や水底の環境以

外のたとえばコケを含めた陸上植物の表面や岩石

の表面、土壌の表層部など大気に接触した環境に

生活する一群（小杉,1986）である。特に、本試

料から産出した陸生珪藻は、離水した場所の中で

乾燥に耐えることのできる群集とされる（伊藤・

堀内,1989,1991）。また、堆積物の分析を行った

際、これらの種群が優占（70～ 80％以上）する

結果が得られれば、その試料が堆積した場所は、

水域以外の空気に曝されて乾いた環境であったこ

とが推定できるとしている。

　以上のように、分析対象とした６試料からは、

流水不定性種が多いものの、流水性種、止水性種、

流水不明性種および陸生珪藻が産出し、分類群の

生態性にはばらつきがある。これは、明らかに混

合群集であると考えられる。淡水生種群の混合群

集とは、基本的に生育環境を異にする種群で構成

され、また、検出種数が多い群集とされ(堆積物

中からの産出率は低い割に構成種数は多い)、流

れ込み等による二次化石種群を多く含む群集とさ

れる(堀内ほか,1996)。混合群集は、一般には

低地部の氾濫堆積物などの一過性堆積物で認めら

れる場合が多いが、その場合は検出率が低い傾向

(堆積物中の絶対量が少ない)にある。他方、一

過性ではなく定常的に堆積物が供給されるような

場所の場合、例えば河口付近や低地部の湿地等に

おいて同様な環境が長期間続いた場合も混合群集

が認められるが、その場合は長い間に徐々に堆積

して行く中で珪藻の生産が繰り返し行われるこ

と、堆積物の表層部付近での自然の撹乱が行われ

ること、多少の流れ込みもあることなどから検出

率はやや高い傾向にある。

　以上の産出種の生態性や群集の特徴から分析対

象とした６試料の堆積時の環境を推定すると、本

遺構は、氾濫の本流から離れた場所であったため、

細粒質のシルト・泥分が遺構内に流れ込んできた

と考えられる。ただし、陸生珪藻も比較的多く検

出されている点を考慮すると、定常的に水が溜ま

っている状態でなく、次第に乾いた状態へとなっ

た可能性があり、これらの繰り返しによって遺構

が埋まった可能性が高い。

２）第517号土壙周辺環境

　第 517号土壙の地山は、下位より青灰色粘土

層(ｄ層)、黒色腐植質シルト・粘土層(ｃ層)、

暗黄灰色砂質シルト・粘土層 (ａ・ｂ層 )から

なる。時代的には、浅間Ａ軽石が降灰する以前の

時期である。

　ｄ層で産出する珪藻化石は、淡水～汽水生種

の Nitzschia palea、淡水生種で流水性種の

Cymbella turgidula、淡水性種で流水不定性種

の Gomphonema parvulum、陸生珪藻の Amphora 

montana、Hantzschia amphioxys、Pinnularia 

subcapitata等である。分類群も生態性にばらつ

きがあることから混合群集と言え、また産出率も

低かったことから堆積したほとんど珪藻化石は好

気的な環境下で分解・消失したことも考えられる。

このような珪藻・花粉の産状、および堆積物に葉

理が観察されることを考えると、ｄ層は氾濫によ
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って運ばれてきたシルト・粘土によって堆積が進

んだ可能性が高い。

　ｃ層では比較的良好に珪藻化石が検出され、産

出した種は淡水～汽水生種のNitzschia palea、

淡水生種で流水性種のCymbella turgidula、淡

水性種で流水不定性種のGomphonema parvulum、

淡水性種で止水性種の Neidium ampliatum、

Pinnularia acrosphaeria、 陸 生 珪 藻 の

Hantzschia amphioxys 等である。前述してい

ない種の生態性について述べると、止水性種

の Neidium ampliatum は、 貧 塩 不 定、ph 不

定、好止水性であり、比較的広範な水域に認め

られるが、湿地や池沼の縁辺などの止水域に多

く認められる。同じく、止水性種のPinnularia 

acrosphaeria は、湿地や池沼、湖の沿岸部に見

られるとされる（Patrick and Reimer,1966）が、

通常、湿地に爆発的に発生することが多い種であ

る。また、本試料の分類群も生態性にばらつきが

あり、混合群集といえる。ただし、上述した第

504号土壙と比較すると、流水性種の比率が低く、

止水性種が多く検出されている。以上の産出種の

生態性や群集の特徴から水域環境を推定すると、

河川の直接的な氾濫の影響が弱くなり、流水の影

響を受けていたものの、湿地性を示す種が複数産

出したことから基本的には湿地的な環境であった

と考えられ、周辺にガマ属・イネ科・カヤツリグ

サ科などの植物が生育し、これらが腐食の母材と

なったのであろう。なお、本層で草本類の割合が

高いのは、前述のように氾濫の影響が弱く、調査

地周辺の草本植生を反映し易かったためと考えら

れる。

　ｂ層の珪藻化石は、基本的にｄ層と類似した産

状を示す。このことから、本層も氾濫の影響を強

く受けていたことが考えられる。これらの層相も

考慮すると、ｃ層では氾濫の影響が弱く、遠方を

含む広範囲の森林植生を反映しているが、ｂ層が

堆積する時期では氾濫の影響が強くなり、より近

場の河畔や集水域の林縁要素を強く反映するよう

になったと推測される。

　このように本遺跡の周辺は、河川沿いに立地す

る環境をよく反映しており、安定した時期と河川

の氾濫を受ける時期を繰り返していたことが想像

される。
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（１）はじめに

　栗橋宿西本陣跡で発見された遺構のうち、第

517号土壙の覆土中では火山灰とみられる堆積物

が検出された。火山灰はその給源となる火山によ

り夾雑物や性状に個性が存在し、また比較的広域

に分布することから遺構の年代や同時期性の指標

となり得る。

　そこでこの火山灰の分析を行い、出土遺物の特

徴から推定された遺構の年代とのクロスチェック

を試みた。

（２）試料

　第 517号土壙における試料採取位置を第 616

図に示す。

　第 517号土壙の覆土は１～ 10層に分層され、

そのうち５層から 1点の試料 (第 517号土壙テ

フラ試料)を採取した。５層は厚さ約２cmの降

下軽石層で、比較的淘汰が良く、側方に30cmほ

どの長さを有するレンズ状を呈し、調査区内に広

く分布する。本試料について、テフラの検出同定

および重軽鉱物分析を実施する。

（２）分析方法

１）テフラの検出同定

　試料約20ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥水に

した状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、

上澄みを流し去る。この操作を繰り返すことによ

り得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下に

て観察する。観察は、テフラの本質物質であるス

コリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴

や含有量の多少を定性的に調べる。火山ガラスに

ついては、その形態によりバブル型と中間型、軽

石型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手

平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるＹ字

状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の少

ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表

面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長

く延びた繊維束状のものとする。

２）重軽鉱物分析

　試料約40ｇに水を加え超音波洗浄装置により

分散、250メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒

径1/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩

別し、得られた粒径 1/4mm－ 1/8mm の砂分をポ

リタングステン酸ナトリウム(比重約2.96に調

整)により重液分離、重鉱物と軽鉱物をそれぞれ

偏光顕微鏡下にて250粒に達するまで同定する。

重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上

方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するものの

みを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外

の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は

「その他」とする。

　火山ガラスは、便宜上軽鉱物組成に入れる。火

山ガラスの形態分類は、上述したテフラの検出同

定と同様である。なお、軽鉱物組成における「そ

の他」も、変質等で同定の不可能な粒子とする。

（３）結果

１）テフラの検出同定

　結果を第 222表に示す。第 517号土壙テフラ

試料からは多量の軽石が検出された。軽石の最大

径は約 2.0mmで、白色を呈する。発泡が良好の

ものとやや良好なものが混在し、いずれの軽石も

斜方輝石の斑晶を包有する。軽石以外の砂分は、

新鮮な斜長石の鉱物片と斜方輝石および単斜輝石

の鉱物片とで構成され、極めて微量の岩石片を伴

う。

２）重軽鉱物組成

　結果を第 223表、第 621図に示す。第 517号

土壙テフラ試料の重鉱物組成は、斜方輝石が多く、

80％程度を占め、他に少量の単斜輝石と不透明鉱

物を伴い、これら以外の重鉱物は認められない。

軽鉱物組成では、長石類が70％ほどを占め、20

％程度の軽石型火山ガラスを伴い、少量の石英も

含まれる。長石類のほとんどは新鮮な斜長石であ

る。
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（４）まとめ

　第 517号土壙テフラ試料は、多量の軽石とテ

フラの遊離結晶と考えられる新鮮な斜長石と両輝

石により構成されることから、軽石質テフラの降

下堆積物である。テフラは、両輝石からなる重鉱

物組成と軽石の特徴および共伴する遺物などと

の層位関係から、江戸時代の天明三年(1783年 )

に浅間火山より噴出した浅間Ａ軽石(As-Ａ :新

井 ,1979)に同定される。第517号土壙における

土層断面の状況からは、土壙の開口時に As-Ａ

の降下堆積のあったことが推定される。発掘調査

所見では第517号土壙の年代は18世紀第Ⅲ四半

期と想定されており、本分析調査の結果と矛盾し

ない。

新井房夫　1979　「関東地方北西部の縄文時代以降の指標テフラ層」『考古学ジャーナル157』41-52p　考古学ジャーナル
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テフラ試料 0 206 27 0 0 0 17 0 250 0 1 46 17 186 0 250

遺構名 試料名
スコリア 火山ガラス 軽石

量 量 量 色調・発泡度 最大粒径

SK517 テフラ試料 － － ＋＋＋＋ W･g(opx),W･sg(opx) 2.0 

凡例　－ :含まれない　(+): きわめて微量　＋ :微量　＋＋ :少量　＋＋＋ :中量　＋＋＋＋ :多量　

　  　B: 黒色　Br: 褐色　GBr: 灰褐色　W: 白色　

　　  g: 良好　sg: やや良好　sb: やや不良　b: 不良　最大粒径は mm　

　    (opx): 斜方輝石斑晶包有　 

第 621 図　重軽鉱物組成

第 223 表　重軽鉱物組成

第 222 表　テフラ分析結果
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第 622 図　テフラ
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（１）はじめに

　栗橋宿西本陣跡からは多数の大型植物遺体（種

実）が出土した。これらの多くは栗橋宿の住人に

よって食用その他の目的で栽培、搬入されたもの

と考えられる。そこで、第二面を中心に種実類の

同定作業を行った。

（２）試料

　試料は、第141号土壙・第148号土壙・第198

号土壙・第 249 号土壙・第 321 号土壙・第 359

号土壙・Ｃ 5－Ａ７グリッド（第二面）・第 13

号井戸跡より出土した種実類で、調査の過程で取

り上げられたものである。

（３）方法

　試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態

的特徴および現生標本との対比によって同定を行

った。結果は同定レベルによって科、属、種の階

級で示す。

（４）結果

１）分類群

　樹木５、草本７の計 12分類群が同定された。

学名、和名および粒数を第 224表に示し、各計

測値を第 225表に示す。また、主要な分類群を

第623・624図に示す。以下に同定根拠となる形

態的特徴と図に示したものの計測値を記載する。

〔樹木〕

・オニグルミ　Juglans  ailanthifolia  Carr.

　核　クルミ科

　茶褐色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。

側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全

体に不規則な隆起がある。サイズは第 225表に

記す。

・アンズ　Prunus  armeniaca  L.　

　核　バラ科

　広楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。表面は

ざらつく。計測値は第225表に記す。

・ウメ　Prunus  mume  S.  et  Z.　

　核　バラ科

　茶褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。

表面には小孔が散在する。サイズは第 225表に

記す。

・モモ　Prunus  persica  Batsch

　核　バラ科

　黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線

が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。計

測値は第 225表に記す。最大値は長さ×幅×厚

さ：38.65 ㎜× 25.67 ㎜× 17.76 ㎜、最小値は

長さ×幅×厚さ：20.25㎜×17.06㎜×12.61㎜、

平均値は長さ×幅×厚さ：29.32㎜× 21.26㎜×

15.30㎜であった。

・ムクロジ　Sapindus  mukorossi  Gaertn.

　種子　ムクロジ科

　灰黒色で円状球形を呈し、線形のヘソがみられ

る。計測値は長さ×幅：15.99㎜× 15.69㎜であ

った。

〔草本〕

・イネ　Oryza  sativa  L.

　穎（完形・破片）　イネ科

　穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し、下端に枝梗が

残る。表面には微細な顆粒状突起がある。籾殻の

状態である。乾燥過程でくっついているものが多

い。

・オオムギ  Hordeum  vulgare  L.

　炭化果実  イネ科

　炭化しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部

の端には胚がある。背面には縦に一本の溝がある。

側面の形は曲率が大きく、胚と胚乳との接する輪

郭線は山形である。計測値は長さ×幅：4.70㎜

× 2.76㎜であった。

・ソバ　Fagopyrum  esculentum  Moench

　果皮（完形・破片）　タデ科

　黒褐色で卵形を呈す。表面には縞状の模様があ

る。断面は三角形である。はじけているものがほ
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第 623 図　栗橋宿西本陣跡の種実Ⅰ
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第 624 図　栗橋宿西本陣跡の種実Ⅱ



− 899 −

とんどである。籾殻の状態である。

・トウガン　Benincasa  hispida  Cogn.

　種子（完形・破片）　ウリ科

　卵倒形を呈し、扁平。周辺部の縁は平行に一段

高くなる。計測値は第 225表に記す。最大値は

長さ×幅：12.59㎜× 7.39㎜、最小値は長さ×幅：

10.57 ㎜× 5.67 ㎜、平均値は長さ×幅：11.56

㎜× 6.64㎜であった。

・セイヨウカボチャ　Cucurbita  maxima

　種子（完形・破片）　ウリ科

　黄褐色で扁平楕円形を呈し、全体的にやや肥厚

する。計測値は第 225表に記す。最大値は長さ

×幅：12.15 ㎜× 7.35 ㎜、最小値は長さ×幅：

10.59 ㎜× 6.10 ㎜、平均値は長さ×幅：11.52

㎜× 6.78㎜であった。

・ウリ類　Cucumis  melo  L.

　種子（完形・破片）　ウリ科

　淡褐色～黄褐色で長楕円形を呈し、上端は「ハ」

字状にくぼむ。計測値は第 225表に記す。最大

値は長さ×幅：8.18 ㎜× 3.92 ㎜、最小値は長

さ×幅：5.76㎜× 2.71㎜、平均値は長さ×幅：

7.37㎜× 3.24㎜であった。

　藤下によると小粒種子（雑草メロン型）、中粒

種子（マクワウリ・シロウリ型）、大粒種子（モ

モルディカ型）がある。

・ヒョウタン類　Lagenaria  siceraria  Standl.

　果皮（破片）・種子（完形・破片）　ウリ科

　果皮は、木質化しやや厚みがある。表面はなめ

らかで裏面は粗い。

　種子は淡褐色で楕円形を呈す。上端にはへそと

発芽孔があり、下端は波うつ切形を呈す。表面に

は縦に２本の低い稜が走る。計測値は第 225表

に記す。最大値は長さ×幅：19.10㎜× 9.02㎜、

最小値は長さ×幅：10.03㎜× 5.12㎜、平均値

は長さ×幅：11.88㎜× 5.80㎜であった。

２）種実群集の特徴

①第141号土壙

　草本種実のイネ穎 1,711と多数の穎破片、ソ

バ果皮2,736と多数の破片が同定された。

②第148号土壙

　樹木種実のオニグルミ１が同定された。

③第198号土壙

　樹木種実のアンズ２、ウメ１、モモ36が同定

された。

④第249号土壙

　草本種実のヒョウタン類果皮破片４、種子58

が同定された。

⑤第321号土壙

　草本種実のセイヨウカボチャ24、破片８、ウ

リ類1,384と多数の破片が同定された。

⑥第359号土壙

　草本種実のトウガン46、破片２、ヒョウタン

類５、破片２が同定された。

⑦Ｃ５－Ａ７グリッド（第二面）

　草本種実のウリ類44、破片14が同定された。

⑧第13号井戸跡

　樹木種実のムクロジ17が同定された。

（４）まとめ

　同定の結果、オニグルミ、アンズ、ウメ、モモ、

ムクロジの樹木種実、イネ、オオムギ、ソバ、ト

ウガン、セイヨウカボチャ、ウリ類、ヒョウタン

類の草本種実が同定された。ムクロジを除く種実

類はいずれも食用となるものである。また、オニ

グルミとムクロジ以外はすべて畑作物である。オ

ニグルミとムクロジは在来であり、ヒョウタン類

は縄文時代から、イネ、オオムギ、トウガン、ウ

メ、モモは弥生時代に稲作とともに伝播したとさ

れる。ソバも同様にみられているが諸説がある。

アンズは７世紀に伝播し、セイヨウカボチャは江

戸時代後期に伝播したとされる。

　第141号土壙からはイネ籾とソバ果皮が多量

に同定された。試料は集合する籾殻の一部をサン

プルしたもので、本跡には籾殻のみが投棄された

とみられる。第321号土壙ではウリ類種子が多く、
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セイヨウカボチャ種子が伴われる。Ｃ５－Ａ７グ

リッドからはウリ類種子、第 249号土壙はヒョ

ウタン類種子、第 359号土壙はトウガン種子と

ヒョウタン類種子、第198号土壙からはアンズ、

ウメ、モモの果樹、第13号井戸跡ではムクロジ

種子と検出状況は遺構によって偏っている。な

お、第249号土壙のヒョウタン類種子は小さく、

未成熟であった。第 141号土壙ではイネ籾とソ

バ果皮が多量に投棄されており、米やソバの籾摺

りや殻むきが行われていたことが示唆される。第

141号土壙はこれらを取り扱う商店などであった

可能性も想定される。

　栗橋宿西本陣跡において種実同定を行った。そ

の結果、樹木種実のオニグルミ、アンズ、ウメ、

モモ、ムクロジ、草本種実のイネ、オオムギ、ソ

バ、トウガン、セイヨウカボチャ、ウリ類、ヒョ

ウタン類が同定された。ムクロジを除く種実類は

いずれも食用となり、さらにこれらのうちオニグ

ルミ以外はすべて畑作物である。同定された数量

ではイネ頴、ソバ果皮、ウリ類種子が圧倒的に多

く、これらが農作物の中心であったと推定された。

イネ頴やソバ果皮の多量投棄から、米やソバを取

り扱う商店があった可能性も想定された。

（１）はじめに

　第二面の遺構が中心であった「８　種実同定

（１）」に対し、ここでは第三面の遺構を中心に種

実同定を行った。

（２）試料

　種実同定の対象とした試料は、第539号土壙・

第 476 号土壙・第 504 号土壙・第 511 号土壙、

第 512 号土壙・第 513 号土壙・第 518 号土壙・

第 537号土壙・Ｂ５－Ｊ５グリッドから出土し

た種実遺体である。試料は、調査の過程で取り上

げられたもので、乾燥または水浸の状態でポリ袋

に入っている。なお、第 539号土壙・号 504号

土壙・第 513号土壙・第 518号土壙・第 537号

土壙・Ｂ５－Ｊ５グリッドは、1試料中に日付等

が異なる複数袋が存在するが、本報では遺構ごと

に一括して取り扱い、詳細を付表に示す。

（３）分析方法

　第 539号土壙の対象試料は、一部試料に泥が

付着する状態のため、粒径 0.5mmの篩を用いて

水洗する。試料を肉眼および双眼実体顕微鏡下で

観察し、同定が可能な種実や葉などの大型植物遺

体をピンセットで抽出する。

笠原安夫　1985　『日本雑草図説』494p　養賢堂

笠原安夫　1988　「作物および田畑雑草種類」『弥生文化の研究　第２巻　生業』131-139p　雄山閣

金原正明　1996　「古代モモの形態と品種」『月刊考古学ジャーナルNo.409』15-19p　ニューサイエンス社

南木睦彦　1991　「栽培植物」『古墳時代の研究　第４巻　生産と流通Ｉ』165-174p　雄山閣

南木睦彦　1992　「低湿地遺跡の種実」『月刊考古学ジャーナルNo.355』18-22p　ニューサイエンス社

南木睦彦　1993　「葉・果実・種子」『日本第四紀学会編　第四紀試料分析法』276-283p　東京大学出版会

吉崎昌一　1992　「古代雑穀の検出」『月刊考古学ジャーナルNo.355』2-14p　ニューサイエンス社

渡辺誠　1975　『縄文時代の植物食』187p　雄山閣

藤下典之　1982　「菜畑遺跡から出土したメロン仲間Cucumis melo L.とヒョウタン仲間Lagenaria siceraria Standl.

　　　　　　　　の種子について」『唐津市文化財調査報告第５集　菜畑遺跡』455-463p　唐津市教育委員会

藤下典之　1992　「出土種子からみた古代日本のメロンの仲間、その種類、渡来、伝搬、利用について」

　　　　　　　　『月間考古学ジャーナルNo.354』7-13p　ニューサイエンス社

引用・参考文献
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　大型植物遺体の同定は、現生標本や藤下

（1984）、石川（1994）、中山ほか（2010）、鈴木

ほか（2012）等を参考に実施する。結果は、部

位･状態別の個数を一覧表で示す。また、大型植

物遺体各分類群の写真を添付し、状態良好な一部

の種実の大きさをデジタルノギスで計測した結果

や特徴等を一覧表に併記して同定根拠とする。分

析後は、大型植物遺体を分類群別に容器に入れて

保管する。なお、液浸試料は約70％のエタノー

ル溶液で液浸保存する。

（４）結果

ａ）大型植物遺体の出土状況

　遺構別出土状況を第226表に示す。

　分析に供された試料を通じて、裸子植物３分類

群（常緑針葉樹のマツ属複維管束亜属、スギ、サ

ワラ）162個の種実、66個の枝 ･葉、被子植物

30分類群（落葉広葉樹のクワ属、アンズ、ウメ、

スモモ、モモ、トチノキ、草本のイネ、オオムギ、

エノコログサ属（アワ?）、イネ科（メヒシバ類?）、

カヤツリグサ属、カヤツリグサ科、ソバ、スベリ

ヒユ、ナデシコ科、ヒユ属、カタバミ属、スズメ

ウリ、マクワ･シロウリ型、モモルディカメロン

型、雑草メロン型、メロン類、ニホンカボチャ近

似種、トウガン?、イヌコウジュ属、ナス、ナス属、

トウガラシ、ゴマ、タカサブロウ）4,124個の種

実の、計4,246個の大型植物遺体が同定された。

　遺構別出土個数は、第539号土壙が1,693個、

第 476 号土壙が 2,508 個、第 504 号土壙が 19

個、第 511号土壙が４個、第512号土壙が２個、

第513号土壙が６個、第518号土壙が10個、第

537号土壙が３個、Ｂ５－Ｊ５グリッドが１個で

ある。全個数の59％を第 476号土壙、40％を第

539号土壙が占める。

　栽培種は、果樹のアンズの核が１個（第518号

土壙）、ウメの核が60個（第539号土壙･第 504

号土壙）、スモモの果実･核が１個（第539号土

壙）、スモモの核が63個（第539号土壙･第 511

号土壙 ･第 513号土壙）、モモの核が218個（全

９遺構）、穀類のイネの穎が 85個（第 539号土

壙 ･第 476号土壙）、炭化穎が１個（第476号土

壙）、オオムギの穎･胚乳が１個（第476号土壙）、

ソバの果実が６個（第476号土壙）、果菜類のメ

ロン類（マクワ･シロウリ型、モモルディカメロ

ン型、雑草メロン型含む）の種子が3,188個（第

539号土壙 ･第 476号土壙）、ニホンカボチャ近

似種の種子が35個（第 539号土壙 ･第 476号土

壙）、トウガン?の種子が113個（第 539号土壙

･第 476号土壙）、ナスの種子が73個（第476号

土壙）、トウガラシの種子が２個（第539号土壙

･第 476号土壙）、ゴマの種子が３個（第539号

土壙 ･第 476号土壙）の他、栽培の可能性があ

るエノコログサ属（アワ ?）の果実が４個（第

476 号土壙・第 539 号土壙）、ナス属の種子が

200個（第476号土壙）の、計4,054個が確認さ

れた。栽培種と栽培の可能性を含む分類群が全個

数の95.5％を占める。特にメロン類が最も多く

（75.1％）、モモ、トウガン?、イネが次いで多い。

　栽培種と栽培の可能性を除いた分類群は、木本

は、高木になる常緑針葉樹のマツ属複維管束亜属

の球果が12個（第 539号土壙 ･第 504号土壙 ･

第 513号土壙 ･第 518号土壙）、種鱗が８個（第

539号土壙）、種子が２個（第539号土壙）、種子

翼が２個（第539号土壙）、短枝･葉が２個（第

539号土壙）、スギの球果が40個（第539号土壙

･第 476 号土壙）、種子が 13個（第 539 号土壙

･第 476号土壙）、雌花が４個（第476号土壙）、

枝･葉が 10個（第 476号土壙）、葉が21個（第

476号土壙・第539号土壙）、サワラの枝条が８

個（第539号土壙 ･第 476号土壙）、落葉広葉樹

のクワ属の核が２個（第476号土壙）、トチノキ

の種子が１個（第 518号土壙）の、計 125個が

確認された。

　草本は、中生植物のイネ科（メヒシバ類?）の

果実が 25個（第 476号土壙）、カヤツリグサ属
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分類群 部位・状態 SK539 SK476 SK504 SK511 SK512 SK518 B5-J5 SK537 SK513 合計

木本

マツ属複維管束亜属 球果 完形 7 - 1 - - - - - - 8

完形未満 - - 1 - - 2 - - 1 4

種鱗 破片 8 - - - - - - - - 8

種子 完形 2 - - - - - - - - 2

種子翼 完形 1 - - - - - - - - 1

破片 1 - - - - - - - - 1

短枝 ･葉 破片 2 - - - - - - - - 2

スギ 球果 完形 1 4 1 - - - - - - 6

完形未満 - 32 - - - - - - - 32

破片 2 - - - - - - - - 2

種子 完形 2 11 - - - - - - - 13

雌花 完形 - 3 - - - - - - - 3

雌花 ･枝 ･葉 完形 - 1 - - - - - - - 1

枝 ･葉 破片 - 10 - - - - - - - 10

葉 破片 19 2 - - - - - - - 21

サワラ 枝条 完形 - 7 - - - - - - - 7

完形未満 1 - - - - - - - - 1

クワ属 核 完形未満 - 2 - - - - - - - 2

アンズ 核 完形 - - - - - 1 - - - 1

ウメ 核 完形 35 - - - - - - - - 35

完形未満 17 - 1 - - - - - - 18

破片 2 - - - - - - - - 2

核 ･種子（食痕） 完形未満 5 - - - - - - - - 5

スモモ 果実 ･核 完形 1 - - - - - - - - 1

核 完形 59 - - 1 - - - - 1 61

完形未満 1 - - - - - - - - 1

核 ･種子 完形未満 1 - - - - - - - - 1

モモ 核 完形 188 3 6 2 1 4 1 1 4 210

完形未満 - - - 1 - 1 - - - 2

半分 - - - - - 1 - 2 - 3

破片 1 - - - 1 - - - - 2

核 ･種子 完形未満 1 - - - - - - - - 1

トチノキ 種子 完形 - - - - - 1 - - - 1

草本

イネ 炭化穎 破片（基部） - 1 - - - - - - - 1

穎 完形 - 3 - - - - - - - 3

完形未満 1 5 - - - - - - - 6

破片（基部） 10 56 - - - - - - - 66

破片 10 - - - - - - - - 10

オオムギ 穎 ･胚乳 完形未満 - 1 - - - - - - - 1

エノコログサ属（アワ ?） 果実 完形 - 2 - - - - - - - 2

完形未満 - 1 - - - - - - - 1

破片 1 - - - - - - - - 1

イネ科（メヒシバ類 ?） 果実 完形 - 25 - - - - - - - 25

カヤツリグサ属 果実 完形 - 2 - - - - - - - 2

カヤツリグサ科 果実 完形 - 3 - - - - - - - 3

ソバ 果実 完形未満 - 1 - - - - - - - 1

破片 - 5 - - - - - - - 5

スベリヒユ 種子 完形 - 1 - - - - - - - 1

ナデシコ科 種子 完形 - 1 - - - - - - - 1

ヒユ属 果胞 ･種子 完形 - 7 - - - - - - - 7

種子 完形 - 14 - - - - - - - 14

カタバミ属 種子 完形 - 2 - - - - - - - 2

スズメウリ 種子 完形 - - 8 - - - - - - 8

破片 - - 1 - - - - - - 1

マクワ ･シロウリ型 種子 完形 80 95 - - - - - - - 175

モモルディカメロン型 種子 完形 18 5 - - - - - - - 23

雑草メロン型 種子 完形 2 - - - - - - - - 2

メロン類 種子 完形 1131 1268 - - - - - - - 2399

完形未満 29 115 - - - - - - - 144

半分 - 37 - - - - - - - 37

破片 27 381 - - - - - - - 408

ニホンカボチャ近似種 種子 完形 12 7 - - - - - - - 19

完形未満 7 3 - - - - - - - 10

破片 3 3 - - - - - - - 6

トウガン ? 種子 完形 1 83 - - - - - - - 84

完形未満 1 8 - - - - - - - 9

破片 - 20 - - - - - - - 20

イヌコウジュ属 果実 完形未満 - 1 - - - - - - - 1

破片 - 1 - - - - - - - 1

ナス 種子 完形 - 62 - - - - - - - 62

完形未満 - 11 - - - - - - - 11

ナス属 種子 完形 - 200 - - - - - - - 200

トウガラシ 種子 完形 1 1 - - - - - - - 2

ゴマ 種子 破片 2 1 - - - - - - - 3

タカサブロウ 果実 完形 - 1 - - - - - - - 1

合計 1693 2508 19 4 2 10 1 3 6 4246

第 226 表　種実出土状況
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の果実が２個（第476号土壙）、カヤツリグサ科

の果実が３個（第476号土壙）、スベリヒユの種

子が１個（第476号土壙）、ナデシコ科の種子が

１個（第476号土壙）、ヒユ属の果胞･種子が７

個（第 476号土壙）、種子が 14個（第 476号土

壙）、カタバミ属の種子が２個（第476号土壙）、

イヌコウジュ属の果実が２個（第476号土壙）と、

湿生植物のスズメウリの種子が９個（第 504号

土壙）、タカサブロウの果実が１個（第476号土壙）

の、計67個が確認された。

ｂ）主な種実遺体の記載

　種実遺体各分類群の写真を第 625・626図に、

主な分類群の計測値等を第 227表に示して同定

根拠とする。種実遺体の保存状態は概ね良好で、

第 539号土壙のスモモ１個は核表面に果実が、

第 539号土壙のウメ、スモモ、モモの一部は核

内に種子が残る状況が確認された。また、第476

号土壙のイネ穎１個には炭化が認められた。

　以下、栽培種（可能性含む）の形態的特徴等を

述べる。

・�アンズ（Prunus armeniaca L.）　バラ科サク

ラ属

　核（内果皮）は灰褐色、レンズ状球体で頂部は

鈍端、基部は切形で中央部に湾入した臍がある。

１本の明瞭な縦の縫合線が発達し、背面正中線に

鈍稜、腹面正中線はスモモよりもやや鋭い稜とな

り、稜の左右に浅い縦溝が各１個配列する。内果

皮は厚く硬く、表面には浅く微細な凹点が網目模

様をなす。

・ウメ（Prunus mume （Sieb.） Sieb. et Zucc.）

　バラ科サクラ属

　核（内果皮）は灰褐色、やや偏平な広楕円体。

表面には円形の小凹点が分布する。欠損がない

第539号土壙出土完形核35個の計測値は、長さ

が13.79～ 20.80（平均17.41±標準偏差1.68）

mm、幅が 10.01 ～ 16.15（平均 13.24 ± 1.32）

mm、厚さが 7.63 ～ 12.52（平均 10.36 ± 0.99）

mmである。一部、ネズミ類によると考えられる

食痕内部に黒灰褐色の種子の残存が確認された。

・�スモモ（Prunus salicina Lindley）　バラ科

サクラ属

　核（内果皮）、果実は灰褐色、レンズ状広楕円体。

表面はウメよりも平滑でごく浅い凹みが不規則に

みられる。１個の核基部～縫合線上に果肉（中果

皮）の破片の付着が確認された。

　欠損がない第539号土壙出土完形核61個の計

測値は、長さが 12.83 ～ 18.19（平均 15.01 ±

標準偏差 1.17）mm、幅が 9.76 ～ 14.26（平均

12.01 ± 0.75）mm、厚さが 6.49 ～ 9.97（平均

8.78± 0.57）mmである。

・�モモ（Prunus persica Batsch）　バラ科サク

ラ属

　核（内果皮）は灰～黒褐色、やや偏平な広楕円

体。頂部は鋭く尖る個体が多く、形状が類似する

複数個もみられる。内果皮表面には縦に流れる不

規則な線状の深い窪みがあり、粗いしわ状にみえ

る。縫合線に沿って半分に割れた内面には種子１

個が入る広卵状の窪みがある。

　欠損がない第 539号土壙出土完形核 100個の

計測値は、長さが 21.26 ～ 41.39（平均 31.53

±標準偏差 3.09）mm、幅が 16.68 ～ 26.16（平

均20.90± 1.79）mm、厚さが11.70～ 17.63（平

均14.73± 1.25）mmである。

・イネ（Oryza sativa L.）　イネ科イネ属

　穎は淡灰褐色、長さ7.23mm、幅 2.73mm、厚さ

2.28mm（第 476号土壙）のやや偏平な長楕円体。

基部に斜切状円柱形の果実序柄と１対の護穎を有

し、その上に外穎と内穎がある。外穎は５脈、内

穎は３脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してや

や偏平な長楕円形の稲籾を構成する。穎は柔らか

く、表面には顆粒状突起が縦列する。

・�オオムギ（Hordeum valgare L.）　イネ科オオ

ムギ属

　穎 ･胚乳は暗灰褐色、紡錘状楕円体で基部を



− 904 −

分
類
群

部
位

遺
構
名

計
測
数

長
さ
（
m
m
）

幅
（
m
m
）

厚
さ
（
m
m
）

備
考

最
小

最
大

平
均

偏
差

最
小

最
大

平
均

偏
差

最
小

最
大

平
均

偏
差

ア
ン
ズ

核
S
K
5
1
8

1
2
3
.
3
4

2
1
.
3
0

1
5
.
2
1

ウ
メ

核
S
K
5
3
9

3
5

1
3
.
7
9

2
0
.
8
0

1
7
.
4
1

±
1
.
6
8

1
0
.
0
1

1
6
.
1
5

1
3
.
2
4

±
1
.
3
2

7
.
6
3

1
2
.
5
2

1
0
.
3
6

±
0
.
9
9

ウ
メ

核
S
K
5
0
4

1
1
5
.
7
8

1
2
.
2
9

1
0
.
0
6

ス
モ
モ

核
S
K
5
3
9

6
1

1
2
.
8
3

1
8
.
1
9

1
5
.
0
1

±
1
.
1
7

9
.
7
6

1
4
.
2
6

1
2
.
0
1

±
0
.
7
5

6
.
4
9

9
.
9
7

8
.
7
8

±
0
.
5
7

ス
モ
モ

核
S
K
5
1
1

1
1
5
.
0
5

1
1
.
8
2

8
.
9
6

ス
モ
モ

核
S
K
5
1
3

1
1
2
.
9
5

1
2
.
2
7

9
.
3
3

モ
モ

核
S
K
5
3
9

1
0
0

2
1
.
2
6

4
1
.
3
9

3
1
.
5
3

±
3
.
0
9

1
6
.
6
8

2
6
.
1
6

2
0
.
9
0

±
1
.
7
9

1
1
.
7
0

1
7
.
6
3

1
4
.
7
3

±
1
.
2
5
頂
部
鋭
く
尖
る
核
が
多
い

モ
モ

核
S
K
4
7
6

1
2
9
.
4
3

2
0
.
0
2

1
4
.
1
8

頂
部
鋭
く
尖
る

,
2
個
形
状
類
似

モ
モ

核
S
K
4
7
6

1
2
7
.
8
2

2
0
.
1
9

1
4
.
4
8

頂
部
鋭
く
尖
る

,
2
個
形
状
類
似

モ
モ

核
S
K
4
7
6

1
2
9
.
5
1

2
1
.
7
9

1
6
.
2
8

頂
部
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
0
4

1
2
8
.
6
9

2
1
.
1
0

1
5
.
5
4

頂
部
や
や
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
0
4

1
2
7
.
4
2

1
9
.
5
9

1
4
.
0
3

モ
モ

核
S
K
5
0
4

1
2
9
.
6
0

2
1
.
2
7

1
6
.
5
9

頂
部
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
0
4

1
2
9
.
2
2

2
0
.
9
6

1
5
.
1
8

頂
部
尖
る

,
2
個
形
状
類
似

モ
モ

核
S
K
5
0
4

1
2
9
.
6
6

1
9
.
7
1

1
4
.
2
1

頂
部
尖
る

,
2
個
形
状
類
似

モ
モ

核
S
K
5
1
1

1
3
0
.
1
3

2
3
.
0
1

1
5
.
6
1

頂
部
鋭
く
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
1
1

1
2
6
.
0
7

1
9
.
7
9

1
5
.
2
4

頂
部
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
1
1

1
3
1
.
1
4

2
0
.
6
4

1
4
.
6
7

頂
部
や
や
尖
る

,
腹
面
一
部
摩
耗

モ
モ

核
S
K
5
1
2

1
3
5
.
7
0

2
5
.
1
6

1
5
.
7
2

頂
部
尖
る

,
背
面
一
部
摩
耗

モ
モ

核
S
K
5
1
8

1
3
3
.
8
9

2
3
.
3
9

1
6
.
0
3

頂
部
鋭
く
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
1
8

1
3
3
.
4
7

2
4
.
1
4

1
6
.
5
8

頂
部
鋭
く
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
1
8

1
3
7
.
1
9

2
3
.
2
2

1
6
.
1
3

頂
部
鋭
く
尖
る

モ
モ

核
B
5
-
J
5

1
2
8
.
7
6

2
2
.
6
8

1
6
.
7
6

頂
部
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
3
7

1
2
8
.
0
5

1
9
.
5
2

1
6
.
1
9

頂
部
鋭
く
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
3
7

1
2
9
.
3
8

2
2
.
1
0

1
6
.
5
3

半
分

2
個
接
合

,
頂
部
鋭
く
尖
る

モ
モ

核
S
K
5
1
3

1
2
8
.
2
8

2
0
.
0
5

1
4
.
1
1

頂
部
尖
る

,
4
個
形
状
類
似

モ
モ

核
S
K
5
1
3

1
2
9
.
0
3

1
9
.
9
6

1
4
.
1
7

頂
部
尖
る

,
4
個
形
状
類
似

モ
モ

核
S
K
5
1
3

1
2
9
.
6
5

1
8
.
8
9

1
4
.
7
5

頂
部
尖
る

,
4
個
形
状
類
似

モ
モ

核
S
K
5
1
3

1
2
9
.
7
7

1
8
.
9
1

1
3
.
7
0

頂
部
尖
る

,
4
個
形
状
類
似

イ
ネ

穎
S
K
4
7
6

1
7
.
2
3

2
.
7
3

2
.
2
8

オ
オ
ム
ギ

穎
･
胚
乳

S
K
4
7
6

1
4
.
1
0

+
3
.
0
8

+
2
.
6
1

+
基
部
欠
損

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
属
（
ア
ワ

?
）
果
実

S
K
4
7
6

1
2
.
5
7

1
.
4
4

1
.
0
7

ソ
バ

果
実

S
K
4
7
6

1
5
.
0
9

3
.
0
7

+
-

メ
ロ
ン
類

種
子

S
K
5
3
9

1
0
0

6
.
0
2

8
.
9
5

7
.
5
9

±
0
.
5
4

2
.
8
3

3
.
8
6

3
.
4
2

±
0
.
2
0

1
.
1
9

1
.
7
7

1
.
4
5

±
0
.
1
3
マ
ク
ワ

･
シ
ロ
ウ
リ
型

8
0
,
モ
モ
ル
デ
ィ
カ
メ
ロ
ン
型

1
8
,
雑
草
メ
ロ
ン
型

2

メ
ロ
ン
類

種
子

S
K
4
7
6

1
0
0

6
.
1
1

8
.
7
2

7
.
2
1

±
0
.
5
3

2
.
8
4

3
.
6
2

3
.
2
6

±
0
.
1
6

0
.
9
4

1
.
7
0

1
.
3
2

±
0
.
1
4
マ
ク
ワ

･
シ
ロ
ウ
リ
型

9
5
,
モ
モ
ル
デ
ィ
カ
メ
ロ
ン
型

5

ト
ウ
ガ
ン

?
種
子

S
K
5
3
9

1
1
0
.
5
8

7
.
1
9

2
.
3
7

ト
ウ
ガ
ン

?
種
子

S
K
4
7
6

7
3

1
0
.
1
9

1
3
.
1
0

1
1
.
7
0

±
0
.
6
4

6
.
0
5

7
.
9
9

7
.
0
4

±
0
.
4
1

1
.
5
6

2
.
8
9

2
.
1
5

±
0
.
2
4

ニ
ホ
ン
カ
ボ
チ
ャ
近
似
種

種
子

S
K
4
7
6

7
1
3
.
5
0

1
6
.
1
5

1
4
.
3
8

±
0
.
9
1

7
.
2
7

7
.
9
3

7
.
6
1

±
0
.
2
6

1
.
2
3

1
.
6
3

1
.
5
1

±
0
.
1
3

ナ
ス

種
子

S
K
4
7
6

4
6

2
.
0
9

3
.
1
8

2
.
6
9

±
0
.
2
5

2
.
7
1

3
.
5
9

3
.
1
7

±
0
.
2
0

0
.
2
5

0
.
7
9

0
.
4
5

±
0
.
1
1

ナ
ス
属

種
子

S
K
4
7
6

1
0
0

0
.
8
2

2
.
1
5

1
.
6
6

±
0
.
2
0

1
.
0
0

3
.
0
8

2
.
1
0

±
0
.
2
7

0
.
1
3

0
.
8
9

0
.
5
5

±
0
.
1
4

ト
ウ
ガ
ラ
シ

種
子

S
K
5
3
9

1
3
.
3
9

4
.
3
9

-

ト
ウ
ガ
ラ
シ

種
子

S
K
4
7
6

1
2
.
7
8

3
.
6
1

0
.
6
6

ゴ
マ

種
子

S
K
4
7
6

1
2
.
8
8

1
.
5
0

0
.
5
0

注
）
計
測
は
デ
ジ
タ
ル
ノ
ギ
ス
を
使
用
し
、
欠
損
は
残
存
値
に
「
+
」
で
示
す
。

第
2
2
7
表
　
主
な
種
実
遺
体
の
計
測
値



− 905 −

欠損し、残存長4.10mm、残存幅3.08mm、残存厚

2.61mm（第 476号土壙）を測る。背腹面観は紡

錘状楕円形、側面観は非対称紡錘状長楕円形、上

下面観はやや角張った横広楕円形で、背面（内穎

側）正中線上にＶ字型の浅い縦溝があり、頂部に

向かって大きく開く（幅1.0mm）。穎は薄膜状で

表面は平滑、鈍い光沢があり、微細な縦長の網目

模様が配列する。

　オオムギには６条種（six-rowed barley）と

２条種（two-rowed barley）があり、ともに皮

麦（hulled barley） と 裸 麦（naked barley）

とに分けられる。試料は、内外穎が穎果に癒着し

ていることから皮麦と判断される。

・エノコログサ属（Setaria）　イネ科

　果実は淡灰褐色、長さ2.57mm、幅 1.44mm、厚

さ 1.07mmの半広倒卵状楕円体（第476号土壙）。

腹面（内穎）はやや平らで、背面（外穎）は丸み

があり、腹面長辺の両端を僅かに包む。果皮表面

にアワ（S. italica （L.） P.Beauv.）特有の微

細な乳頭突起の横列（Nasu.et.al.,2007）が確

認される箇所がある。

・�ソバ（Fagopyrum esculentum Moench）　タデ

科ソバ属

　果実は暗灰褐色、長さ 5.09mm、径 3.07mm の

稜が鋭く尖る三稜状広卵体で基部の萼を欠損する

（第 476号土壙）。果皮表面は粗面で、浅く細い

横筋がある。稜に沿って割れた 1/3～ 2/3片を

主体とする。

・�メロン類（Cucumis melo L.）　ウリ科キュウ

リ属

　種子は淡～灰褐色、偏平な狭倒皮針体を呈し、

基部に倒 ｢ハ ｣の字形の凹みがある。種皮表面

には縦長の細胞が配列する。

　欠損がない出土完形種子100個の計測値は、第

539 号土壙は、長さが 6.02 ～ 8.95（平均 7.59

±標準偏差 0.54）mm、幅が 2.83 ～ 3.86（平均

3.42 ± 0.20）mm、厚さが 1.19 ～ 1.77（平均

1.45 ± 0.13）mm であり、80 個が藤下（1984）

の基準による中粒のマクワ・シロウリ型（長さ

6.10-8.09mm）、18個が大粒のモモルディカメロ

ン型（長さ 8.10mm 以上）、２個が小粒の雑草メ

ロン型（長さ6.09mm以下）に該当する。

　第 476 号土壙は、長さが 6.11 ～ 8.72（平均

7.21±標準偏差0.53）mm、幅が2.84～ 3.62（平

均3.26± 0.16）mm、厚さが0.94～ 1.70（平均

1.32 ± 0.14）mmであり、95個がマクワ・シロ

ウリ型、5個がモモルディカメロン型に該当する。

・�ニ ホ ン カ ボ チ ャ 近 似 種（Cucurbita cf. 

moschata Duch.）　ウリ科カボチャ属

　種子は灰褐色、偏平な倒卵体で基部は突出し発

芽孔がある。両面全周に走る縁は明瞭で、段差が

あり薄くなる。種皮表面は粗面で縁付近に褐色の

毛がある。

　欠損がない第476号土壙出土完形種子７個の

計測値は、長さが 13.50 ～ 16.15（平均 14.38

±標準偏差 0.91）mm、幅が 7.27 ～ 7.93（平均

7.61 ± 0.26）mm、厚さが 1.23 ～ 1.63（平均

1.51± 0.13）mmである。

　カボチャ（属）は、栽培のために持ち込まれた

渡来種で、日本で栽培しているカボチャは16世

紀に渡来したニホンカボチャ、19世紀に渡来し

たセイヨウカボチャ（C. maxima Duch.）、セイ

ヨウカボチャよりさらに後れて渡来したペポカボ

チャ（C. pepo L.）の３種がある。ただし、山

形県小山崎遺跡からは縄文時代前期前葉の年代値

（5,578± 24y BP）が得られたカボチャ近似種の

種子が出土しており（吉川,2015）、渡来時期に

は議論の余地がある。今回の出土種子は、ニホン

カボチャの形状に似るため、ニホンカボチャ近似

種としている。

・�トウガン（Benincasa hispida （Thunb. ex 

Murray） Cogn.）?　ウリ科トウガン属

　種子は淡～灰褐色、偏平な倒卵体。欠損がな

い第 476号土壙出土完形種子 73個の計測値は、
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第 625 図　大型植物遺体（１）　



− 907 −

第 626 図　大型植物遺体（２）　
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長さが 10.19 ～ 13.10（平均 11.70 ±標準偏

差 0.64）mm、幅が 6.05 ～ 7.99（平均 7.04 ±

0.41）mm、厚さが 1.56 ～ 2.89（平均 2.15 ±

0.24）mmである。種子表面はやや平滑で、両面

の全縁には段差があり薄くなる。基部は切形で

倒 ｢ハ ｣の字形の凹みがある。出土種子は、表

面や基部の形状はスイカ（Citrullus lanatus 

（Thunb.） Matsum. et Nakai.）に似るが、大

きさはトウガンに最も近いことから、トウガン

に疑問符を付している。なお、ヘチマ（Luffa 

cylindrica （L.） Roem.）とは、基部の形状が異

なる点で区別される。 

・ナス（Solanum melongena L.）　ナス科ナス属

　種子は灰褐色、偏平で歪な腎臓形で、基部はや

や肥厚し、くびれた部分に臍がある。種皮表面に

は微細な星型状網目模様が臍から同心円状に発達

する。

　欠損がない第476号土壙出土完形種子46個の

計測値は、長さが2.09～ 3.18（平均 2.69±標

準偏差0.25）mm、幅が 2.71～ 3.59（平均 3.17

± 0.20）mm、厚さが0.25～ 0.79（平均0.45±

0.11）mmである。

　なお、小型種子をナス属としているが、種皮の

厚さや表面模様はナスに似ており、栽培に由来す

る可能性がある。欠損がない第476号土壙出土完

形種子100個の計測値は、長さが0.82～ 2.15（平

均1.66±標準偏差0.20）mm、幅が1.00～ 3.08

（平均2.10± 0.27）mm、厚さが0.13～ 0.89（平

均0.55± 0.14）mmである。

・�トウガラシ（Capsicum annuum L.）　　ナス科

トウガラシ属

　種子は灰褐色、長さ 3.39mm、幅 4.39mm（第

539号土壙）と、長さ2.78mm、幅 3.61mm、厚さ

0.66mm（第 476 号土壙）の歪な腎臓形で偏平。

基部の凹部に臍があり、一端が臍から嘴状に突出

する。種皮は基部が最も厚く、周縁部が次いで厚

く、中央部は薄く凹状となる。種皮表面は、やや

粗い星型状横長網目模様が臍から同心円状に配列

する。

・ゴマ（Sesamum indicum L.）　ゴマ科ゴマ属

　種子は灰褐色、長さ2.88mm、幅 1.50mm、厚さ

0.50mm（第 476号土壙）の偏平な倒卵体で基部

はやや尖る。種皮は薄く、表面は粗面で不規則な

網目状の模様があり、周縁に細い稜（rim）を持つ。

（５）まとめ

　各遺構より出土した種実遺体には、栽培種のア

ンズ、ウメ、スモモ、モモ、イネ、オオムギ、ソ

バ、メロン類（マクワ･シロウリ型、モモルディ

カメロン型、雑草メロン型含む）、ニホンカボチ

ャ近似種、トウガン?、ナス、トウガラシ、ゴマ

の他、栽培の可能性があるエノコログサ属（アワ

?）、ナス属が確認された。栽培種（可能性を含む）

が全体の95.5％を占め、特にメロン類が多い。

　遺跡近辺で栽培されたか、近辺より持ち込まれ

たかは不明であるが、当時利用された植物質食料

と示唆され、遺構内への投棄等の人為的行為に由

来する可能性がある。以前パリノ・サーウェイ株

式会社が分析調査を実施した栗橋宿本陣跡の出土

種実においても、アンズ、ウメ、スモモ、モモ、

ソバ、ニホンカボチャ近似種、ナスなどの栽培種

が全体の98％超を占め、ソバとモモの多産が特

徴的である。

　今回最も多く確認された果菜類のメロン類は、

第 539 号土壙と第 476 号土壙より確認された。

出土種子の一部の大きさを検討した結果、マク

ワ･シロウリ型が全体の87.5％を占める組成を

示した。分析試料が採取された遺構はいずれも

18世紀中葉～後葉と想定されており、中世以降

はマクワ・シロウリ型が大半を占める傾向（藤下

,1992など）である点を支持する結果と言える。

　次いで多く確認された果樹のモモは、全９遺構

より確認され、頂部が鋭く尖る個体を主体とする。

また、同遺構内で形状が類似する複数個も確認さ

れたことから、同系統に由来する可能性もある。
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　その他、第518号土壙より確認されたアンズ、

第539号土壙･第504号土壙より確認されたウメ、

第 539号土壙 ･第 511号土壙 ･第 513号土壙よ

り確認されたスモモなどの果樹や、第 539号土

壙 ･第 476 号土壙より確認された穀類のイネ、

果菜類のニホンカボチャ近似種、トウガン?、ト

ウガラシ、ゴマ、第 476号土壙より確認された

穀類のエノコログサ属（アワ?）、オオムギ、ソバ、

果菜類のナス、ナス属などの、豊富な分類群の食

利用が指摘される。

　栽培種と栽培の可能性を除いた分類群は、木本

は、第 539号土壙 ･第 504 号土壙 ･第 518 号土

壙 ･第 513号土壙より球果や種子、短枝 ･葉が

確認されたマツ属複維管束亜属、第539号土壙･

第 476号土壙より球果や種子、雌花、枝 ･葉が

確認されたスギ、第 539号土壙 ･第 476号土壙

より枝条が確認されたサワラは、高木になる常緑

針葉樹で有用材でもある。複数部位が出土した

ことから、植栽の可能性を含めて第539号土壙･

第 476号土壙近辺に生育していたと考えられる。

栗橋宿本陣跡の調査においても、マツ属複維管束

亜属の球果が確認されている。

　その他、第 518号土壙より確認されたトチノ

キは河畔林要素の落葉高木で、あく抜きを施す

ことで種子内部の子葉が食用可能となる。第476

号土壙より確認されたクワ属は河畔や林縁などに

生育する落葉高木で、果実が食用可能である。こ

れらは遺跡周辺の河畔林や二次林などに生育して

いたと考えられる。出土種子に人間による直接の

利用痕跡は認められないが、多くの栽培種の種実

と共に利用された可能性は充分に考えられる。栗

橋宿本陣跡においても、トチノキが確認されてい

る。

　草本は、第476号土壙より中生植物のイネ科（メ

ヒシバ類?）、カヤツリグサ属、カヤツリグサ科）、

スベリヒユ、ナデシコ科、ヒユ属、カタバミ属、

イヌコウジュ属、湿生植物のタカサブロウと、第

504号土壙より湿生植物のスズメウリが確認され

た。調査区周辺の明るく開けた草地に生育してい

たと考えられ、湿った場所の存在も示唆される。

藤下典之　1984　「出土遺体よりみたウリ科植物の種類と変遷とその利用法」『古文化財の自然科学的研究』638-654p　

　　　　　　　　古文化財編集委員会編

藤下典之　1992　「出土種子からみた古代日本のメロンの仲間－その種類、渡来、伝播、利用について－」

　　　　　　　　『月間考古学ジャーナル354』7-13p　ニューサイエンス社

石川茂雄　1994　『原色日本植物種子写真図鑑』328p　石川茂雄図鑑刊行委員会

中山至大・井之口希秀・南谷忠志　2010　『日本植物種子図鑑（2010年改訂版）』678p　東北大学出版会

Nasu, H., Momohara, A., Yasuda, Y., and He, JJ.　2007

 「The occurrence and identification of Setaria italica （L.） P.Beauv.（foxtail millet） 

grains from the Chengtoushan site （ca.5800 cal B.P.） in central China, with reference 

to the domestication centre in Asia」 『Vegetation History and Archaeobotany 16』 481-494p

鈴木庸夫・高橋冬・安延尚文　2012　『ネイチャーウォッチングガイドブック 草木の種子と果実－形態や大きさが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一目でわかる植物の種子と果実632種－』272p　成文堂新光舎

吉川純子　2015　「植物遺体」『小山崎遺跡発掘調査報告書－総括編－』162-165p　遊佐町埋蔵文化財調査報告書第10集

引用・参考文献
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（１）はじめに

　栗橋宿西本陣跡から出土した多数の木製品のう

ち10点について、樹種の同定を試みた。

（２）試料

　樹種同定を実施する試料は、第504号土壙・第

517号土壙・第518号土壙、および樹皮堆積区よ

り出土した木製品など、計10点である。ただし、

下駄①差歯が２点あるため、同定点数は11点で

ある。詳細は、結果とともに表示する。

（３）分析方法

　資料の木取りを観察した上で、剃刀を用いて木

口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）

の３断面の徒手切片を直接採取する。切片をガム・

クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，

グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパ

ラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木

材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標

本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木

材識別データベースと比較して種類を同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊

東（1982）、Wheeler ｈ ほ か（1998）、Richter

ほ か（2006） を 参 考 に す る。 ま た、 日 本

産 木 材 の 組 織 配 列 は、林（1991）や 伊 東

（1995,1996,1997,1998,1999）を参考にする。

（４）結果

　結果を第 228表に示す。木製品は、針葉樹 1

分類群（スギ）と広葉樹４分類群（ブナ属、クリ、

ケヤキ、トネリコ属）に同定された。なお、試料

番号７の木皮材?は、収縮して組織が観察できな

かったため不明である。各分類群の解剖学的特徴

等を記す。

・�ス ギ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. 

Don）　スギ科スギ属

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、

晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部

に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され

る。分野壁孔はスギ型で、１分野２個が基本。放

射組織は単列。

・ブナ属（Fagus）　ブナ科

　散孔材で、管孔は単独または放射方向に２～３

個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。

道管の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段

穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。

放射組織はほぼ同性、単列、数細胞高のものから

複合放射組織まである。

・�クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　

ブナ科クリ属

　環孔材で、孔圏部は３～４列、孔圏外で急激に

No. 遺構名 試料名 木取り 樹種 備考 挿図

1 SK517 卒塔婆 柾目 スギ 541-77

2 SK504 下駄①　台 柾目 ケヤキ

502-64
3 SK504

下駄①　差歯 柾目 ケヤキ

下駄①　差歯 柾目 ケヤキ

4 SK517 下駄② 柾目 クリ 連歯下駄 539-65

5 SK517 下駄③ 柾目 トネリコ属 連歯下駄 539-60

6 SK518 下駄④ 板目 ケヤキ 台のみ 554-49

7 樹皮堆積区 木皮材 ? - 不明 収縮

8 SK517 漆椀 横木取り ブナ属 535-17

9 SK518 漆椀蓋 横木取り ブナ属 紋付 550-12

10 SK518 漆椀 横木取り ブナ属 紋付 550-2

第 228 表　樹種同定結果
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第 627 図　木材（１）　
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管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は同性、単列。

・ケヤキ（Zelkova serrata （Thunb.） Makino）

　ニレ科ケヤキ属

　環孔材で、孔圏部は１～２列、孔圏外で急激に

管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向

に紋様状あるいは帯状に配列し、年輪界に向かっ

て径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性、細胞幅は１～数列。

・トネリコ属（Fraxinus）　モクセイ科

　環孔材で、孔圏部は１～３列、孔圏外で急激に

管径を減じたのち、厚壁の道管が単独または２個

が放射方向に複合して配列し、年輪界に向かって

径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列する。放射組織は同性、細胞幅は１～

３。

（４）まとめ

・江戸時代の植物利用

　各遺構より出土した木製品では、卒塔婆、下駄、

漆椀があり、伊東・山田（2012）を参考にすると、

第 628 図　木材（２）　
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埋葬具・葬具（卒塔婆）、服飾具（下駄）、容器（漆

器椀）に分類される。第517号土壙の卒塔婆は、

針葉樹のスギに同定された。木材は、木理が通直

で割裂性と耐水性が比較的高い。埼玉県内での卒

塔婆の樹種同定例はないが、東京都の調査事例を

見ると、いずれも針葉樹のモミ属、トウヒ属、ス

ギ、ヒノキ、サワラなどが利用されている（伊東・

山田2012）。

　服飾具の下駄を見ると、第504号土壙と第518

号土壙は差歯下駄、第 517号土壙は台と歯を一

木で作り出す連歯下駄である。差歯下駄は台、差

歯とも広葉樹のケヤキに同定された。ケヤキは重

硬で強度と耐朽性が高い。一方、連歯下駄は広葉

樹のクリ、トネリコ属に同定され、材質はいずれ

も重硬で強度が高い種類である。よって、差歯下

駄、連歯下駄のいずれも、強度を考慮した用材選

択が推定される。以前に分析を実施した、栗橋宿

本陣跡から出土した下駄の分析事例を見ると、連

歯下駄では針葉樹のマツ属、スギ、ヒノキ、ヒノ

キ科、広葉樹のブナ属近似種、コナラ属コナラ亜

属コナラ節、クリ、トネリコ属が利用されており、

差歯下駄では針葉樹のスギ、ヒノキ、広葉樹のヤ

ナギ属、クリ、ケヤキ、キハダ、ケンポナシ属な

どが利用されている(埼埋文2019a・2020b)。

　第 517号土壙と第 518号土壙の漆椀は、いず

れも広葉樹のブナ属に同定され、加工性の高い木

材の利用が推定される。埼玉県内の鎌倉時代～江

戸時代後半の漆塗り椀を見ると、広葉樹のブナ属、

クリ、キハダなどの利用が確認されており、（伊東・

山田2012）、今回の結果もこれらの傾向と調和的

である。
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（１）はじめに

　栗橋宿西本陣跡からは多数の建物跡が発見され

た。そこで、建物の構築年代を知るために、第１・

３号建物跡から検出された地業構築材と第６号建

物跡（次冊報告）から検出された地業構築材につ

いて放射性炭素年代測定を実施した。

（２）試料と方法

　試料は、第１号建物跡（第 23～ 25図）から

検出された地業構築材（捨て土台）が１点、第３

号建物跡（第 27～ 30図）から検出された地業

構築材が１点、第６号建物跡から検出された地業

構築材が１点の、計３点である。

　第１号建物跡から検出された捨て土台は、直径

(残存径）11× 18㎝の芯持ち柾目で、最終形成

年輪が残存していた。47年輪あり、樹皮側から

１－５年目（PLD-31060）と 21－ 25年目（PLD-

31061）、41－ 45年目（PLD-31062）の年輪部分

を採取した。

　第３号建物跡から検出された地業構築材は、直

径11.5㎝の丸木で、最終形成年輪が残存してい

た。26年輪あり、樹皮側から１－５年目（PLD-

31063）と 11 － 15 年目（PLD-31064）、21 － 25

年目（PLD-31065）の年輪部分を採取した。

　第６号建物跡から検出された地業構築材（№

23）は、残存径12× 10㎝の割材で、最終形成年

輪が残存していた。81年輪あり、樹皮側から１

－５年目（PLD-31066）、41－45年目（PLD-31067）、

76－ 80年目（PLD-31068）年輪部分を採取した

　測定試料の情報、調製データは第 229表のと

おりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パ

レオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）

を用いて測定した。得られた 14C濃度について同

位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年

代を算出した。

（３）結果

　第 230～ 232表に同位体分別効果の補正に用

いる炭素同位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補

正を行って暦年較正に用いた年代値と較正によっ

て得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差

を丸めて表示した 14C年代、ウィグルマッチング

結果を、第 630～ 632図にウィグルマッチング

結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は

下１桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲

線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正

を行うために記載した。

　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを

示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、

14C の半減期として Libby の半減期 5568 年を使

用した。また、付記した 14C年代誤差（±1σ）は、

測定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、

試料の 14C年代がその 14C年代誤差内に入る確率

が68.2％であることを示す。

　なお、暦年較正、ウィグルマッチング法の詳細

は以下のとおりである。

　[暦年較正]

　暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減

期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中

の 14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半

減期 5730± 40年）を較正して、より実際の年

代値に近いものを算出することである。

　14C年代の暦年較正にはOxCal4.2（較正曲線デ

ータ：Post-bomb atmospheric NH2）を使用した。

なお、１σ暦年代範囲は、OxCalの確率法を使用し

て算出された 14C年代誤差に相当する68.2％信頼

限界の暦年代範囲であり、同様に２σ暦年代範囲

は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内

の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率

を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C年代の

確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

　[ウィグルマッチング法]

　ウィグルマッチング法とは、複数の試料を測定
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し、それぞれの試料間の年代差の情報を用いて試

料の年代パターンと較正曲線のパターンが最も一

致する年代値を算出することによって、高精度で

年代値を求める方法である。測定では、得られた

年輪数が確認できる木材について、１年毎或いは

数年分をまとめた年輪を数点用意し、それぞれ年

代測定を行う。個々の測定値から暦年較正を行い、

得られた確率分布を最外試料と当該試料の中心値

の差だけずらしてすべてを掛け合わせることによ

り最外試料の確率分布を算出し、年代範囲を求め

る。なお、得られた最外試料の年代範囲は、まと

めた試料の中心の年代を表している。そのため試

料となった木材の最外年輪年代を得るためには、

最外試料の中心よりも外側にある年輪数を考慮す

る必要がある。

（４）まとめ

　以下、各試料の暦年較正結果のうち２σ暦年代

範囲（確率95.4％）に着目して、遺構ごとに結

果を整理する。

　第１号建物跡の出土材（PLD-31060 ～ 31062）

は、18世紀前半と19世紀前半～20世紀前半の

暦年代範囲で、江戸時代中期もしくは江戸時代後

期～大正時代に相当する。

　第３号建物跡の出土材（PLD-31063 ～ 31065）

は、17世紀後半～ 18世紀初頭、18世紀中頃～

19世紀前半、20世紀中頃の暦年代範囲で、江戸

時代前期～後期もしくは昭和時代に相当する。

　第６号建物跡の出土材（PLD-31066 ～ 31068）

は、18世紀後半～ 19世紀前半の暦年代範囲で、

江戸時代中期～後期に相当する。この中でも特

に確率が高いのは1797-1813calAD（69.1%）で、

18世紀末～19世紀初頭である。

　今回の試料はいずれも最終形成年輪を有してお

り、木材の伐採時期を示している。

　年輪数が 81年輪あった第６号建物跡出土材

（PLD-31066 ～ 31068）は比較的年代が絞り込

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-31060
遺構：SB1 

遺物：地業構築材 (北 ) 

種類：生材 (マツ属複維管束亜属 ) 

試料の性状：最終形成年輪 

形状：芯持柾目 (残存径 11 × 18 ㎝、47 年輪 ) 

状態：dry

採取位置：1-5 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31061 採取位置：21-25 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31062 採取位置：41-45 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31063
遺構：SB3 

遺物：地業構築材 (南 ) 

種類：生材 (クリ ) 

試料の性状：最終形成年輪 

形状：丸木 (直径 11.5 ㎝、26 年輪 ) 

状態：dry

採取位置：1-5 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31064 採取位置：11-15 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31065 採取位置：21-25 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31066
遺構：SB6 

遺物：地業構築材 (No.23) 

種類：生材 (クリ ) 

試料の性状：最終形成年輪 

形状：割材 (残存径 12 × 10 ㎝、81 年輪 ) 

状態：dry

採取位置：1-5 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31067 採取位置：41-45 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

PLD-31068 採取位置：76-80 年目

超音波洗浄 

酸 ･アルカリ ･酸洗浄 (塩酸：1.2N, 水酸化ナ

トリウム：1.0N, 塩酸：1.2N)

第 229 表　測定試料および処理
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第 629 図　年代測定を行った木材と年輪計測結果
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測定番号
δ 13C

(‰ )

暦年較正用年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-31060 -25.03 ± 0.19 110 ± 18 110 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1694-1709 cal AD (11.1%)  
1718-1727 cal AD ( 6.7%)  
1812-1827 cal AD (10.3%)  
1831-1839 cal AD ( 4.9%)  
1841-1854 cal AD ( 8.8%)  
1857-1863 cal AD ( 4.0%)  
1866-1890 cal AD (16.5%)  
1910-1918 cal AD ( 5.9%)

Post-bomb NH2 2013: 
1685-1731 cal AD (27.2%) 
1808-1894 cal AD (56.0%) 
1904-1927 cal AD (12.0%) 
1954-1954 cal AD ( 0.3%)

PLD-31061 -26.41 ± 0.22 107 ± 19 105 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1694-1712 cal AD (12.4%)  
1716-1727 cal AD ( 7.4%)  
1813-1837 cal AD (17.1%)  
1842-1853 cal AD ( 6.9%)  
1859-1861 cal AD ( 1.4%)  
1867-1891 cal AD (16.5%)  
1908-1918 cal AD ( 6.5%)

Post-bomb NH2 2013: 
1686-1731 cal AD (27.2%) 
1808-1896 cal AD (55.5%) 
1902-1927 cal AD (12.4%) 
1954-1955 cal AD ( 0.3%)

PLD-31062 -25.26 ± 0.20 138 ± 19 140 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1681-1696 cal AD (11.1%)  
1725-1738 cal AD ( 8.7%)  
1753-1762 cal AD ( 4.8%)  
1802-1814 cal AD ( 8.2%)  
1835-1845 cal AD ( 5.4%)  
1850-1870 cal AD (11.5%)  
1871-1877 cal AD ( 3.1%)  
1917-1938 cal AD (14.6%)  
1952-1953 cal AD ( 0.4%)  
1954-1954 cal AD ( 0.5%) 

Post-bomb NH2 2013: 
1675-1708 cal AD (15.1%) 
1718-1778 cal AD (24.7%) 
1799-1827 cal AD (11.7%) 
1832-1888 cal AD (25.7%) 
1911-1941 cal AD (16.9%) 
1951-1954 cal AD ( 1.4%)

最外試料年代

1720-1730 cal AD (20.3%) 
1841-1855 cal AD (23.9%) 
1875-1885 cal AD (12.4%) 
1886-1892 cal AD ( 5.6%) 
1906-1912 cal AD ( 6.1%) 

1715-1733 cal AD (25.0%) 
1838-1869 cal AD (32.1%) 
1870-1898 cal AD (25.8%) 
1901-1917 cal AD (12.4%)

測定番号
δ 13C 

（‰ )

暦年較正用年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 

（yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-31063 -26.45 ± 0.22 124 ± 19 125 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1684-1700 cal AD (10.0%)  
1703-1706 cal AD ( 1.7%)  
1719-1732 cal AD ( 7.8%)  
1807-1818 cal AD ( 6.9%)  
1833-1880 cal AD (32.9%)  
1915-1928 cal AD ( 8.7%)  
1954-1954 cal AD ( 0.3%)

Post-bomb NH2 2013: 
1681-1738 cal AD (27.5%) 
1754-1762 cal AD ( 1.5%) 
1802-1893 cal AD (51.3%) 
1906-1937 cal AD (14.2%) 
1952-1954 cal AD ( 0.8%)

PLD-31064 -25.98 ± 0.21 14　 145 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1680-1694 cal AD (10.8%)  
1727-1764 cal AD (24.2%)  
1774-1775 cal AD ( 0.5%)  
1800-1813 cal AD ( 8.8%)  
1838-1842 cal AD ( 1.9%)  
1853-1858 cal AD ( 2.4%)  
1861-1867 cal AD ( 2.6%)  
1918-1939 cal AD (15.6%)  
1952-1953 cal AD ( 0.7%)  
1953-1954 cal AD ( 0.7%) 

Post-bomb NH2 2013: 
1669-1700 cal AD (15.1%) 
1702-1706 cal AD ( 0.5%) 
1719-1780 cal AD (31.1%) 
1798-1819 cal AD (10.8%) 
1823-1825 cal AD ( 0.2%) 
1832-1881 cal AD (18.1%) 
1915-1944 cal AD (17.8%) 
1951-1954 cal AD ( 1.7%)

PLD-31065 -26.79 ± 0.21 181 ± 21 180 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1667-1681 cal AD (14.6%)  
1738-1754 cal AD (13.3%)  
1762-1782 cal AD (20.7%)  
1797-1802 cal AD ( 5.3%)  
1937-1952 cal AD (14.3%)

Post-bomb NH2 2013: 
1664-1685 cal AD (18.0%) 
1731-1808 cal AD (56.6%) 
1927-1954 cal AD (20.8%)

最外試料年代
1688-1701 cal AD (52.5%) 
1815-1821 cal AD (15.7%)

1684-1706 cal AD (60.2%) 
1753-1766 cal AD ( 7.1%) 
1771-1775 cal AD ( 0.7%) 
1808-1827 cal AD (27.2%) 
1952-1953 cal AD ( 0.2%)

第 230 表　第 1号建物跡の地業構築材（北）　放射性炭素年代測定、暦年較正、ウィグルマッチングの結果

第 231 表　第 3号建物跡の地業構築材（南）　放射性炭素年代測定、暦年較正、ウィグルマッチングの結果
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測定番号
δ 13C 

(‰ )

暦年較正用年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範

囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-31066 -26.42 ± 0.26 149 ± 20 150 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1677-1693 cal AD (11.0%)  
1727-1766 cal AD (27.8%)  
1771-1777 cal AD ( 3.2%)  
1799-1812 cal AD ( 8.8%)  
1919-1941 cal AD (15.7%)  
1951-1954 cal AD ( 1.6%)

Post-bomb NH2 2013: 
1668-1698 cal AD (15.3%) 
1721-1781 cal AD (35.5%) 
1797-1817 cal AD (10.6%) 
1833-1879 cal AD (13.6%) 
1916-1954 cal AD (20.4%)

PLD-31067 -24.73 ± 0.22 185 ± 19 185 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1666-1681 cal AD (16.5%)  
1738-1745 cal AD ( 5.5%)  
1749-1750 cal AD ( 0.9%)  
1763-1783 cal AD (22.9%)  
1796-1802 cal AD ( 6.3%)  
1938-1952 cal AD (16.2%)

Post-bomb NH2 2013: 
1664-1683 cal AD (18.9%) 
1734-1806 cal AD (55.4%) 
1929-1954 cal AD (21.1%)

PLD-31068 -26.58 ± 0.19 117 ± 18 115 ± 20

Post-bomb NH2 2013: 
1690-1707 cal AD (10.8%)  
1719-1729 cal AD ( 6.8%)  
1810-1820 cal AD ( 6.3%)  
1822-1826 cal AD ( 2.0%)  
1832-1882 cal AD (35.7%)  
1914-1925 cal AD ( 6.6%)

Post-bomb NH2 2013: 
1683-1735 cal AD (27.5%) 
1806-1894 cal AD (55.2%) 
1905-1930 cal AD (12.2%) 
1952-1953 cal AD ( 0.2%) 
1954-1954 cal AD ( 0.3%)

最外試料年代
1776-1779 cal AD ( 8.5%) 
1800-1809 cal AD (59.7%)

1769-1783 cal AD (25.6%) 
1797-1813 cal AD (69.1%) 
1836-1837 cal AD ( 0.7%)

第 630 図　第 1号建物跡の地業構築材（北）のウィグルマッチング結果

第 232 表　第 6号建物跡の地業構築材（No.23）　放射性炭素年代測定、暦年較正、ウィグルマッチングの結果
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第 631 図　第 3号建物跡の地業構築材（南）のウィグルマッチング結果

第 632 図　第 6号建物跡の地業構築材（№ 23）のウィグルマッチング結果
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めたが、年輪数の少なかった第１号建物跡出土

材（PLD-31060～ 31062）と第３号建物跡出土材

（PLD-31063 ～ 31065）は校正曲線が平坦な箇所

にあたり、年代の絞り込みが困難であった。

（１）はじめに

　第18号建物跡の地業に使用されていた切株材

について放射性炭素年代測定を実施した。

（２）試料

　試料は、調査区南端付近より検出された第18

号建物跡（第57図）の地業に使用された切株材

である（第633図）。切株材は、長方形を呈する

掘り込みの基底付近に敷かれた丸太材の上部に設

置されており、長径約61cm、短径約41cm、高さ

約37cmを測る。

　測定試料は、切株材の観察所見および遺存（破

損）状況などを踏まえ、およそ樹芯付近まで残る

ミカン割状に割れた部分を用いた。また、今回の

放射性炭素年代測定ではウィグルマッチング法に

よる年代推定を行うため、室内にて年輪計測を

実施した。年輪計測では45年輪が確認されたこ

とから、測定には残存する最外年輪より１～５

年、21～ 25年、41～ 45年の３試料を供してい

る。なお、試料の履歴に関わる情報を得るため樹

種の確認を行った結果、木材は落葉高木のケヤキ

（Zelkova serrata (Thunb.) Makino）に同定さ

れた。

（３）分析方法

　測定試料は、メスやピンセットなどを用いて付

着物などを物理的に除去する。さらに、酸－アル

カリ－酸（AAA）処理により不純物を化学的に処

理した後、超純水で中性になるまで希釈し、乾燥

させる。なお、AAA処理における酸処理では、通

常1mol/l（1M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカ

リ処理では、水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液

を用い、0.001Mから 1Mまで徐々に濃度を上げな

がら処理を行う。これらの処理の後、試料を燃焼

させ、二酸化炭素（CO ₂）を発生させ、精製する。

鉄を触媒として二酸化炭素を水素で還元し、グラ

ファイトを生成する。さらに生成したグラファイ

トは、内径１mmのカソードにハンドプレス機で

詰め、それをホイールにはめ込み、測定装置に装

着する。
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　測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベース

とした 14C-AMS専用装置を使用する。AMS測定時

に、標準試料である米国国立標準局（NIST）か

ら提供されるシュウ酸（HOX-Ⅱ）とバックグラ

ウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に

13C/12Cの測定も行うため、この値を用いてδ 13C

を算出する。

　放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5568年

を使用する。また、測定年代は1950年を基点と

した年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One・

Sigma;68％）に相当する年代である。暦年較正

は、OxCal4.2.4を用い、誤差として標準偏差（One・

Sigma）を用いる。

　暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減

期が5568年として算出された年代値に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の

14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期

5,730± 40年）を較正することである。暦年較

正は、OxCal4.2.4のマニュアルに従い、１年単

位まで表された同位体効果の補正を行った年代値

および北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を

用いる。暦年較正結果は１σ・２σ（１σは統計

的に真の値が68.2％の確率で存在する範囲、２

σは真の値が95.4％の確率で存在する範囲）の

値を示す。

　ウィグルマッチングとは、年輪を持った樹木試

料の放射性炭素年代測定に対し、較正曲線のウイ

グルを応用して年代値の絞り込みを行うものであ

る（Bronk・ Ramsey・ et・ al.,2001など）。暦年較

正ソフトであるOxCal（Bronk・ Ramsey,2009）で

は、ベイズ推定によるモデリングを行うことに

よって、14Cウィグルマッチングのためのモデル

を作成することが可能である。OxCal のリファ

レンスマニュアルによれば、典型的な 14Cウィグ

ルマッチングの場合，年輪試料を10年毎に測定

し、かつ測定試料に樹皮が確認されたとき、10

年輪毎に分割した最終ブロックの年代から約５年

後が樹木試料の伐採年代とされる。今回の試料

は、現地確認の際に樹皮が確認されていることか

ら、ほぼ最終形成年輪の年代を推定しているこ

とになる。なお、現在使用されている較正曲線

（Intcal13;Reimer・et・al.,2013）は、基本的に

10年単位（新しい時代では５年単位）で作成さ

れている点や、測定年代、較正曲線の精度から、

与えられた年代は５年もしくは10年単位で考え

ることが必要である。このことは、国際的な取

り決めによっても推奨されている（Stuiver・ and・

Polach,1977）。なお、本報告では、将来的な較

正曲線およびソフトウエアの更新に伴う再計算に

対応できるよう、表中には１年単位の値を記して

第 633 図　放射性炭素年代測定試料
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いる。

（４）結果・まとめ

　放射性炭素年代測定に供した試料の同位体

効果による補正を行った測定結果（補正年

代）、暦年較正結果およびウィグルマッチング

の結果を第 233表、第 634～ 636図に示す。切

株材試料のウィグルマッチング結果は、１σ

の 暦 年 代 範 囲 が 1769-1778calAD（21.5 ％）、

1796-1810calAD（46.7％）、２σの暦年代範囲が

1758- 1783calAD（31.4 ％）、1795-1820calAD

（58.1％）、1963-1980calAD（5.8％）である。

　なお、OxCalで行うウィグルマッチングは、ベ

イズの定理をもとにしたモデリング年代として計

算される。複数の年輪試料を用いた場合、試料の

新旧関係と相対的な年代差が明らかになるため、

統計学上、強力な条件設定を与えることとなり、

値の絞り込みが行える。このため、第 233表に

示すように単に最外年輪試料の年代測定を行った

結果と比べ、年代値の幅が狭くなる。今回の場合、

一部が較正曲線の範囲（1950年）を超える値と

なったが、この数値は較正曲線を外れているため、

統計学上意味を持たない。以上の点を考慮すると、

切株材の最外年輪試料の年代（２σ暦年代範囲）

は18世紀中頃～19世紀前半頃と推定される。

試料名
処理 

方法

補正年代 

(BP)

δ 13C 

(‰ )

補正年代 

( 暦年較正用 ) 

(BP)

暦年較正結果 測定番号

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

木材 

1 ～ 5 年
AAA 150 ± 20

-25.69 ±

0.24
146 ± 19

1678AD (12.1%) 1694AD 

1727AD (29.1%) 1765AD 

1800AD ( 9.6%) 1813AD 

1919AD (17.4%) 1940AD

1668AD (15.5%) 1700AD 

1720AD (33.8%) 1781AD 

1796AD (11.3%) 1819AD 

1832AD (16.5%) 1880AD 

1915AD (18.3%) 1945AD

IAAA- 

162079

木材 

21 ～ 25 年
AAA 190 ± 20

-27.30 ±

0.22
186 ± 19

1667AD (15.0%) 1681AD 

1739AD ( 8.3%) 1750AD 

1763AD (21.8%) 1784AD 

1797AD ( 4.9%) 1803AD 

1938AD (18.3%) …

1663AD (18.9%) 1684AD 

1735AD (54.1%) 1806AD 

1931AD (22.4%) …

IAAA- 

162080

木材 

41 ～ 45 年
AAA 150 ± 20

-27.26 ±

0.30
152 ± 18

1678AD (10.3%) 1691AD 

1729AD (32.6%) 1765AD 

1773AD ( 2.8%) 1777AD 

1800AD ( 8.8%) 1810AD 

1925AD (13.7%) 1940AD

1667AD (15.6%) 1697AD 

1725AD (40.2%) 1782AD 

1796AD (11.2%) 1815AD 

1835AD ( 9.4%) 1878AD 

1916AD (19.0%) 1947AD

IAAA- 

162081

最外試料年代
1769AD (21.5%) 1778AD 

1796AD (46.7%) 1810AD

1758AD (31.4%) 1783AD 

1795AD (58.1%) 1820AD 

1963AD ( 5.8%) 1980AD

第 233 表　木材の放射性炭素年代測定、暦年較正およびウィグルマッチング結果
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第 635 図　ウィグルマッチング結果（２）

第 634 図　ウィグルマッチング結果（１）
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第 636 図　較正曲線とモデリング年代
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Ⅵ　調査のまとめ

　調査では、既報告の調査地点と同様に、短冊形

地割を構成する杭列と溝跡等の区画施設が検出さ

れた。また、建物跡の位置は、現在の町並みと　

一致する傾向にある。江戸時代からの町並みが現

在へ引き継がれているといえる。

　以下に、各区画の遺構・遺物の様相をまとめ、

調査の成果と明らかになった問題点を挙げる。

１　区画の様相

　第一・二面で検出された区画施設・建物跡と

『絵図』等を照合し、区画１～14を設定した。区

画の設定の詳細については「Ⅲ　遺跡の概要」と

第22図を参照されたい。

　以下に、各区画の様相について述べるが、区画

４～14については、大部分が本書の報告対象外

である。そのため、これらについては次冊報告と

し、本項では区画１～３を対象に報告する。

（１）区画１の様相

　区画１は、『絵図』にみえる「煮売茶屋　三七

郎」に相当する。区画２との境界である第６号杭

列は第３号池跡、第３号井戸跡と重複していた。

第３号池跡は19世紀中～後葉頃に廃絶している

ため、この頃に区画の変動があったと考えられる。

　なお、本区画は発掘調査の直前まで、借家を

含んだ池田家の敷地であったが、明治三十五年

（1902）の『営業便覧』では「根岸紋蔵」の敷地

に相当する。区画２・３に相当すると推定した「凍

氷貯蔵営業　笹屋號　池田宗三郎」の敷地が、最

終的に区画１まで広がったか、あるいは「根岸紋

蔵」が池田家から土地を借りていた可能性がある。

　第一面は遺構分布が希薄で、建物跡、胞衣埋納

遺構、埋設桶、井戸跡、土壙が検出された。

　２棟の建物跡はともに、基本土層の観察による

構築面の検証と重複遺構の新旧関係から、近代以

降の建物跡と考えられる。

　このうち、西部で検出された第16号建物跡は

捨て杭のみが検出され、上部構造は確認し得なか

った。しかし、杭は２・３本で一組であったため、

重厚な建物であったことが想定される。

　また、東部で検出された第17号建物跡は、算

盤地業が採用され、一部では砕いた瓦を敷き詰め

た構造がみられた。基本土層の観察では、砂利と

シルトを互層に突き固めた構造もみられた。本跡

は堅固な作りで、重厚な建物であったと考えられ

る。

　栗橋宿跡では建物跡が多く検出され、それらの

多くは敷地の「ウラ」に構築された土蔵建物と推

定されていた。

　一方西本陣跡の区画１は街道から八坂神社へ向

かう小路に面しており、第17号建物跡は敷地の

「オモテ」に位置すると考えられる。『栗橋町史民

俗Ⅲ』（久喜市2011）には、「昭和初期の上町では、

本通りに面した家の全てが瓦葺きであったが、中

町、新町は藁屋根の家々が目立った」との記載が

ある

　近代以降に瓦屋根の建物跡が普及し、それに伴

い、街道に面した「オモテ」空間の建物にも重量

のある建物の沈下を防ぐために、様々な地業が採

用されてきたと考えられる。

　遺物の様相については、検出された土壙は少な

く、出土した遺物も少ない。「煮売茶屋」のよう

な飲食に関わる様相は見出されなかった。

　第二面では土壙の配置状況や第１号区画施設か

ら、区画１・２と区画３に分かれる。この段階で

は、区画１・２は一つの区画であったかもしれな

い。検出された遺構は区画３より少なく、埋設

桶、井戸跡、土壙が検出された。土壙の検出量

が少なく、積極的には利用されなかったことが窺

える。

　第三面の遺構数は第二面よりさらに少なく、井

戸跡、埋設桶、溝跡の他には小型の土壙が認めら
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れるに留まった。

（２）区画２の様相

　区画２は、『絵図』にみえる「こしうとんや　

金蔵」に相当する。遺構の分布状況は他の区画よ

り密である。

　第一面では建物跡、基礎状遺構、埋設桶、井

戸跡、池跡、溝跡、土壙が検出された。建物跡

は３棟が重複して検出された。第12号建物跡は

二本一組の捨て杭のみが残っており、西部が凸状

に張り出し、他より規模が大きい。敷地の「オモ

テ」に建てられた瓦屋根の建物であった可能性が

考えられる。近代の建物跡と想定される。

　また、第 14号建物跡より新しい第 13号建物

跡は構造が類似することから、建て替えとみられ

る。砂とシルトを互層にした比較的簡素な造りだ

が、敷地の「ウラ」に位置しており土蔵建物の可

能性も考えられる。19世紀中葉頃に建て替えら

れたと推定されるが、第12号建物跡が構築され

る頃には取り壊されたとみられる。

　特筆すべき遺構としては、文政五年（1822）

の火災に伴う火災処理土壙（第51～ 54号土壙）

である。火災処理土壙からは組物となる磁器碗や

皿が多量に出土しており、飲食業に関わる様相を

示す。本陣跡や第９地点の火災処理土壙の出土資

料のように、舶載陶磁や良質な国産品は認められ

ず、町屋における格の差は見出されなかった。

　また、陶磁器・土器を主体に廃棄されており、

分別が行われた可能性が示唆される。

　第二・三面では、区画１・２で一つの区画であ

る。詳細は「（１）区画１の様相」で触れたとお

りである。

（３）区画３の様相

　区画３は、『絵図』にみえる「煮売茶屋　平兵衛」

に相当する。遺構数が少なく、空白地が目立つ。

　第一面では建物跡、埋設桶、溝跡、土壙が検出

された。建物跡は２棟検出され、このうち第20

号建物跡は古く、18世紀後葉から19世紀前葉頃

に構築されたと考えられる。これまでに、栗橋宿

で検出された布掘りを伴う建物跡の中でも古い時

期のものであろう。

　西部には第15号建物跡がみられ、捨て杭の残

存状況から近代の建物跡である可能性が高い。区

画施設と重複して構築されていることから、近代

以降に区画２・３が一つの区画となり、池田家の

敷地となったことを示す。

　第二面では様相が異なり、土壙の数が多い。重

複も激しく、18世紀後半には「ウラ」空間とし

て主に利用されてきたことが示唆される。

　注目されるのは、カマドと想定される５基の焼

土遺構が集中して検出されたことである。第１地

点の水塚跡（埼埋文2018b）で集中して検出され

た例があるように、場の性格について検討する必

要があろう。

　第三面でも土壙が集中して検出された。小型の

ものが主体だが、西部は大型のものが多い。区画

施設は検出されていないが、整然と並んだような

土壙の分布状況から区画の意識が窺える。

　区画１～３に共通して、第三面では18世紀前

葉以前の遺構がほぼない。これまで報告してきた

調査地点の多くに共通する現象である。寛保の洪

水が一つの契機となるのであろうが、18世紀前

葉以前の町屋の状況については、僅かに残された

痕跡から検討していかなければならない。

２　土地造成について

　「Ⅲ　遺跡の概要」で触れたように、西本陣跡

の調査区北部は西へ向かって低く傾斜する地形で

あることが認められた。この傾斜部では19世紀

中葉と後葉に２度の土地造成（遺物包含層１・２）

が行われた。

　また、この傾斜部の堆積土を対象に分析を行っ

た結果（Ｖ　自然科学分析３・４参照）、池沼湿

地帯の環境であったことが明らかにされた。なお、

西本陣跡で検出された遺物包含層１は、北２丁目

陣屋跡の遺物包含層から継続するものである（第
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247図、『北２丁目陣屋跡』参照）。栗橋宿の北西

部には、池沼湿地帯が広がっていたと考えられ

る。

　町屋の形成過程を把握する上で重要となるの

は、土地造成と区画の変動である。本項では土地

造成の前後で、区画１～３西部の土地利用にどの

ような変化がみられたか検証したい。

　なお、各時期の遺構分布・構築面と遺物包含層

等の層位的な関係は第 637図に示した。模式図

に示した遺構は、時期の指標となる遺構、特徴的

な遺構である。

（１）18世紀中～後葉の様相

　第三面は18世紀中～後葉にかけて利用されて

きた面である。第三面は、第一面と同様に、西へ

向かって低くなる傾斜が認められた。

　第三面で検出された遺構で、層位的に最も古い

ものは第24・26号溝跡である。この溝跡は寛保

二年（1742）ないしは宝暦七年（1757）の洪水

で形成されたものと考えられる。

　洪水層の直上には整地層がみられ、整地層を構

築面として第504号土壙が作られていた。

　土地造成（遺物包含層の形成）が行われる前は

池沼湿地帯であったが、遺物包含層直下に位置す

る第三面の土壙分布をみると、当初からそのよう

な環境ではなかったようである。

　18世紀中葉～天明期以前にあたる18世紀後葉

には、複数の土壙が互いを避けて構築されていた。

多くは同時に開口していたか、或いは廃絶箇所を

意識していたことが読み取られる（第637図）。

　また、第 517号土壙が構築された地山の堆積

土を対象に、浅間Ａ火山灰が降灰する以前の環境

を復元した結果、河川氾濫と安定した時期を繰り

第 637 図　土地造成・遺構構築面模式図及び調査区北部遺構分布図



− 928 −

返していた可能性が指摘された（Ⅴ　自然科学分

析６参照）。

　このことから、浅間Ａ降灰以前の18世紀後葉

の時点では、池沼湿地環境ではなかったといえる。

（２）18世紀末～19世紀前葉の様相

　天明三年（1783）には浅間山の火山灰が降灰し、

その後、第517号土壙は廃絶した。

　第二面は、この直後の時期である18世紀末～

19世紀前葉を中心に利用されていた。土地の傾

斜を考慮すれば、遺物包含層直下が同時期の地表

面と考えられるが、実際には 18世紀末～ 19世

紀前葉にかけての遺構が一切認められなった（第

637図）。

　したがって、この頃の調査区西側一帯は、池沼

湿地帯の環境に変化していたとみられる。この環

境変化の要因について考えてみたい。

　天明六年（1786）には、利根川の洪水により

破堤が相次いだという。この時の栗橋の様子が『徳

川実紀』にみられ、

　草加。粕壁。越谷。栗橋の宿駅までも。ただ海

　のごとく。

と記され、栗橋宿は水没したとみられる。規模が

大きな洪水であったようで、栗橋宿近隣の中里村

では破堤により、四反六畝が池になったという（久

喜市2017）。このように、破堤による洪水流が地

面を抉ってできた池を「押堀」という（久喜市

2017）。また、栗橋を含む近隣では、洪水により

形成されたと記録・伝承が残る池が34箇所みら

れる（栗橋町2010）。最も近い栗橋宿北西部にあ

る宝治戸池は、寛保二年の洪水により形成された

と伝わる（栗橋町2010）。

　以上のように、洪水により池等の湿地帯に環境

が変化した事例は記録等から見出される。西本陣

跡の池沼湿地帯も、このような要因で形成された

ものではないだろうか。天明六年の洪水を契機に、

池沼湿地帯の環境へ変化したと現状では考えてお

きたい。18世紀末～19世紀前葉の遺構が、遺物

包含層直下にみられないことはその証左となる。

　18世紀末～ 19世紀前葉に帰属する第 538・

539号土壙が、西側低地（遺物包含層）の範囲を

避けるように構築されていたことは、上記の環境

変化を示唆するものであろう。

（３）19世紀中葉の様相

　19世紀中葉になると、１回目の土地造成が行

われる。遺物包含層２の形成時期は出土した陶

磁器の様相から、19世紀中葉、具体的には1830

～ 1840年代頃と考えられる。この造成によって、

区画１～３は西へおよそ11ｍ拡張された。

　造成後には、第15・16号建物跡、第６号杭列、

第５号溝跡、第１号柵列跡、第２・３号池跡、第

48・74号土壙が構築されたと考えられる。その

中でも、第２号池跡（19世紀中葉廃絶）は初期

に構築された遺構の一つと捉えられる。

（４）19世紀後葉の様相

　遺物包含層１は出土した陶磁器の様相から、明

治時代以降の19世紀後葉頃の土地造成跡である。

　この造成により、利用可能な土地がさらに広が

った。なお、調査前までは池田家の借家と別の池

田宅があり、『営業便覧』にみえる「笹屋號／池

田宗三郎」との関係性が示唆される。また、造成

土の上には近代以降の溝跡が構築されていたが、

他に遺構はみられなかった。

（５）まとめ

　以上に述べた土地造成範囲に関わる土地利用

の変遷をまとめると、寛保・宝暦の洪水→整地

→第504・516・527号土壙構築（18世紀後葉廃

絶）→第518号土壙構築（18世紀後葉廃絶）、第

517号土壙構築（天明三年廃絶）→天明六年の洪

水・池沼湿地帯形成→第539号土壙構築（18世

紀末廃絶）→第538号土壙構築（19世紀前葉廃絶）

→１回目の土地造成（遺物包含層２、19世紀中葉）

→第２号池跡構築（19世紀中葉廃絶）→第３号

池跡構築（19世紀中～後葉廃絶）→２回目の土

地造成（遺物包含層１、19世紀後葉）→第２～
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４号溝跡構築（近代以降）の順序となる。

　第15・16号建物跡は近代の建物跡なので、２

回目の土地造成前後に構築されたのであろう。ま

た、第５・６号溝跡は１回目の造成後に設置され

たか、池沼湿地帯へ向けて延伸したと考えられる。

　以上のように、西本陣跡の区画１～３西部にお

ける土地利用の変遷が明らかとなったが、問題と

なるのは土地造成に利用する土の入手先である。

　「渡邉弘家文書」の「嘉永二年（1849）六月　

河原代村源次郎水塚土不用につき売渡証文」（久

喜市2013）には、

　（省略）右之水塚の土不要に付、貴殿方え畑並

　見均し売渡度村方権右衛門殿相頼、達て御無心

　申入候処、御聞届ケ、右土御買被下添存候（省略）

と記されている。これは、不要となった水塚の土

の売買が栗橋周辺で行われていたことを示すもの

である。土地造成に利用する土も、こうした売買

で入手した可能性も考えられる。

　包含層中からは、区画Ａ「質や　年寄　長次郎」

に関する文字資料が多く出土している（第199・

200表）。取引相手であった可能性があるが、土

の売買に関するものは見出されなかった。また、

上記史料にみえる水塚の土の売却先は、河原代村

の「質屋」である。土の売買には「質屋」が関わ

っており、西本陣跡で「質や　年寄　長次郎」に

関わる墨書資料が多いのもまた示唆的である。

　土の入手に関わる発掘調査事例では、東大構内

遺跡等で土採りの遺構（採土坑）と、それに伴

う盛土が検出された例がある（江戸遺跡研究会

2001）。採土坑は江戸遺跡ではしばしばみられる

遺構だが、栗橋宿跡で採土坑は認められていない。

しかし、栗橋宿で多量に検出された土壙の中には、

採土坑の性格を有すものが存在している可能性も

考えられ、今後の調査・研究に期待される。

３　文化・文政期の火災について

　第一面で検出された土壙で、特に特徴的なもの

は文化・文政期の火災処理土壙である。これらは、

強く焼けた陶磁器、瓦、壁土、炭化木材が廃棄さ

れ、焼土ブロックと炭化物を主体とした土で埋め

戻されていたため、容易に区別される。

　次冊報告分である区画４～14の遺構にも、火

災処理土壙が多く認められた。そのため、火災処

理土壙の様相は次冊報告としたい。本項では基本

土層で認識された火災層と火災処理土壙の関係性

と、史料との照合等に焦点を絞って検討する。

（１）史料にみえる文化・文政期の火災

　文化期の火災は３件認められる。１件目は文化

四年（1807）の火災で、『御関所日記書抜』には、

　一、宿継を以致啓上候、然者今十四日夜八ツ半

　時栗橋宿本屋清八方より出火御関所通前迄類焼

　仕候処（省略）

と記されている。「本屋　清八」を出火元とし、

関所通前まで延焼した火災で、上町を中心とした

火災とみられる。

　北２丁目陣屋跡では、八坂神社の拝殿礎石に転

用された享和三年（1803）銘の石造物に「玉屋　

清八」の名がみえる。火災の年代とも近く、史料

にみえる「本屋」が「玉屋」の誤読であるならば、

出火元は「玉屋　清八」の可能性がある。

　「清八」の名は同時代の石造物にもみられる。

寛政十二年（1800）十二月の八坂神社庚申塔に

は「江森清八」（栗橋町2002）、文化元年（1804）

「栗関乃上四畝六歩の除堀」記念碑台石（栗橋町

2002）には「江森清□」とみえる。

　「江森」姓は、『営業便覧』に「湯屋　江森茂

三郎」とみえる。場所は西本陣跡調査区南に位

置する「虎屋　久右衛門」の南隣である。『絵図』

では、「湯屋　林兵衛」に相当し、江戸時代後期

から明治時代にかけて湯屋業を続けていたとみら

れる。

　以上のことから、「玉（本）屋　清八」は、 『絵図』

の年代より四十～五十年程前の「湯屋　林兵衛」

の場所に位置すると考えられる。（埼埋文2021a　

第 26表 15にあたる）。
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　２件目は文化七年（1810）に起きた火災（弥

七火事）である。この火災は、『栗橋関所史料』

等、近世の文献史料には記されておらず、明治

四十五年（1912）に刊行された『栗橋町郷土誌』

にのみ記載がある。本書の「第五章　天変地妖　

二、大火」の項には、

　上町八百屋弥七宅ヨリ出火シ、横町全部ヲ焼払

　ヒテ表本通二移リ、西側ハ坂本権三宅（火元ヨ

　リ約一町）、東側ハ古川平兵衛宅（火元ヨリ約

　二丁余ニシテ現校舎ノ敷地）マテ延焼シテ鎮火

　セリ、人呼ンテヤシツ火事ト云フ

と記される。「八百屋弥七」の位置は掴めないが、

「坂本権三」は『絵図』にみえる「煮売屋　権蔵」、

『営業便覧』の「菊田屋　坂本駒吉」にあたる（第

22図区画 13）。また、「古川平兵衛」は第６地点

区画Ｋの「舟問屋　平兵衛」、「栗橋學校」にあ

たる。

　この記載について、本書では、

　　古老既ニ逝キテ記録亦悉ク壊滅ニ帰シ、往時

　　ニ遡リテ正確ニ調査スルニ由ナケレバ今ヤ僅

　　カニ口碑ニ伝ハレル重ナル事項ノミニツキテ

　　記録スベシ

第 638 図　火災層・火災処理土壙の層位関係図・推定延焼範囲図
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と記している。史料に基づいた記載ではなく、複

数の口碑（伝承）の中で共通することをまとめた

ものらしい。このため、文化七年の火災記録が正

確か否かは判断し得ない。また、『栗橋関所史料』

と同時代の史料ではないことに注意すべきであ

る。

　３件目は文化十三年（1816）に起きた火災だが、

出火元は舟戸町で、類焼数が二十二軒である。西

本陣跡までは及ばなかったと考えられる（埼玉県

教育委員会2012）。

　次いで発生した文政五年の火災について、『御

関所御用諸記』（埼玉県2002）には、

　正月二日夜、栗橋宿上町伊勢屋長次郎地借弥四

　郎方より出火、宿方百三十五軒類焼（省略）

と記されている。

　この記録に記載されている「伊勢屋長次郎」は、

本陣跡の南に隣接する区画Ａ「質や　年寄　長次

郎」（埼埋文2019a）を示す。出火元の「弥四郎」

の住まいは不詳だが、長次郎との関わりからその

周辺とみられる。135軒もの家屋が焼け、御本陣

を含む栗橋上町を中心に被災したようである。

（２）史料と検出遺構・火災層との対比

　以上の文献史料を踏まえて、検出された火災処

理土壙と火災層について整理したい。

　文化・文政期とみられる火災層は、西本陣跡の

他には本陣跡で検出されている（埼埋文2020b)。

これらの火災は、いずれも栗橋上町を中心とした

ものだが、第５地点（埼埋文2020c）では焼土・

炭化物で構成された層が部分的に認められたもの

の、明確な火災層は認められなかった。

　第 638 図には西本陣跡、本陣跡（埼埋文

2020b）で検出された火災層と、火災処理土壙の

構築面の関係、史料と検出された火災痕跡から推

定される文化・文政期の火災の延焼範囲を示し

た。なお、火災層は検出された箇所のみ示した。

全体の堆積状況は本書第７～ 10図と、『栗橋宿

本陣跡Ⅱ』を参照されたい。

　火災層が認められた箇所は、西本陣跡基本土層

東壁（②・③）・南壁（①）、本陣跡基本土層西

壁（④）・東壁（⑥）・北部の中央付近（⑤）で

ある（第 638図）。西本陣跡東壁（②）は南部を

図示した。検出標高は概ね 10.2 ｍ前後～ 10.4

ｍ前後で共通するが、西本陣跡東壁（②南部）で

は10.4ｍ前後～10.7ｍ前後で検出されており、

南側の標高が高い。

　これら基本土層のうち、二枚の火災層が確認さ

れた場所は、②・③・④である。日光街道側を中

心に認められた。

　本陣跡では、調査区全体としては一枚の火災層

のみ検出された部分が多いと指摘される（埼埋

文2020a）。西本陣跡も同様で、特に②は火災層

そのものが不明瞭な部分が多い。また、本陣跡で

認められた火災層は下位が厚く（埼埋文2019a）、

西本陣東壁（②）の火災層も下位が厚く、24cm

もの厚さがある。

　（１）で検証したように、文化四年の火災の出

火元は「湯屋　林兵衛」と推定される。西本陣跡

の調査区南端部で、厚い火災層が検出されたこと

は、火元に近かったことによるものであろう。

　また、火災層の検出範囲が西本陣から本陣店

子の範囲にかけてみられ、第58・77・78・392・

393号土壙等、廃絶年代が文化四年に極めて近い

18世紀末に比定される火災処理土壙も複数確認

されている。

　以上のように、文化期の火災痕跡が、上横町南

部を中心に認められ、史料にみえる文化四年の火

災とも整合性がとれる。

　一方で、文化七年の火災は、口碑の史料による

と区画Ｋ「舟問屋　平兵衛」まで延焼したらしい

が、第６地点（埼埋文2019c）では明確な火災層・

火災処理土壙はほぼ認められていない。また、本

陣跡の町屋部分では火災処理土壙が検出されてい

るが、文政五年の火災に伴うと指摘されており、

その分布範囲は区画Ⅽ「荒物屋　利兵衛」までで



− 932 −

ある（埼埋文2019a）。

　このように、文化七年の火災は史料から推定さ

れる延焼範囲と検出された痕跡の実態に大きな齟

齬が生じている。

　以上のことから、文化期の火災痕跡とされるも

のについては、文化四年の火災が候補となる。

　文政五年の火災は先に述べたように、火災処理

土壙の分布から推して、上町では区画Ⅽ「荒物屋　

利兵衛」が南限であろう。

　また、本陣跡・西本陣跡で検出された二枚の火

災層のうち、上位の火災層は文政五年に伴うと考

えられる。西本陣跡では文政五年に比定される

火災処理土壙である第51～ 54号土壙がみられ、

被災したことは確実である。西本陣跡調査区北端

部から南端部まで延焼したとみられる。本陣敷地

内で検出された火災層は文政五年と考えられ、本

陣跡、西本陣跡で被熱した揚羽蝶の家紋瓦が出土

したことは御本陣が焼けたことの証左である。

（４）まとめ

　文化期の火災関係遺構は、文化四年に比定され

る可能性も十分に考え得る。少なくとも現時点で

は、文化七年の火災に関して積極的に評価できる

要素が、これまでの調査成果から認められない。

　また、本陣跡東側では文政五年の火災層しか検

出されていない。本陣跡西側では二枚の火災層が

検出されたことについては、文化期の火災におけ

る被災範囲が西本陣跡周辺を中心とした火災であ

ったことによると思われる。文化期の火災では、

御本陣そのものは被災しなかったのであろう。

　文政五年の火災については、火災層、火災処理

土壙ともに捉えることができたことが大きな成果

である。その被災範囲は、文化四年の火災より広

かったと考えられる。西本陣跡では、極めて多量

の陶磁器が焼け出されており、その被害の大きさ

を物語る。文政五年の火災を契機に、区画がリセ

ットされている可能性が指摘されており（埼埋文

2019a）、火災は町屋形成における一つの鍵とも

いえる。西本陣跡の区画施設と火災の関係を検証

していくことが課題である。

　史料と対比可能な火災がある一方で、齟齬が生

じているものもある。文化七年の火災は、文化四

年と文政五年の火災が混同して伝わった可能性が

あり、関所史料に記載がないのはそれ故かもしれ

ない。文化期の火災に関しては史料の精査と検出

遺構の対比を注意して検討する必要がある。

４　火打金について

　栗橋宿跡では、火打金、付け木、火打石とい

った発火具が出土している。『栗橋宿跡Ⅱ』では、

付け木の考察をおこなっている。今回は、火打金

について考察したい（埼埋文2019b）。

（１）火打金とは

　発火法には、３種類ある。①摩擦式、②火花式

（打撃式）、③火入れ式（火焼き式、あるいは刃焼

き式）である（高嶋1985）。火打金はそのうち②

の火花式で用いられる。火花式とは、火打金を火

打石に打ち付け、そこから発生した火花を付け木

や綿ほくちといった「ほくち」に移して火を起こ

す方法である。

第 639 図　群馬県西宮遺跡出土の火打金
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　高嶋によると、江戸時代は、火花式発火法が最

も盛んとなった時代とされている。火打金には山

型、ねじり鎌、鎹型、短冊型、火打袋に縫い付け

られた短冊型、不定形鉄板がある。そして、この

ような種類分化は、使用方法の違いを反映してい

ると述べている（高嶋1985）。

　火打金の使用方法については、『絵本江戸風俗

往来』（菊池1965）の吉井ほくち売りの項目に、

　「ほくちというものに二種ありて、一はほくち

殻という灌木の殻を焼きて消炭の如きものをほく

ち箱という（ほくち箱、一に火打箱とも唱えた

り）箱に儲え置くなり。（中略）火打箱を取り出

し、箱の内には火打鎌・火打石の揃いてあるもの

なれば、ほくちの上に火打鎌をかざし、火打石に

て火を打ち出して、ほくちに火を移す。（後略）」

とある。

　また、「その一種は綿ぼくちとて、袋につめた

る黒き綿の如きものを商う。その綿ぼくちを摘み

取りて、火打石の上に起きて、飛び散らざるよう

指先に持ちて火打鎌の上に石を打ち付けて出づる

火を、綿ぼくちに移して用ゆ。この火は主に野外

散歩、或いは旅人道中の煙草の火に用ゆるものと

す。（後略）」とある。

　ここで、上記の文献にある「火打箱」の出土

例として、群馬県西宮遺跡出土の火打箱２点に

ついて紹介する（群馬県埋蔵文化財調査事業団

2020）。

　この遺跡では、２軒の建物から火打箱が出土し

ている。第２号建物跡から出土した火打箱には方

形孔が２つあり、うち１つには火打石と付け木が

入っていた。

　また、第７号建物跡からも火打箱が出土してお

り、火打石が入っていた。同じ建物跡から鎹形の

火打金も出土している（第639図）。

第 640 図　升屋と関連する火打金
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　このことから鎹形の火打金は火打箱、付け木、

火打石とセットで用いられ、炊事など日常的な発

火のために用いられたことがわかる。

　以上のことを踏まえ、栗橋宿跡から出土した火

打金（第234表）についてみてみたい。

（２）栗橋宿西本陣跡から出土した火打金

　栗橋宿西本陣跡のうち本書掲載の遺構からは、

鎹形のみが出土している。木製の柄についたもの

と、柄から外れ、金属部分のみが残ったものがあ

る。出土した遺構の帰属時期は、栗橋３～５期で、

特に４期（18世紀後半）の遺構から多く出土し

ている。

　そのうち、「芝神明前本〼（ます）屋三郎兵へ」

という焼印がされた火打金が２点ある。出土し

た遺構は第388号土壙と、第517号土壙であり、

年代は前者が栗橋３期、後者が栗橋４期である。

（３）栗橋宿跡各所での出土例

　栗橋宿跡から出土した火打金の多くは鎹形であ

る。本陣跡、西本陣跡、第６地点などで出土して

いる。多くは土壙から出土しており、遺構の帰属

時期は18世紀を中心とする。特に栗橋４期のも

のが多い。

　山形は少なく、栗橋宿跡第８地点と本陣跡町屋

のみから出土している。出土した遺構の帰属時期

は比較的古い傾向である（第234表）。短冊形は

全くない。

　鎹形のうち、本陣跡では、はっきりと「芝神明

前本〼（ます）屋三郎兵へ」と読める焼印がある

火打金がみられた。

　また第６地点から出土した火打金には、鳥居と

「本〼」の焼印があった（第640図４～６）。「本〼」

の焼印がある火打金の中でも、新しい時期の遺構

から出土しているので、「芝神明前」を鳥居で表

すようになった可能性がある。

　以上、栗橋宿跡から出土した火打金について述

べた。その中でも注目されるのは、「芝神明前本

〼（ます）屋三郎兵へ」あるいは「本〼」の焼印

がある火打金である。これらは、栗橋宿跡の北側、

関所に近い地点で出土している。

　類例として吉井郷土資料館所蔵の火打金を挙げ

る。この火打金には、鳥居と「本〼や江戸元」の

焼印が施されている（第640図７）。

（４）升屋とのかかわり

　ここで、上記の焼印がある火打金について検討

したい。焼印にみられる「芝神明前」は現在の東

京都港区にある芝大神宮を指している。また、「本

〼や」は「本升屋」と読める。この火打金を販売

した店として「升屋」が挙げられる。

　花咲一男は升屋について『江戸行商百姿』にて

次のように述べている（花咲1992）。

　「享保二〇年制定された『香具師免許状』によ

ると、火打。火口を商う者は、江戸では升屋。京

都では吉久。大阪で明珍。この三者の独占になっ

番号 地点 遺構 種類 時期（栗橋編年） 拓本

1 本陣Ⅰ SK700 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

2 本陣Ⅰ SK682 山 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

3 本陣Ⅰ SK689 山 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

4 本陣Ⅰ SK691 山 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

4 本陣Ⅱ SD13・14 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

5 本陣Ⅱ SK249 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

6 本陣Ⅱ SK1108 鎹(本〼 )１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １

7 １地点 SK13 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

8 ３地点 SK135 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

9 ５地点 SK28 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 ６地点 水塚下 SK39鎹 (本〼 )１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ４

11 ６地点 SK117 鎹(本〼 )１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ５

12 ６地点 グリッド 鎹(本〼 )記載なし ６

13 ８地点 SK166 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

14 ８地点 SK203 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

15 ８地点 SK388 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

16 ８地点 SK497 山 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

17 ８地点 SK497 山 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

18 ９地点 SK26 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

19 西本陣 SK168 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

20 西本陣 SK168 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

21 西本陣 SK388 鎹（本〼 )１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ３

22 西本陣 SK504 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

23 西本陣 SK516 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

24 西本陣 SK517 鎹（本〼 )１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ２

25 西本陣 SK517 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

26 西本陣 SK518 鎹 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

本〼：「芝神明前本〼 (ます )屋三郎兵へ」あるいは「本〼」の焼印があるもの

第 234 表　栗橋宿跡から出土した火打金一覧



− 935 −

引用・参考文献

ていたという。（朝倉無声）

　江戸の升屋は芝神明前に本舗を構え、江戸一円

に売子が行商してあるいたものらしい。この店の

トレードマークは、甲首であって（略）江戸地方

における火打鎌・火口（艾）の専売が、いつ頃か

ら本升屋の手を離れたか、又どんな理由からそう

なったか明らかでないが、ほぼ天保の改革前後か

ら、上州吉井火打鎌が江戸の市場に進出し、本升

屋を駆逐し、その後も幕末から明治へかけて、吉

井製品が江戸の市場を独占することになる。」

　したがって、栗橋宿跡から出土した「本〼」の

焼印がある火打金は、江戸の芝大神宮周辺に本舗

を置く升屋の火打金である可能性が高い。

　また、「本〼」の焼印がある火打金が出土した

遺構の時期は、最も新しいもので栗橋６期（19

世紀前葉）である。花咲（1992）が述べる天保

の改革（1841～ 1843年）より前に栗橋宿跡でも

みられなくなる。

　ただし、上州吉井を示す焼印のある火打金や上

州吉井の火打金に特徴的なねじり鎌はみられな

い。そのため栗橋宿跡で、升屋のものが廃れた後

にどこの火打金が用いられたのかは不明である。

（５）まとめ

　栗橋宿跡から出土した火打金の多くは鎹形で、

多くは18世紀頃の遺構から出土している。

　その中に、江戸を本舗とする升屋のものと思わ

れる火打金がいくつか含まれていた。それらは、

栗橋宿跡でも北側、すなわち上町のエリアで出土

している。

　この升屋の火打金について、文献では天保の改

革（1841～ 1843年）前後に上州吉井の火打金が

江戸の市場を独占し、升屋の火打金は衰退したと

される。

　栗橋宿跡における升屋の火打金が出土した遺構

の廃絶時期は、最新でも栗橋６期（19世紀前葉）

までである。したがって、文献の内容と出土状況

には矛盾がない。

　第 234表に示した通り、火打金の出土点数は

19世紀になると減ってくる。19世紀後半以降に

はマッチなどの発火具に置き換わった可能性もあ

る。発火具だけでなく、灯火具も併せて検証して

いくことが必要となるだろう。

　以上、栗橋宿西本陣跡の調査では、二枚の火災

層と二時期の火災処理土壙が検出され、史料との

対比により、栗橋宿における災害の一端が明らか

にされた。また、土地造成と遺構分布の関係を明

らかにすることにより、町屋の「ウラ」空間にお

ける自然環境の変化と、それに伴う土地利用の変

遷が明らかとなった。

　史料との対比と、自然科学・考古学的分析によ

って、宿場の様相を明らかにした事例といえる。

愛知県史編さん委員会 2007『愛知県史　別編　窯業２　中世・近世　瀬戸系』愛知県

池田悦男 2018「江戸遺跡出土の杉形茶碗の編年と消費動向」『法政考古学第 44 集』　法政考古学会

江戸遺跡研究会編 2001『図説江戸考古学研究事典』柏書房

大田区立郷土博物館 1996『大田区の船大工 -海苔の船を造る -』大田区立郷土博物館

大舘勝治 1986「いわゆるクルリボウについて」『研究紀要第８号』　埼玉県立歴史資料館

菊池貫一郎 1965『絵本江戸風俗往来』鈴木棠三（編）平凡社

九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年』　九州近世陶磁学会

久喜市教育委員会 2011『久喜市栗橋町史民俗Ⅲ』久喜市教育委員会

久喜市教育委員会 2013『久喜市栗橋町史　第四巻　資料編二　近世』久喜市教育委員会

久喜市教育委員会 2015『久喜市栗橋町史　第一巻　通史編上』久喜市教育委員会

久喜市教育委員会文化財保護課編 2020『久喜市の歴史と文化財①　日光道中栗橋宿・栗橋関所』　久喜市教育委員会



− 936 −

栗橋町教育委員会 2002『栗橋町の石造物』栗橋町教育委員会

栗橋町教育委員会 2008『栗橋町史　第三巻　資料編一　原始・古代・中世』栗橋町教育委員会

栗橋町教育委員会 2010『栗橋町史民俗Ⅱ』栗橋町教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団 2020『西宮遺跡（２）・川原畑の宝篋印塔 71』群馬県埋蔵文化財調査事業団報告書 670

越村篤 2013「江戸遺跡出土木製品の概観」『江戸と木の文化』江戸遺跡研究会

埼玉県 1993『中川水系Ⅰ総論・Ⅱ自然・Ⅲ人文』埼玉県

埼玉県教育委員会 2002『埼玉県史料叢書 13（上）　栗橋関所資料一　御関所御用諸記Ⅰ』埼玉県

埼玉県教育委員会 2010『埼玉県史料叢書 14　栗橋関所資料三』埼玉県

埼玉県教育委員会 2012『埼玉県史料叢書 15　栗橋関所資料四』埼玉県

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2018a『栗橋関所番士屋敷跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 436 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2018b『栗橋宿跡Ⅰ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 448 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2019a『栗橋宿本陣跡Ⅰ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 451 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2019b『栗橋宿跡Ⅱ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 452 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2019c『栗橋宿跡Ⅲ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 456 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2019d『栗橋宿跡Ⅳ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 458 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2020a『稲荷台遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 459 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2020b『栗橋宿本陣跡Ⅱ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 460 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2020c『栗橋宿跡Ⅴ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 463 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2021a『北２丁目陣屋跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 468 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2021b『本田遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 469 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2022a『栗橋宿跡Ⅵ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 473 集

埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2022b『栗橋宿跡Ⅶ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 474 集

櫻木晋一 2016『貨幣考古学の世界－ Numismatic Archaeology －』考古調査ハンドブック 15　ニューサイエンス社

高嶋幸男 1985『火の道具』柏書房

東京大学埋蔵文化財調査室 1999『東京大学構内遺跡調査研究年報２』　東京大学埋蔵文化財調査室

東京大学埋蔵文化財調査室 2011『東京大学構内遺跡調査研究年報７』　東京大学埋蔵文化財調査室

東京都埋蔵文化財センター 2000『汐留遺跡Ⅱ』東京都埋蔵文化財センター第 78 集

中井さやか 2001「江戸遺跡資料　４漆椀の編年表」『図説江戸考古学研究事典』江戸遺跡研究会

永井久美夫 1996『日本出土銭総覧』兵庫県埋蔵銭調査会

花咲一男 1992『江戸行商百姿』三樹書房

日野市遺跡調査会 2003『南広間地遺跡』国土交通省関東地方整備局相武国道工事事務所

堀内謙一 2021a「江戸時代初期の栗橋関所に関わる二・三の考察について－『伊達治家記録』の検討を中心にして－」

　　　　　　　 『埼玉地方史第 80 号』埼玉地方史研究会

堀内謙一 2021b「宿役人等による竣工棟札」『令和三年度ほるたま考古学セミナー発表要旨　栗橋宿と町の鎮守』

　　　　　　　埼玉県埋蔵文化財調査事業団

水村雄功・久永雅宏 2019「中近世利根川中流域における角閃石安山岩軽石の利用に関する基礎的研究」

　　　　　　　　　　　　『研究紀要第 33 号』埼玉県埋蔵文化財調査事業団

『浚明院殿御実紀第五十五巻　徳川実紀第七編』(経済雑誌社 1904）

『武藏國郡村誌』第十四巻 (埼玉県立図書館 1995)



報　告　書　抄　録

ふ り が な くりはししゅくにしほんじんあと

書 名 栗橋宿西本陣跡Ⅰ

副 書 名 首都圏氾濫区域堤防強化対策における埋蔵文化財発掘調査報告

シリーズ名 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書

シリーズ番号 第 479 集

編 著 者 名 水村雄功・古間果那子・矢部瞳

編 集 機 関 公益財団法人　埼玉県埋蔵文化財調査事業団

所 在 地 〒 369-0108　埼玉県熊谷市船木台４丁目４番地１　　　TEL　0493-39-3955

発行年月日 西暦 2023（令和５）年２月 20 日

所
ふ り が な

収 遺 跡 所
ふ り が な

在地
コード 北緯 東経

調査期間
調査面積

（㎡）
調査原因

市町村 遺跡番号 °′″ °′″

栗
く り は し し ゅ く

橋 宿

西
に し ほ ん じ ん あ と

本 陣 跡
埼
さいたまけん

玉県久
く き し

喜市

栗
くりはしきた

橋北二丁目

3422-2 他
112321 011 36° 00′ 00″ 139° 50′ 00″

20150801 ～

    20160331

20160401 ～

    20170331

20170401 ～

    20180331

20180401 ～

    20180930

3,830

堤防強化

記録保存

調査

所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

栗 橋 宿

西 本 陣 跡

宿場跡 江戸時代 建物跡� 13 棟
基礎状遺構� ３基
胞衣埋納遺構�１基
埋設桶� 24 基
井戸跡� 13 基
池跡� ２箇所
杭列� １条
溝跡� 19 条
柵跡� ５条
区画施設� １条
焼土遺構� ５基
土壙� 133 基
樹皮堆積層�１箇所
ピット� 26 基
遺物包含層�２箇所

陶磁器
土師質土器
瓦質土器
土製玩具
土製人形
瓦
木製品
金属製品
石製品
貝製品（貝杓子）
硝子製品（笄）
布製品

近世町屋跡の調査

本書には栗橋宿西本陣跡のうち
北側の調査成果を収録

要 約

　栗橋宿西本陣跡は利根川右岸に立地する日光道中 7 番目の宿場「栗橋宿」の町屋跡である。本書ではこのうち

調査区北側の調査成果を収録した。

　栗橋宿西本陣跡の発掘調査は、19 世紀前葉以降を中心とする第一面、18 世紀中～後葉を中心とする第二、三

面に分けられる。調査の結果、第一面では堅固な基礎構造を持つ建物跡群と、それらに平行する敷地境と考えら

れる溝跡、杭列等が検出された。第二、三面では明確な区画施設が検出されず、19 世紀前半に区画施設の整備が

行われた可能性が窺われた。検出された土壙には、火災に関わる廃棄物を処理したものがみられ、栗橋宿本陣跡

でも検出された火災処理土壙との同時性が見出された。この火災は、史料にみえる文政五年（1822）の栗橋宿大

火と推定され、火災の広がりを明らかにすると共に、栗橋宿の変遷を考えるうえでの定点資料と位置付けられる。

宅地裏手から多量の陶磁器等が出土した。ここは、もともとの地形は池沼湿地であったが、19 世紀前～中葉頃の

土地造成により埋められたことが明らかとなった。

　遺物は、少量の中国産磁器のほか、国産陶磁器が多量に出土し、組物も多く検出された。土器類では江戸で出

土する製品とは異なる在地の製品が多く認められた。土壙を中心に出土した多種多様な一括遺物は、近世におけ

る地方宿場町の実態を示す良好な資料に位置付けられる。
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